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表記と記載内容について 


マーク 

内容 

大 

オプションや仕様により異な 
る装備にはマークび付いて 
います。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことです。 

Q 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていたださたいこ 
とです。 

H 

注意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていたださたいこ 
とです。 

► 

操作手順などを示してい 
ます。 

(> ぺージ） 

関連する内容び他のページに 
ち态ることを示してし"'ます。 



お客様へ 


このたびはメルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、ありびとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱いち法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避するた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をお使いになる前に、本書を必ずお 
読みください。 

• 取扱説明書は、いつでわ読めるよラ 
に必ず車内に保管してください。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どび含まれている場合びあります。 

• 表紙の画像はイメージであり、日本 
仕様とは異なる場合びあります。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述び含まれ 
ている場合があります。 

• この取扱説明書には、走行速度び 
100 km / h を超えたときの車両機能 
や状態などについての記述があり 
ますが、公道を走行する際は、必ず 
法定速度や制限速度を遵守して < だ 
さい。 


•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あります。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることび 
あります。 

• オーディオに関しては、別冊 「 AM / 
FM ラジオ& CD / DVD プレーヤー 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナーにお譲りになる場 
合は、車と一緒にすベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
またはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


〇 メルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式ヴィト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス.ベンツ日本株式会社 
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さ < いん 



アクティブへツドレスト . 34 


アクティブへッドレスト . 34 

アシストグリップ . 173 

アダプティブブレーキランプ . 42 

雨降りや濃霧時の運転 . 204 

ま全のために . 11 

オートマチック車の取り扱い . 14 

警告ラベル . 11 

テ供を乗せるとき . 13 

こんなことにちミ主意 . 15 

走行する前に . 11 

保証の適用 . 11 

インストルメントパネル . 18 

ウィンタータイヤ . 198 

ウオッシャー液 . 188.280 

ウォッシャー液を補給する . 188 

使用するウォッシャー液 . 188 

ウオッシャーノズルの調整 . 253 

運転席のフ□アマット . 174 

エアコンディシ ヨナー . 134 

B 180 . 135 

AC モード . 136 

グ □- ブボックス送風口 . 138 

コン ト□—ルパネル . 135 

送風温度を調整する . 136 

送風口の開閉 . 138 

送風口の風向さ調整 . 138 

送風口を選択ずる . 137 

送風量を調整ずる . 139 

デフ□スター . 139 

内気循環モード . 140 

リアデフォッガー . 139 

B 200 . 142 

AC モード . 143 

AUTO モードの解除 . 144 

グ□-ブボックス送風口 . 146 

コン ト □— ルパネル . 142 

送風温度を調整する . 144 

送風口の開閉 . 146 

送風口の風向き調整 . 146 

送風□を選択する . 145 

送風量を調整ずる . 147 


通常の使いかた . 143 

デフ□スター . 148 

内気循環モード . 150 

余熱 ヒーター.ベンチレーション’’ 149 

リア送風口 . 147 

U アデフォッガー . 149 

エアコンディショナーの取り扱い •••• 134 

エアバッグ . 29 

ウインドウバッグ . 32 

運転席/助手席エアバッグ . 31 

エアバッグの作動 . 30 

エアバッグの作動条件 . 33 

サイドバッグ . 32 

エマー ジェン シーキー . 244 

エマージてンシーキーでの 

運転席ドアの解錠 . 244 

エンジンオイル . 182.277 

エンジンオイルの量を点検する . 182 

エンジンオイル容量 . 278 

エンジンオイルを補給ずる . 183 

使用するエンジンオイル . 278 

エンジンスイッチ . 52 

エンジンスイッチの位置 . 52 

タッチスタート . 53 

エンジンの始動 . 85 

シフト位置 . 85 

エンジンの停止 . 89 

エンジン番号 . 276 

エンジンルーム . 179、181 

ウオッシヤーミ夜 . 188 

エンジンオイル . 182 

エンジンルーム . 181 

ブレーキ液 . 186 

ボンネット . 179 

冷却水 . 184 

エンジン冷却水溫度計 . 98 

オイル•液類/バッテリー . 276 

ウオッシヤー液 . 280 

エンジンオイル . 277 

オイル.液類に関ずるを意 . 276 

オートマチックトランスミッション 
オイル . 278 




















































































さぐいん 5 


燃料 . 277 

バッテリー . 280.281 

ブレーキ液 . 279 

冷却水 . 279 

応急用スペアタイヤ . 221 

才ートマチック車の取り扱い . 14 

オートマチックトランスミッション 
(才ートト□ニック） . 89 

運転のヒント . 95 

シフト位置の選択 . 90 

走行モード . 91 

マニュアルシフト . 92 

才ーバーヒートしたとき . 186 

才ープン/クローズ 

車速感応ドア□ック . 50 

ドア . 48 

ドア□ックスイッチ . 50 

□ケイターライティング . 48 

オプションコードプレート . 276 

外気温度表示 . 99 

カップホルダー . 157 

センターコンソールの 

カップホルダー . 157 

リアアームレストのカップホルター’’158 

可倒式助手席バックレスト . 159 

可変スピードリミッター . 127 

可変スピード U ミッターを解除する •• 129 
可変スピード U ミッターを設定ずる •• 128 
設定速度を変更ずる . 129 

環境保護について . 11 

寒冷時の取り扱い . 196 

ウィンタータイヤ . 198 

スノーチェーン . 199 

キ. . 46 

リモコン機能 . 47 

リモコン機能の設定の切り替え . 47 

キーの電池交換 . 247 

救急セット . 220 

クルーズコントロール . 123 


クルーズコント□—ルを解除する •••• 126 
クルーズコント□ールを設定ずる •••• 125 

設定速度を変更する . 126 

車を運搬ずる . 268 

警告ラベル . 11 

けん引 . 265 

車を運搬する . 268 

けん引時のを意 . 265 

けん引する . 267 

けん引フックの取り付け/取り外し- 267 
前後輪をつり上げないで 

けん引ずるとさ . 268 

前輪をつり上げてけん引するとさ’’’’ 267 

故障/警告メッセージ . 222 

イラストメ ッセー ジ . 228 

文字メッセージ . 224 

子供を乗せるとき . 13.35 

ISO - FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 37 

チャイルドセーフティシート . 35 

チャイルドプルーフ□ック . 38 

テヴーアンカー . 37 

ル物入れ . 155 

グ□-ブボックス . 155 

フ□ントアームレスト後部の 

ル物入れ . 156 

フ□ントアームレストの小物入れ •••• 156 

フ□ントシート下のル物入れ . 156 

ラゲッジルームの小物入れ . 156 

こんなことにもを意 . 15 

コンビニエンスオープニング機能 . 83 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 83 

サングラス入れ . 173 

サンバイザー . 169 

バニティミラー . 170 

シート . 53 

シートヒーター . 59 

手動式シートの調整 . 54 

電動式シートの調整 . 55 

フ□ントアームレスト . 57 
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さ < いん 


ランパ'-ヴポート . 57 

U アアー ムレスト . 57 

リアへッドレストの調整 . 58 

シートヒータ. . 59 

シートベルト . 64 

シートベルト着用警告 . 67 

シートベルトの高さ調整 . 67 

シートベルトの着用 . 64 

正しい運転姿勢 . 68 

事故•故障のとき . 218 

室内装備 . 169 

12 V 電源ソケット . 172 

アシストグリップ . 173 

運転席のフ□アマット . 174 

サングラス入れ . 173 

サンバイヴー . 169 

灰皿 . 170 

ライター . 171 

シフト位置の選択 . 90 

シフト位置 . 90 

シフト位置表示 . 91 

車外ランプ消な遅延機能 . 72 

車載工具 . 219 

車載品の収納場所 . 218 

応急用スペアタイヤ . 221 

救急セット . 220 

事故-故障のとさ . 218 

車載工具 . 219 

ジャッキ . 219 

停止表示板 . 220 

非常信号用具 . 219 

輪止め . 219.221 

車速感応ドアロック . 50 

車台番号 . 275 

ジャッキ . 219 

車両に保存されるデータ . 16 

古女障データ . 16 

データび保存されるその他の装備……16 

収納ネット . 158 

助手席足元の収納ネット . 158 

フ□ントシート背面の収納ネット •••• 159 

手動式シートの調整 . 54 


シートクッションの角度を調整ずる ••• 54 


シー h の前後位置を調整する . 54 

シートの高さを調整する . 54 

バックレストの角度を調整ずる . 55 

へッドレストの角度を調整ずる . 55 

へッドレストの高さを調整ずる . 55 

へッドレストを取り付ける . 55 

へッドレストを取り外ず . 55 

純正部品/純正アクセヴリー . 274 

秉員安全装備 . 26 

SRS (乗員保護補助装置） . 27 

アクティブへッドレスト . 34 

テ供を乗せるとき . 35 

乗員保護装置 . 26 

秉員保護装置 . 26 

ステアコント□—ル . 44 

ステアリング . 60 

スノーチェーン . 199 

スピードメーター . 98 

スルー □—ディング . 159 

積載荷物の制限重量 . 280 

走行ま全装備 . 40 

ABS . 40 

BAS . 42 

ESP . 42 

アダプティブブレーキランプ . 42 

ステアコント□—ル . 44 

走行時の注意 . 200 

雨降りや濃霧時の運転 . 204 

エンジンを停止しての走行 . 200 

走行ずるとき . 201 

走行中に異常を感じたら . 203 

タイヤのグ U ップについて . 201 

駐停車ずるとき . 203 

ブレーキ . 200 

走行装備 . 123 

可変スピードリミッター . 127 

クルーズコント□—ル . 123 

パークト□ニック . 130 

走行中に異常を感じた5 . 203 

走行と停車 . 85 

エンジンの始動 . 85 






















































































さ < いん 7 


エンジンの停止 . 89 

駐車 . 88 

発進 . 86 

走行モード . 91 

タイヤ空気圧警告システム画面 . 193 

タイヤ空気圧ラベル . 191 

タイヤとホイール . 189.281 

ウィンタータイヤ . 282 

応急用スペアタイヤ . 282 

タイヤ空気圧警告システム画面 . 193 

タイヤ空気圧ラベル . 191 

タイヤの回転ち向について . 191 

タイヤ□—テーシヨン . 195 

標準タイヤ . 281 

タコメーター . 98 

正しい運転姿勢 . 68 

駐車 . 88 

パーキングブレーキ . 88 

駐停車するとき . 203 

停止表示板 . 220 

テールゲート . 51 

テールゲートの開閉 . 51 

テールゲートを開いたとさの高さ . 280 

電球の交換 . 249 

電動式シートの調整 . 55 

シートを調整する . 56 

へッドレストの角度を調整ずる . 56 

へッドレストを取り付ける . 56 

へッドレストを取り外す . 56 

ドア . 48 

ドアごとに解錠/施錠ずる . 49 

ドアの開閉 . 48 

ドアウインドウの開閉 . 81 

挟み込み防止機能 . 82 

ドアウインドウのリセット . 84 

ドアの操作部 . 24 

ドアミラー . 62 

施錠時のドアミラーの格納 . 64 


ドアミラーの角度調整 . 63 

ドアミラーの格納/展開 . 63 

ドア□ックスイッチ . 50 

時計 . 98 

トラブルの原因と対応 . 233 

ウインドウ . 242 

エンジン . 238 

才ートト□ニック . 240 

キー . 242 

車を使用しないとき . 243 

警告音 . 236 

事故のとき . 237 

スイッチやボタンの表示灯/警告灯- 233 

ドアミラー . 242 

燃料と燃料タンク . 237 

パークト□ニック . 240 

へツド ランプ . 241 

メーターノ くネルの表示灯/警告灯 • • • 234 
ワイパー . 241 

慣5し運転 . 176 

日常の手入れ . 208 

外装 . 208 

ウインドウの手入れ . 211 

高圧式スプレーガンの使用 . 210 

自動洗車機の使用 . 209 

パークト□ニックセンサーの 

手入れ . 212 

マットペイント塗装車の取り扱い’’ 210 

マフラーの 手入れ . 212 

ランプ類の手入れ . 211 

ワイパーブレードの手入れ . 211 

車内 

ウッドトリムの清掃 . 215 

シートの清掃 . 215 

シートベルトの清掃 . 215 

ディスプレイの清掃 . 214 

プラスチックト U ムの清掃 . 215 

ルーフアンテナの取り扱い . 212 

荷物の固定 . 164 

荷物固定用リング . 164 

荷物の積み方/ル物入れ . 154 
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カップホルダー . 157 

可倒式助手席ノ くックレスト . 159 

ル物入れ . 155 

収納ネッ h . 158 

スルー □—デイング . 159 

荷物の固定 . 164 

荷物を積むとさのを意点 . 154 

バッグホルダー . 166 

ラゲッジフ□アボード下の 

収納スぺース . 167 

ラゲッジルームカバー . 165 

リアシートの折りたたみ . 161 

ルーフラック . 168 

荷物を積むときの注意点 . 154 

バンパープ□テクター . 155 

ニユーカープレート . 275 

燃料 . 277 

燃料消費について . 277 

燃料タンク容量 . 277 

燃料給油フラップの解錠 . 246 

燃料計 . 98 

燃料残量警告口 . 98 

燃料の給油 . 177 


J\ 


パーキング□ックの解除 . 245 

パークト□ニック . 130 

灰皿 . 170 

バッグホルダ. . 166 

バッテリー . 260.280.281 

インジケーター付さバッテリー . 262 

車載バッテリーの電圧/容量 . 280 

バッテリー取り扱いの一般的なを意 • • 2 60 
バッテリーの位置 . 262 

バッテリーびあびったとき . 263 

パノラミックラ メラールー フ . 152 

パワーウインドウ . 81 

コンビニエンスオープニング機能……83 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 83 

ドアウインドウの開閉 . 81 

ドアウインドウのリセット . 84 


パンクしたタイヤを交換ずる . 254 

応急用スペアタイヤを取り付ける ••• • 258 


ジャッキアップする . 256 

ジャッキダウンする . 259 

センターキャップの取り外し 

(ク□-ムホイール装備車） . 255 

タイヤ交換の準備 . 255 

ホイールカバー装着時のミ主意 . 260 

パンクしたとき . 254 

タイヤ交換の前に . 254 

ノ くンクしたタイヤを交換する . 254 

ビー クルデータ . 280 

積載荷物の制限重量 . 280 

ビー クルプ レート . 275 

エンジン番号 . 276 

オプションコードプレート . 276 

車台番号 . 275 

ニューカープレート . 275 

非常時の解錠/施錠 . 244 

エマー ジェンシ ーキー . 244 

エマージてンシーキーでの 

運転席ドアの解錠 . 244 

燃料給油フラップの施錠 . 246 

パーキング□ックの解除 . 245 

非常時の車の施錠 . 245 

非常信号用具 . 219 

非常点滅な . 73 

ヒューズ . 269 

ヒューズー覧 . 270 

ヒューズ交換についてのミ主意 . 269 

ヒューズの 位置 . 269 

ヒュ ーズを交換する . 270 

ブレーキ . 200 

ブレーキ警告灯 . 201 

ブ レー キ液 . 186 

ブレーキ液の交換 . 187 

ブレーキ液の量を点検ずる . 186 

フ□ントアームレスト . 57 

フ□ントワイパー . 78.251 

フ□ントウインドウウォッシャーを 

噴射する . 80 

レインセンサー装備車 . 79 

レインセンサー非装備車 . 79 
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ワイパーブレードを取り付ける . 252 

ワイパーブレードを取り外ず . 252 

ワイパーを1回だけ作動させる 

(ティップ機能） . 79 

へッドランプウオッシャー . 74 

へッドランプ下向き/上向きの 

切り替え . 72 

へッドランプ照射角度調整ダイヤル……74 

方向指示 . 72 

ボンネット . 179 

ボンネットを閉じる . 181 

ボンネットを開く . 180 

マニュアルシフト . 92 

オートマチックシフトに戻す . 94 

ステア U ングスイッチでの操作 . 94 

セレクターレバーでの操作 . 93 

マルチフアンクシヨンステアリング……21 

マルチフアンクシヨンディスプレイ •••• 100 

才ーディオ . 104 

DVD ビデオのチャプターを 

選択する . 106 

音楽を選曲する . 105 

テレビ局を選局ずる . 105 

ラジオ局を選択する . 104 

各種設定 . 108 

各種設定項目の初期化 . 109 

各種設定メイン画面 . 108 

コンフオート . 118 

ジコク/ヒツケ . 112 

シャリョウ . 117 

設定グループ選択画面 . 109 

メーター . 110 

ライト . 114 

故障表示 . 107 

故障表示のリセット . 108 

車両情報 . 102 

車両情報サブ画面 . 102 

車両情報メイン画面 . 102 

走行速度/外気温度表示画面……103 

電話 . 122 

着信した電話を受ける . 122 


通話を終える（電話を切る） . 122 

電話画面を表示ずる . 122 

電話帳から電話を発信ずる . 122 

発信履歴から電話を発信ずる . 123 

卜 U ップコンピユーター . 119 

エンジン始動時からの 

情報表示画面 . 119 

瞬間燃費表示画面 . 121 

走行可能距離画面 . 121 

U セット時からの情報表示画面’ •••120 

ナビ . 106 

マルチフアンクシヨンステア U ング•’100 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

表示 . 97 

ミラー . 61 

ドアミラー . 62 

ルームミラー . 61 

メー ターパネル . 19.97 

エンジン冷却水温度計 . 98 

外気温度表示 . 99 

スピー ド メーター . 98 

タコメーター . 98 

時計 . 98 

燃料計 . 98 

燃料残量警告灯 . 98 

表示灯/警告灯 . 19、20 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

表示 . 97 

メーターパネル照度調整ボタン . 97 

U セットボタン . 97 

メー ターパネル照度調整ボタン . 97 
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ライター . 171 
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ラゲッジ ルームカバー . 165 

ランパーヴポート . 57 

ランプ . 69 

コーナ U ングランプ . 74 

車外ランプ消灯遅延機能 . 72 

非常点滅灯 . 73 

へッドランプウォッシャー . 74 
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方向指示 . 72 

ランプスイッチ . 69 

ルームランプ . 75 

リアアームレスト . 57 

リアシートの巧りたたみ . 161 

リアシートクッシヨンを取り付ける’’ 164 
リアシートクッシヨンを取り外ず’… 163 

U アシートを折りたたむ . 162 

U アシートを元に戻す . 162 

リアへッドレストの調整 . 58 

へッドレストの角度を調整ずる . 58 

へッドレストの高さを調整ずる . 58 

リアへッドレストの脱着 . 58 

リアワイパー . 80.252 

ワイパーブレードを取り付ける . 253 

ワイパーブレードを取り外ず . 252 

リセットボタン . 97 

ルーフアンテナの取り扱い . 212 

ルーフラック . 168 
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才ーバーヒートしたとさ . 186 

不凍液の濃度 . 279 

冷却水の量を点検ずる . 184 

冷却水を補給ずる . 185 

□ケイターライティング . 48 

ワイパー . 77 

フロントワイパー . 78 

U アワイパー . 80 
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ウォッシャーノズルの調整 . 253 
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ABS 警告灯 . 41 

BAS . 42 

ESP . 42 
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運転席/助手席エアバッグの作動 ••••27 

ベルトフ オース リミッター . 28 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気巧染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとする環境保 

護対策に取り組んでいます。環境保護 

のため、お車をご使用になるときはじ ( 

下の点にご協力ください。 

• 短距離短時間の走行を控えること 
で、燃料の余分な消費を抑えられ 
ます。 

• タイヤの空気圧び適正であることを 
確認してください。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けてください。 

• エンジン回転数びその車の許容限度 
の2/3 (許容限度び6,000回転の 
ときは約4,000回転）を超えない 
よラに運転してください。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないときは、車から取り外してく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
してください。 

• メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
ください。 

• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないでください。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保ってください。 

9環境 



車両には警告ラベルび貼付されてい 
ます。警告ラベルには危険な状況を 
回避するための情報や、車を安全に 
使用するための情報などび記されてい 
ます。警告ラベルは絶対にはがさない 
で < ださい。 


保証の適用 _ 

車両の操作を行なラとさや車両に損傷 
が発生したとさは、必ず本書に記載さ 
れている指示に従ってください。指示 
に従わないで発生した車両の損傷に 
ついては、保証の対象がになります。 


走行"ず々刖に 


点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施することが法律で義 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読みください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディショ 
ナーの冷媒に不足びないか、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださしん 

•才ーバーヒートの予防策として、し"' 
つちより頻繁に冷却水量を点検して 
ください。 


Daimler AG は、資源を有効活用ずる 
ため、 U サイクル部品を積極的に導 
入していまず。 
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日ごろの状態と異なるとき 

エンジンをかけたとさ、いつもと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡が残っている 
ときは、すみやかにメルセデス*ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありますび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧び低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れがあります。 

運輯席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かないで 
ください。ぺダ J レの下に物が入ると、 
ペダルを操作でさな<なるおそれ 
びあります。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してくださし、車に合ったわの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な<なるおそれびあります。 

シートベルトはぶ I ず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t するお 
それびあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
あります。 

ウオーミングアップ（暖機運輯） 

エンジンが冷えているとさでち、停車し 
たままでの暖機運転は必要ありません。 
エンジンの始動後は、急加速を避けて車 
をウオー S ングアップしてください。 

荷物を積むとき 

• 荷物はでさるだけラゲッジルームに 
積んでください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
よラに確実に固定してください。急 
ブレーキ時などに荷物び放り出さ 
れ、乗員がけびをするおそれがあり 
ます。 

• ラゲッジルームカバーの上に荷物を 
置かないで<ださい。急ブレーキ時 
などに荷物び放り出され、乗員がけ 
がをするおそれびあります。 

• 鋭い角のあるわのは、角の部分に必 
ずカパーをしてください。 

• 荷物をシートのバックレストより高 
<積み上げないで < ださい。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 
レー吿などを積まないでくださし、 
万一のとさに引乂や爆発のおそれび 
あります。 
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子供を乗せるとき 


子供にも必ずシートベルトを着用 

• テ供であっても、シートベルトを正 
しく着用し、シートやヘッドレスト 
び正しし Vf 立置になってし"'ることを大 
人び確認してください。正しくシー 
トベルトび着用でさない小さなテ供 
は、チャイルドセーフティシートを 
使用してください。 

• 乳児やテ供を抱いたり、膝の上に乗 
せて走行しないで < ださい。急ブ 
レーキ 時や事故のとさ、大人と車の 
間に挟まれて重大なけびをするおそ 
れびあります。 

ルさな子供にはチャイルドセーフティ 

シート 

6歳未満のテ供にはチャイルドセーフ 

ティシート（[>35ページ）を使用する 

ことが法律で義務付けられています。 

子供は後席に 

• テ供はでさるだけ後席に乗せてくだ 
さい。助手席では、テ供の動さが気 
になったり、テ供び運転装置を触れ 
るなど、運転の妨げになることびあ 
ります。 

• チャイルドセーフティシートは、必 
ず後席に装着してください。ただし、 
後ろ向さに装着するとさは、中央後 
席に装着しないでください。 

やむを得ず助手席に装着するとさは 
前向さに装着し、助手席をちっとち 
後ろでもっとも高い位置にしてくだ 
さい。 


• テ供を助手席に座らせるときは、 
シートをもっとも後ろの位置にし 
てください。エアバッグの作動時 
に大さな衝撃を受けるおそれびあ 
ります。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人び開閉 
してください。テ供び操作すると、 
身体を挟んだり、けがをするおそれ 
びあります。 

• U アドアのチャイルドプルーフ□ッ 
ク（1>39ページ）やリアドアウイン 
ドウのセーフティスイッチ039 
ページ）を活用してください。 

ドアウインドウやパノラミックラメ 
ラールーフ*の開□部か S 身体を出さ 
ない 

テ供びドアウインドウやパノラミック 
ラメラールーフの開□部から身体を出 
さないよラにま意してください。けび 
をするおそれびあります。 

車から離れるとさ 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。運転装置に触れてけ 
がをしたり、事故の原因になります。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こすおそれびあります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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オートマチック車の取り扱い 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し<操 
作してください。「オートマチックト 
ランスミッション（オートト□ニッ 
ク）」もあわせてお読みください089 
ぺージ)。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンがかかってい 
るとき、セレクターレバーび [ E 、 
m じ(がに入っていると、動力がつ 
なびった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まなくてわ車びゆっくり動さ 
出します。これをクリープ現象といい 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低い変速比（ギア）に切り替わり、 
エンジンの回転数が上がって素早<加 
速します。これをキックダウンといい 
ます。 

エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こすおそれび 
あります。 

• ブレーキペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止す 
ることやぺ夕 J レの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

わレクターレバーが m に入っている 
ことを確認して、ブレーキペダルを確 
実に踏んでエンジンを始動します。ア 
クセ j レペタレを踏む必要はありません。 


発進 

• エンジンび適正なアイドリング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• セレクターレバーを EE 、 亡 E に 
入れるとさは、必ずブレーキペダル 
を十分に踏み込んで < ださい。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車が急発進するおそれが 
あります。 

• 急な上り坂で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車が 
わずかに動さ出すのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発進 
してください。 

走巧中 

• 走行中はセレクターレバーを m 
に入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキびまった < 効かないため事故 
につなびったり、トランスミツシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 

• 滑りやすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ツプして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれびあります。 

• 走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキが効かな 
<なったり、ブレーキやステアリン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
なります。また、安全装備び作動し 
な < なるおそれびあります。 
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停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
なし"'でくださし、万一、セレクター 
レバーび走行位置に入ると、車び 
急発進して事故を起こすおそれび 
あります。 

• 急な上り坂などでは、アクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停止状態を 
保たなし" i でくださしんトランスミツ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因になります。 

• 完全に停車する前に、セレクターレ 
バーを [ E に入れないでください。 
トランスミツシヨンを損傷するおそ 
れびあります。 

駐車 

• 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずセレクターレバーを EF ] に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、すぐにセレクター 
レノ く一を巧□か m に戻すように 
/こ\びけてくださし、 FRl に入ってい 
ることを忘れてアクセ;!レペタ';!レを踏 
み込み、車び後退して事故を起こす 
おそれびあります。 


こんなことにちま意 


運車5ずるとさの注意事項 

• 服用後の運転が禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで <ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよラな蔚ヒ 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないで < ださい。 


曰射に関ずる注意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないで<ださい。吸盤びレンズの働 
さをして、乂災が発生するおそれび 
あります。 

• メガネやサングラスを車内に放置 
しないでください。炎天下では車 
内び高温になるため、レンズやフ 
レームび変形したり、ひび割れす 
るおそれびあります。 

ライターに関する注意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターび発乂したり爆 
発するおそれびあります。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにしたり、 
車内に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターが誤作動し、乂災び発 
生するおそれがあります。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないでください。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用がになるだけでな<、事故 
の原因になります。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• 燃料やオイルの添加剤などは一切使 
用しないでください。故障の原因に 
なります。 
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• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取り外すとさは、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反になります。なお、八ンズフ 
U —機能は使用できますび、注意力び 
散漫になり事故の原因になります。ち 
全な場所に停車してから使用してくだ 
さし、。 

オーディオの操作 

オーディオの操作は、でさるだけ走行 
中を避け、安全な場所に停車してから 
操作して<ださし、走行中にディスプ 
レイを見るとさは、必要最ル限（約1 
秒じ(内）にとどめてください。 

さびしい条件下での運輯 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい菜 
件下での走行び多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりわ早 
く行なラことび必要になります。 


車両に保存されるデータ 


故障データ _ 

車両には、故障時や異常時のデータを 
保存する機能があります。 

保存されたデータは、安全装備などが 
作動するとさ、または故障や異常の原 
因の特定、車両開発などに使用され 
ます。 

データを使用して、車両の動さをさか 
のぼって調べることはでさません。 

メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されます。 


データが保存されるその他の装備 

AM / FM ラジオ& CD / DVD プレー 
ヤーでは、ナビゲーシヨン*や電話な 
どでデータを保存したり、編集するこ 
とびできます。詳しくは、別冊 「 AM / 
FM ラジオ& CD / DVD プレーヤー取 
扱説明書」をご覧ください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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インストルメントパネル . 18 

メーター パネル . 19 

マルチフアンクシヨンステアリング 

. 21 

センターコンソール . 22 

前席上方の操作部 . 23 

ドアの操作部 . 24 
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18 インストルメントパネル 



痕 

が 

G 

插 

«n 



名称 

ぺージ 


名称 

ぺージ 

① 

前席上ちの操作部 

23 

⑥ 

へッドランプ照射角度 

74 

③ 

パークト□ニックイン 

132 


調整 ダイヤル* 



ジケーター/作動表示 



エンジンスイッチ 

52 


な* 



ステアリング□ック解 

61 

⑤ 

コンビネーションレバー 



除八ンドル 



(へッドランプ/方■向指 
示/フ□ントワイパー/ 
U ァワィパー） 

72 

72 

⑩ 

エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

135 

142 



78 






80 





クルーズコント□ール 

125 





レバー/可変スピード 
IJ ミッターレノ く一 

128 





メーターパネル 

19 






97 




® 

ボンネット□ック解除 
レバー 

180 




@ 

ランプスイッチ 

69 






インストルメントパネル 


オプションや仕様により、異なる装備です。 











メーター パネル 19 



メーター パネル 


メーター パネル 



接 

が 

G 

插 

«n 



名称 

ぺージ 

① 

スピードメーター 

98 

③ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

100 

③ 

タコメーター 

98 

④ 

燃料計 

98 

⑤ 

メーターパネル照度調 
整ボタン/ U セツトボ 
タン 

97 


エンジン冷却水温度計 

98 















20 メーター パネル 



痕 

が 

G 

插 

«n 



名称 

ぺージ 

① 

巧変スピードリミッター 
表示な 

129 

③ 

ESP ® 表示な 

44 

③ 

方向指示表示な 

72 

④ 


73 

⑤ 

ABS 警告な 

41 

® 

SRS 警告な 

27 

@ 

エンジン警告な 

235 

⑥ 

燃料残量警告な 

98 


八イ ビーム 表示な 

72 


へッドランプ表示な 

70 












マルチフアンクシヨンステアリング 


21 



接 

が 

G 

插 

«n 


名称 

ぺージ 

①マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

100 

③ AM / FM ラジオ & CD / 
DVD プレーヤー 

別冊 

⑤田日 

設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

100 

® 四國 

通話開始/終了スイッ 
チ（電話） 

100 

©回回 

スク□ールスイッチ 

100 

表示切り替えスイッチ 

100 










22 センターコンソール 




名称 

ぺージ 

® 

灰皿 

170 


ライ ター 

171 

@ 

セレクターレバー 

85 



90 

⑥ 

走行モード選択スイッチ 

91 


パーキングブレーキレ 
バー 

88 


フ□ン ト アーム レスト 

57 

⑩ 

フ□ント アーム レスト 
下部のル物入れ 

156 

@ 

カップホルダー 

157 



名称 

ぺージ 

① 

非常点滅なスイッチ 

73 

③ 

AM / FM ラジオ& CD / 
DVD プレーヤー 

別冊 

③ 

シートヒータースイッ 
チ* (運転席） 

59 

④ 

パークト□ニックオフ 
スイッチ* 

133 

⑤ 

シートヒータースイッ 
チ* (助手席） 

59 


オプションや仕様により、異なる装備です。 













前席上方の操作部 


23 




接 

が 

© 

荒 

«n 



名称 

ぺージ 

① 

U アルームランプス 
イッチ 

75 

③ 

点なモード選択スイッチ 

75 

③ 

パノラミックラメラー 
ルーフスイッチ* 

152 

④ 

フ□ント読書な（ち側） 
スイッチ 

75 

⑤ 

ルームミラー 

61 

® 

フ□ント読書な（左側） 
スイッチ 

76 

@ 

フ□ントルームランプ 
スイッチ 

76 


オプションや仕様により、異なる装備です。 








24 


ドアの操作部 


ドアの操作部 


痕 

が 

G 

插 

«n 



名称 

ぺージ 

① 

ドアミラー調整スイッチ 

63 

③ 

運転席側ドアミラー選択 
スイッチ 

63 

⑤ 

ドァ レバー 

48 



49 

④ 

ドア□ックスイッチ 
(解錠） 

50 

⑤ 

ドア□ックスイッチ 
(施錠） 

50 


リアウインドウのチヤイ 
ルドプルーフ□ックス 
イッチ 

39 



名称 

ぺージ 

@ 

ドアウインドウスイッチ 
(リァ） 

81 

⑥ 

ドアウインドウスイッチ 
(フ□ント） 

81 


助手席側ドアミラー選択 
スイッチ 

63 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

63 








25 


乗員安全装備- 
走行安全装備- 


26 

40 
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シー トベルトや シー トベルトテンシヨ 
ナー、ベルトフオースリミッター、エ 
アバッグは、効果を高めるために補い 
合い、連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 
おいて、乗員が負傷する可能性を最小 
限に抑えて安全性を高めます。 

シートベルトとエアバッグは、物び外 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護する効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、じ(下のことに注意してください。 

• シートやヘッドレストは正しい位置 
に調整してください（>54〜56、 
58ぺージ)。 

• シートベルトを正しく着用してくだ 
さい064ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してください029 
ぺージ)。 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
てください。 

. 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、 

〇 エアバッグはシートベルトを正し 
く着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることができます。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮する付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるものではありません。エアバッ 
グび装備されていても、必ず乗員全 
員びシートベルトを正しく着用して 
ください。 


また、エアバッグは、あらゆる種類 
の事故で作動するわけではありま 
せん。状況によっては、乗員び正 
しくシートベルトを着用している場 
合は、エアバッグが作動しても乗 
員保護効果び高まらないことびあり 
ます。 

じ(下の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正しく着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさます。 

• シートベルトを着用することで、乗 
員とエアバッグの適切な位置関係を 
保つことがでさます。 

• シートベルトを着用することで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
び前方に投げ出されるのを防ぐこ 
とびでさます。 

A 事故やけびのおそれがありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えたメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で行な ラ こ 
とをお勧めします。特に安全に関わ 
る整備については、必ずメルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場で行なって 
ください。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になりまず。 


心 けがのおそれがありまず 

乗員保護装置を取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで<だ 
さい。また、車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 

誤作動でけびをしたり、事故のとさ 
などに、正常に作動しなくなるおそ 
れびあ0まず。 


擊辦が狀 
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SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は於下の装備により構成されます。 
• SRS 警告な 
• エアバッグ 

• エアバッグコント□—ルユニット 
(クラッシュセンヴーを含む） 

• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 


SRS 」 SRS 警告 口 

エンジンスイッチを1の位置にすると 
点なし、数秒後に消なします。 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点なし、エンジン始動後に消なします。 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさは、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出します。 

A けびのおそれがありまず 

下のようなときは、 SRS に異常 
び発生していまず。衝撃を受けてを 
エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動しないおそれや、不意に 
作動ずるおそれびあります。ただち 
にメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

• エンジンスイッチを 1 か 2 の位置 
にしたとさに SRS 警告灯び点巧し 
ないとさ 

• エンジンスイッチを 1 の位置にし 
たとさは数秒後に、エンジンスイッ 
チを 2 の位置にしたとさはエンジ 
ン始動後に SRS 警告灯び消灯し 
ないとさ 


シートベルトテンシヨナーと運輯席/ 
助手席エアバッグの作動 

シートベルトテンシヨナーとエアバッ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
ります。 

衝突などで衝撃び発生した際、セン 
ヴーは 衝撃の強さや方向な どを 検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要びあるか判断します。 

さらに前方から一定 iiLb の衝撃を検知 
したとさに、運転席/助手席エアバッ 
グび作動します。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合があります。 

事故の際にすベてのエアバッグが作 
動するわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

いずれのエアバッグわ、衝突の最 
初の段階において検知された衝撃 
の強さやち向などに基づいて作動 
します。 

• 前ちからの衝突 
• 側面からの衝突 

〇 センサーび検知する衝撃の強さや 
ち向は、(下の要素によって決ま 
ります。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


擊嫌がが 


• エンジンびかかっているとさなど 
に SRS 警告巧び点巧したとさ 
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シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオースリミッター 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置です。 

フ□ントシートベルトと左ちのリア 
シートベルトに装備されています。 

シートベルトテンシヨナーは、じ(下の 
とさに作動します。 

• エンジンスイッチが2の位置のとさ 
• SRS に異常がないとき 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトが正しくバッ 
クルに差し込まれているとさ 

リアシートのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトの着用に関わら 
ず作動します。 

シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さびじ(下のよラなとさ 
に作動します。 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦方向に急激に一定(上の衝撃を検 
知したとさ 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
横方向に急激に一定 iiLb の衝撃を検 
知したとさ 


ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定(上の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散*軽減します。 

フ□ントシートベルトと左ちのリア 
シートベルトに装備されています。 

フ□ントシ ー トのベルトフ オース リ 
ミッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動しており、乗員にかかる力を 
分散-軽減します。 

A けびのおそれびありまず 

• シートベルトテンシヨナーの作動 
時にわずかに白煙び発生すること 
びありますび、火災の配はあり 
ません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こすおそれびありまずので、安全 
を確認のラえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開さ換気を行 
なって< ださい。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で新品と交換し 
て < ださい。 

未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄するとさは、廃棄専用 
の処置び必要でず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場、 または 
専門業者に依頼してください。 


撃辦が狀 
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P バックル部分に作動の妨げになる 
よラなわのがないことを確認してく 
ださい。 

H シートベルトテンシヨナ ーが 作 
動すると、シートベルトに強く締め 
付けられることびあります。 

〇シートベルトに強く締め付けられ 
てし^る状態でシートベルトをがすと 
さは、シートベルトのプレートを確 
実につかみなびらバックルの解除ボ 
タンを押してください。シートべル 
卜の張力により、解除したプレート 
び跳ね返り、けびをするおそれびあ 
ります。 

P シー トベルトテンシヨナ ーの 作動 
時に聞こえる爆発音は、ごくまれに 
聴力に影響することびあります。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
シート位置び不適切なとさや、シー 
トベルトび正しく着用されていない 
とさは、効果を発揮でさません。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
バックレストに柔員の身体を密着さ 
せるためのものではありません。 

〇 シートベルトテンシヨナーが作 
動すると、 SRS 警告なが点灯し 
ます。 

〇 ドア□ックスイッチや車速感応ド 
ア□ックなどにより車び施錠され 
ていても、シートベルトテンシヨ 
ナーやエアバッグび作動すると、車 
は自動的に解錠されます。 


エアバッグ 


心 けがのおそれがありまず 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するため、1;^下の点にを意して 

<ださい。 

• 乗員全員びシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストの中央び目の高さに 
なるように調整してください。 

• 身長 150 cm 未満の子供はチャイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
確実に身体を固定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔び狭す 
ざると、エアバッグび作動ずる衝 
撃でけびをするおそれびありまず。 

• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着ずるとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席シートをちっとち後ろの位置に 
して < ださい。 

• 運転中はステア U ングのパッド部 
を持ったり、身体をステア U ング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動び妨げ 
られるおそれや、エアバッグび作 
動したとさにけびをするおそれび 
あ0まず。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないでください。サイドバッグや 
ウインドウバッグび作動する衝撃 
でけびをずるおそれびあ0ます。 


擊瓣がが 
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• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないでくだ 
さし、 

• エアバッグ収納部やその近くに物 
を置かないでください。 

• アシストグ U ップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で < ださい。 

• ウインドウや ピラーの 周囲にアク 
セヴ U —などを取り付けないでく 
ださい。 

• ルームミラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さい。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけびをしたり、 
正しく作動しなくなりまず。 


A けがのおそれがありまず 

m 下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、リモコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセヴ U —などを取り付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• フ□ントシートのバックレスト側面 


エアバッグの作動 

車び一定(上の衝撃を受けると、高温 

のガスび排出されて、収納されている 

エアバッグび瞬時にふくらみます。 

これにより、乗員の頭部や胸部への衝 

撃を分散*軽減します。 

" エアバッグは高温のガスによりふ 
くらむため、すり傷や乂傷、打撲な 
どをすることびあります。 

" エアバッグの作動時に聞こえる爆 
発音は、ごくまれに聴力に影響する 
ことびあります。 

〇 エアバッグび作動すると、 SRS 警 
告なび点好します。 

〇 ドア□ックスイッチや車速感応ド 
ア□ックなどにより車び施錠され 
ていても、シートベルトテンシヨ 
ナーやエアバッグび作動すると、車 
は自動的に解錠されます。 


撃辦が狀 
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A 乂傷やけがのおそれがありまず 

• エアバッグの関連部品に身体を触 
れないでください。部品び熱くなっ 
ており、火傷をするおそれびあり 
まず。 

• エアバッグの作動時にわずかに白 
煙び発生ずることびありまずび、 
火災の配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こすおそれびありますので、安全 
を確認のラえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開き換気を行 
なって < ださい。 

• 作動したエアバッグは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で新品と交換してください。 

未作動のエアバッグを廃棄すると 
さは、廃棄専用の処置び必要でず。 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場、または専門業者に依頼して 
<ださい。 

エアバッグの種類と収納場所 


運転席/助手席エアバッグ 


エアバッグ名 


運転席 

エアバッグ 


助手席 

エアバッグ 


サイドパツグ 


ウインドウ 
バッグ 


収納場所 

ステア U ング 
パッド部 

助手席ダッシュ 
ボードパネル部 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面 

フ□ントピラー 
と U アピラー間 
のルーフライニ 
ング部 



運転席エアバッグ①/助手席エアバッ 
グ③は、前ちからの強い衝撃を受け 
ると作動し、運転席/助手席乗員の 
頭部や胸部への衝撃を分散*軽減し 
ます。 

運転席/助手席エアバッグは、他の 
エアバッグの作動に関わらず、じ(下の 
とさに作動します。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦方向 
に急激に一定 iiLb の衝撃を検知した 
とさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
び、シートベルトによる乗員保護 
機能を高めるとシステムが判断し 
たとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

H 助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムび助手席に乗員 
びいると判断し、事故のとさに助手 
席エアバッグび作動することびあり 
ます。 


擊瓣がが 
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サイドバッグ 

A けがのおそれがありまず 

フ□ントシートに市販のシートカ 
バーを使用しないでください。サイ 
ドバッグの作動び妨げられるおそれ 
びありまず。 



横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドバッグのび作 
動し、乗員の胸部への衝撃を分散•軽 
減します。 

サイドバッグは、シートベルトの着用 
や運転席/助手席エアバッグの作動、 
シートベルトテンシヨナーの作動に関 
わらず、衝突の最初の段階で、横ち向 
から一定じ(上の衝撃を検知したとさに 
作動します。 


ウインドウバッグ 



横方向からの強い衝撃を受けると、 
衝撃を受けた側のウインドウバッグ 
①び作動し、頭部への衝撃を分散- 
軽減します。 

ウインドウバッグは、助手席乗員の有 
無、シートベルトの着用、運転席/助 
手席エアバッグの作動に関わらず、衝 
突の最初の段階で、横ち向から一定 
じ(上の衝撃を検知したとさに作動し 
ます。 


擊辦が狀 
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エアバッグの作動条件 

運転席/助手席エアバッグび作動すないとじ 
るとさ 


正面衝突など車の前方左も 
約30度！;^内の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 


運転席/助手席エアバッグび作動し 



かたいコンクリートの壁 
などに正面衝突したとさ 





運転席/助手席エアバッグび作動し 
ない場合があるとさ 

立木や電柱への衝突のとさ 


サイドバッグ/ウインドウバッグび 
作動するとさ 





h ラックの下に潜 D 込ん 
だとさ 



斜め前方への衝突のとさ 



擊瓣がが 
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サイドバッグ/ウインドウバッグが 
作動しない場合びあるとき 


斜め方向から衝撃を受けたとさ 



客室1^^(外の側面に衝撃を受けたとさ 




深い穴や溝に落ちたとさ 

一 


床下に強い衝撃を受けたとさ 


横転したとさ 



アクティブへッドレスト 


いずれかのエアバッグが作動する場合 
びあるとさ 

中央分離帯や縁石などに 
衝突したとさ 


アクティブヘッドレストは、追突など 
後方からの衝撃を受けたとさに、フロ 
ントシートのへッドレストび前方に動 
くことにより、乗員の頭部や頸部をよ 
り効果的に支持します。 

衝撃の大ささや衝撃を受けたち向に 
よっては、アクティブヘッドレストび 
作動しないことびあります。 

A けがのおそれがありまず 

フ□ントシ ー ト のへ ッドレストの支 
せに八ンガーやアクセヴ U —など物 
をかけないで<ださい。アクティブ 
へッドレストの作動び妨げられるお 
それびあ0まず。 


撃辦が狀 
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子供を乗せるとき _ 

シートベルトは身長1 50 cm (上の 
乗員が使用することを前提にしてい 
ます。 

シートベルトが正しく着用でさない 
体格のテ供などは、適切なチャイル 
ドセーフティシートを使用してくだ 
さい。 

A けびのおそれびありまず 

チャイルド セーフ ティ シー トを使用 
している場合でち、デ供だけを車内 
に残して車から離れないでください。 

• 運転装置に触れてけびをするおそ 
れびあ0ます。 

• 誤ってドアを開さ、事故の原因に 
なりまず。 

• 炎天下では車内び高温になり、熱中 
症を起こすおそれびありまず。 

• 寒冷時には車内び低温になり、命 
にかかねるおそれびあ0まず。 

重い物やかたい物を積載するとさは、 
確実に固定してください。 

荷物び固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、 • UU 下の 
よラな場合にテ供びけびをずる危険 
性び増加しまず。 

• 急ブレーキ 
• 急な進路変更 
• 事故 

荷物を積むとさのを意点や荷物の固 
定について、詳しくは(>154.164 
ページ）をご覧ください。 


チヤイルドセーフテイシート 


心 けがのおそれびありまず 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格のテ供などは、チャイル 
ドセーフティシートを使用しない 
と、急ブレーキ時や急な進路変更 
時、事故のとさなどに身体を車内 
に激しくぶつけたり、車外に投げ 
出されて、致命的なけびをするお 
それびあ0ます。 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格のテ供び、そのままシー 
トベルトを着用すると、首を締め 
付けたり、腹部を強く圧迫したり 
して致命的なけびをするおそれび 
あ0まず。 

• 6歳未満のテ供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフティシート 
を使用ずることび法律で義務付け 
られていまず。 

• 6歳!;^上のテ供でを、シートべル 
卜び正しく着用できないテ供は、 
チャイルドセーフティシートを使 
用してください。 

• 身長 150 cm 未満のテ供はチャイ 
ルドセーフティシートを使用して 
確実に身体を固定してください。 

• 子供の体格に適合したチャイルド 
セーフティシートを使用し、テ供 
を正しい姿勢で座らせ、身体をシー 
トベルトで確実に固定してくだ 
さい。 

• 子供を膝の上に乗せて走行しない 
で<ださい。急ブレーキ時や急な 
進路変更時、事故のとさなどに身 
体を車内に激しくぶつけたり、車 
外に投げ出されて、致命的なけび 
をするおそれびあ0ます。 


撃瓣がが 
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チャイルドセーフティシートは、 
後席に装着してください。 

リアアームレスト装備車は、後席 
中央に後ろ向さに装着ずるタイプ 
のチャイルドセーフティシートを 
装着しないでください。 

やむを得ずチャイルドセーフティ 
シートを助手席に装着するときは、 
必ず前向さに装着して、助手席を 
ちっとを後ろでちっとを高い位置 
にして < ださい。 

助手席には後ろ向さに装着する夕 
イプのチャイルドセーフティシー 
卜を装着しないでください。また、 
タイプにかかわらず、助手席には 
チャイルドセーフティシートを後 
ろ向さに装着しないでくださし、 
エアバッグび作動ずる衝撃で致命 
的なけびをするおそれびあ0まず。 
チャイルドセーフティシートに 
関ずるを意事項を記載したステッ 
カーび、サンバイヴーに貼付され 
ていまず。 

チャイルドセーフティシートび損 
傷しているとさは新品と交換して 
ください。大さな衝撃を受けたり、 
損傷したちのはテ供を保護でさま 
せん。 

チャイルドセーフティシートは確 
実に装着してください。急ブレー 
キ時などに、チャイルドセーフティ 
シートび投げ出されて乗員びけび 
をするおそれびあ0まず。 

チャイルドセーフティシートの下 
にクッシヨンなどを置かないでく 
ださい。チヤイルドセーフテイシー 
卜び確実に装着されないおそれび 
あ0ます。 


• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとさは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートび高温になり、 

テ供び火傷をするおそれびあり 
まず。 

• チャイルドセーフテイシートの取 
り扱いや装着ち法については、製 
品に添付されている取扱説明書を 
お読みください。 

純正チャイルドセーフテイシート 

Daimler AG では、テ供の体重や年齢 
に応じた純正チャイルドセーフテイ 
シートを用意しています。 


選択の目安 


シート名 

体重 

年離 

ベビー 

セーフ 

プラス 

約 lOkgii (下 
または 
約 13 kgm 下 

新生児〜 

9力月位 
または 

18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

15〜 36 kg 

3歳半〜 

12歳位 


《チヤイルドセーフティシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびありまず。 
詳しくは販売店におたずねください。 


撃辦が狀 
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に 0- FIX 巧応チヤイルドセーフテイ 
シート固定装置 



左ちの後席に、に 0- FIX 対応チヤイル 
ドセーフティシート用の固定装置の 
を装備しています。 

A けびのおそれがありまず 

この固定装置は、体重 22 kg 下の 
子供を乗せるとさに使用してくだ 
さい。体重 22 kg 上の子供を乗車 
させるときは、チヤイルドセーフティ 
シートを後席のシートベルトで装着 
して < ださい。 


心 けがのおそれがありまず 

チャイルドセーフテイシートは、必 
ず製品の取扱説明書の指示に従い、 
左ちの固定装置に装着して < ださい。 
装着ち法を誤ると、急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなどに、 
十分な効果び得られなかったり、チャ 
イルドセーフテイシートび外れてテ 
供や他の乗員び致命的なけびをずる 
おそれびあ0まず。 


A けがのおそれびありまず 

チヤイルドセーフティシートや固定 
装置び事故で損傷した0強い衝撃を 
受けた場合は、必ず新品に交換して 
<ださい。 

。チヤイルドセーフティシートを装 
着するときは、後席中央のシートべ 
ルトを挟み込まないよラに注意して 
ください。 

テザーアン カー 


に 0- FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シートの上部を固定することにより、 
事故のとさなどにチヤイルドセーフ 
テイシートの前ちへの移動を抑えるこ 
とがでさます。 



左ちの後席バックレストの背面にテ 
ヴーアンカー④を装備しています。 

► リアへッドレスト③をいっぱいま 
で上げます。 

► 後席のバックレスト①の□ックを 
解除して、前方に少し傾けます。 


擊齡がが 
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► U アへッドレスト③の2本の支柱 
の間にテヴーベルト®を通します。 

► テヴーフック®をテヴーアンカー 
④にかけます。このとき、テヴー 
ベルト®び後席のノ（ックレストの 
とラゲッジ ルームカバー ③の間を 
通るようにします。 

► テヴーベルト®びねじれていない 
ことを確認します。 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に 
従い、テヴーベルトとに 0- FIX 対応 
チヤイルド セーフ ティ シー トを取り 
付けます。また、テヴーベルト® 
び締め付けられていることを確認し 
ます。 

► 後席のノ くックレストのを元の位置 
に戻して確実に□ックします。 

バックレストの□ックインジケー 
ター （M 63ページ）が見えてい 
ないことを確認します。 


A けがのおそれがありまず 

後席のバックレストを元の位置に戻 
したときは、確実に□ックされてい 
ることを確認してください。バック 
レストの□ックインジケーターび見 
えているとさはバックレストび□ッ 
クされていないため、事故のとさな 
どにラゲッジルームの荷物び前ちに 
投げ出されて、乗員びけびをするお 
それびあ0まず。 

►必要であれば、リアヘッドレスト 
③を下げます。 

テヴーベルト®の動さび妨げられ 
ていないことを確認します。 

► チャイルドセーフティシートの取扱 
説明書に従い、テヴーベルト®に 
に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シートを装着します。 

テヴーべルトに緩みびないことを確 
認します。 

チャイルドプルーフ□ック 


テ供び後席に乗車するとさは、(下の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
ください。 

• リアドアのチャイルド プルーフ 
□ック 

• リアドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ツク 


心 事故やけがのおそれがありまず 

テ供び後席に乗車ずるとさは、チャ 
イルドプルーフ□ックを設定してく 
ださい。テ供び U アドアや U アドア 
ウインドウを開くと、事故やけびの 
原因になります。 


撃嫌が狀 
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心 けびのおそれがありまず 

• チャイルドセーフテイシートにテ 
供を乗車させているとさち、テ 
供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。事故の原因になっ 
たり、運転装置に触れてけびをず 
るおそれびありまず。また、車内 
び高温または低温になった状態で 
は、命にかかわるおそれびあり 
まず。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートび高温になり、 
テ供び火傷をずるおそれびあり 
ふ9 〇 

• テ供び U アドアを開くと、事故や 
けびの原因になりまず。 


リアドアのチャイルドプルーフ□ック 



リアドアのチヤイ ル ド プルーフ □ッ 
クを設定すると、車内のドアレバー 
を引いてちリアドアび開かな<なり 
ます。 

►設定するとさは、レバーを設定側 
③に操作します。 

►車内のドアレバーを引いて、ドアび 
開かないことを確認します。 


►解除するとさは、レバーを解除側 
①に操作します。 


リアドアウインドウのチヤイ ル ドプ 
ルーフ□ツク 



リアドアのスイッチによる U アドアウ 
インドウの開閉びでさな < なります。 

► セーフティスイッチのを押して、 
スイッチび押された状態にします。 

リアドアのスイッチでは U アドアウ 
インドウび操作でさなくなります。 

►解除するときは、再度セーフティス 
イッチのを押して、スイッチび押 
されていない状態にします。 

〇 リアドアウインドウのチヤイルド 
プルーフ□ックの設定/解除にか 
かわらず、運転席ドアのスイッチ 
ではリアドアウインドウを操作で 
さます。 


擊齡がが 
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走行安全装備 


走行ち全装備には、 ii (下のものびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP ⑩（エレクト□ニック.スタビ 
U ティ*プ□グラム） 

• ステアコント□ール 

A 事故のおそれびありまず 

走行安全装備び適切に作動してを、 
車両操縦性や走行安定性の確保、制 
動距離の短縮には限界びありまず。 
常に道路や天候の状況にを意し、十 
分な車間距離を保つて運転して < だ 
さい。 

また、タイヤのグ U ップび失われた 
状況では、走行安全装備は効果を発 
揮しません。 

〇 雪道 や 凍結路を走行するとき は、 
ウィンター タイヤ やスノーチェーン 
の装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、 ウィン 
タータイヤやスノーチェーンを 装 
着することで、走行安全装備の効果 
び発揮されます。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング • 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やすい路面でのブレーキ時など、車が 
不安定な状況になったとさに、タイヤ 
の□ックを防ざ、ステア U ングでの車 
両操縦性を確保する装置です。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度び約 8 km / h を超えると作動でき 
るよラになります。 

滑りやすい路面では、軽<ブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動します。 

A 事故のおそれびありまず 

ポンピングブレーキは行なわないで 
ください。制動力び減少して制動距 
離び長<なり、停車しされずに事故 
を起こずおそれびありまず。ブレー 
キ操作をずるとさは、ブレーキぺダ 
ルを スムーズに しっかりと踏み込ん 
で < ださい。 


A 事故のおそれびありまず 

• ABS はブレーキ操作を補助ずる装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐをのではありません。 

ABS び適切に作動してち、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界 
びあります。常に道路や天候の状 
況にを意し、十分な車間距離を保つ 
て運転してください。 

また、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
まず。 


撃辦が狀 
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Oabs は制動距離を短くする装置で 
はありません。じ(下のよラな路面が 
滑りやすい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離び長く 
なることびあります。 

• 雪の積わった路面や凍結した 
路面 

• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数び連 
続して変化する路面 

• スノーチェーン 装着時 

〇マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに ABS に関する故障/警告 
メッセージが表示されたとさは 
([>224、225ぺージ）をご覧くだ 
さし、 

Oabs に異常があると、 esp ⑩に関す 
る故障/警告メッセージび表示さ 
れることびあります。すみやかにメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

〇 バッテ U —電圧び低下すると ABS 
が一時的に機能を停止します。電圧 
が回復すると、機能わ元に戻ります。 

ABS が作動したとき 


ABS び作動すると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体び振動する 
ことがありますが、異常ではありま 
せん。そのままペダルを踏み続けて 
ください。 

強い制動力び必要なとさは、ブレー 
キペダルをいっぱいまで踏み込んで 
ください。 


A 事故のおそれがありまず 

• ABS に異常びあるとさは、ブレー 
キペダルを強く踏み込むとタイヤ 
は□ツクします。その結果、スて 
アリングでの車両操縦性び制限さ 
れ、制動距離び長<なるおそれび 
あ0ます。 

• 故障により、 ABS の機能び解除さ 
れたときは、 BAS と ESP ® の機能 
を解除されます。常に道路や天候 
の状況にを意し、十分な車間距離 
を保つて運転してください。 

〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
びわずかに振動したりモーターの音 
び聞こえることびありますび、これ 
は、システムび自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 


(©)] ABS 警告'灯 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点巧しないとさは警告巧び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジン始動後に消なしないとさやエ 
ンジンがかかっているとさに点灯した 
ときは、 ABS に異常びあります。 

通常のブレーキは作動しますび、 
ABS 、 BAS 、 ESP ⑩は作動しません。 

いつちより慎重に運転し、すみやかに 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 
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走械全装備 


BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保するブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じですが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されます。 

A 事故のおそれがありまず 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補 
助する装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐちのではありません。 
BAS び作動してち制動距離の短縮 
には限界びありまず。また、タイ 
ヤのグ U ップび失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• BAS に異常びあるとさちブレーキ 
は通常通り作動しますび、緊急ブ 
レーキ時には制動距離び長<なる 
おそれびあ0ます。 

• BAS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
ます。 

H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ABS に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは BAS は 
作動しません。詳しくは（>224、225 
ページ）をご覧ください。 

OBAS に異常があると、 ABS も正し 
く作動しなくなることびあります。 


Obas に異常があるとさは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ABS に関する故障/警告メッセー 
ジび表示されますが、ブレーキは通 
常通り作動します。 

〇 バッテリー電圧び低下すると BAS 
が一時的に機能を停止します。電圧 
が回復すると機能も元に戻ります。 


アダプティブブレーキランプ 

約 50 km / h じ(上からの急ブレーキ時 
に BAS び作動すると、ブレーキラン 
プび点滅し、後方の車両に注意を促し 
ます。停車すると、ブレーキランプは 
点灯に変わります。 

また、約 70 km / h じ(上からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車すると非常点滅灯が自動的 
に点滅します。 

自動的に点滅した非常点滅好は、非常 
点滅なスイッチを押すか、再度走行を 
開始して走行速度び約 10 km / hii (上 
になると、自動的に消巧します。 


ESP ® 

ESP ⑩（エレクト□ニック.スタビ U 
ティ-プ□グラム）は、車輪の空転時 
や横滑り時など、車び不安定な状況に 
なったとさに、個別の車輪に独立して 
ブレーキを効かせたり、エンジン出力 
を制限することによって、車両操縦性 
や走行ち定性を確保しよラとするシス 
テムです。 

発進時または走行中に ESP ® 表示灯 
が点滅したとさは、 ESP ⑩が作動し 
ています。 
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A 事故のおそれがありまず 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転からの事 
故を防ぐをのではありません。 ESP ® 
び作動してち、車両操縦性や走行安 
定性の確保には限界びあります。ま 
た、タイヤのグ U ップび失われた状 
況では効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任びあります。 

P マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに ESP ⑩に関する故障/警 
告メッセージが表示されたとさは 
(|>224〜226ページ）をご覧く 
ださい。 

P ダイナモメーターを使用して パー 
キングブレーキをテストするとさ 
や、車輪を上げてけん引されると 
さは、エンジンスイッチを2の位 
置にしないでください。 ESP ® び 
作動し、接地している車輪にブレー 
キがかかります。また、ブレーキ 
システムを損傷するおそれびあり 
ます。 

Hesp ⑩び故障すると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに故障/ 
警告メッセージが表示され、エン 
ジンの出力が低下することがあり 
ます。走行び困難なとさは、すみや 
かに安全な場所に停車し、メルセデ 
ス*ベンツ指定サービスエ場に連絡 
してください。 


〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のアプ 
□ーチを走行しているとさなどに、 
マルチフアンクションディスプレイ 
に ESP ⑩に関する故障/警告メッ 
セージが表示されたり、 ESP ⑩表示 
なや ABS 警告なび点なすることが 
あります。 

このよラなとさは、安全な場所に停 
車して、エンジンスイッチを0の 
位置に戻し、エンジンを再始動して 
ください。しばらく走行すると、故 
障/警告メッセージや表示巧、警 
告好は消なします。 

〇 指定のサイズで4輪とわ同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ® び 
作動することびあります（走行中に 
ESP ⑩表示なが点滅したままになり 
ます）。 

Oabs 警告な圆び点なしていると 
さや ABS に故障や異常び発生した 
とさは、 ESP ® わ作動しません。メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、 
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走械全装備 


AJ ESP ® 表示口 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点なしないとさは表示なび故 
障しています）、エンジン始動後に消 
なします。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® 表示灯び点滅したとさは、車輪 
び空転しているか、車び横滑りしてい 
まず。アクセルペダルを踏む力をか 
しゆるめてください。また、慎重に 
運転するととちに、下の操作は絶 
対に行なわないよラにしてください。 

•急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 


ステアコント□ール _ 

ステアコント□ールは、タイヤの横滑 
り時や左ち輪で路面状況が異なる路面 
での急加速およびブレーキ時など、車 
び不安定な状況になったとさに、ステ 
アリングを振動させることで運転者に 
不安定な状況を伝えるととちにステア 
U ング操作を自動的に補正し、車両操 
縦性や走行ち定性を確保しよラとする 
システムです。 


A 事故のおそれがありまず 

• ステアコント□ールは車両操縦性 
や走行安定性を高めるシステムで、 
無謀な運転からの事故を防ぐちの 
ではありません。ステアコント□一 
ルび作動してち、車両操縦性や走 
行安定性の確保には限界びあり 
ます。また、タイヤのグ U ップび 
失われた状況では効果を発揮しま 
せん。 

• ステアコント□ール作動時の安全 
確保や危険回避については運転者 
に全責任びあります。 

• ESP ® に異常びあるときは、ステ 
アコント□ールち作動しません 
び、ステア U ングは通常通り操作 
でさまず。 

Q ステアコント□ールに異常び発 
生すると、マルチファンクシヨン 
ディスプレイに ABS または ESP ® 
に関する故障/警告メッセージび 
表示されたり、 ABS 警告']：7 rm が 
点口します。詳しくは（>41、224 
〜226ページ）をご覧ください。 
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キ- 


キ- 


U モコン機能付きのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用します。 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキーを収納しています。 

A 事故のおそれがありまず 

• 子供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてを、 
誤って車内のドアレバーを引いて 
ドアを開いたり、運転装置に触れ 
て、事故やけびをするおそれびあ 
0まず。 

• 短時間でを、車内にキーを残した 
まま車から離れないでください。 
事故や盗難のおそれびありまず。 

• エンジンスイッチにキーを差し込 
むとさは、重い物 や 必要政上に大 
さな物、ステアリングなどの操作 
部に接触ずる物をキーホルダーと 
して使用しないでください。 
キーホルダー自体の重み や、 キー 
ホルダーびステア U ングなどに接 
触ずることでキーびまわると、ェ 
ンジンび停止して事故を起こずお 
それびあ0ます。 


H キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデ 
ス*ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 

〇貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないでください。盗難のおそれ 
びあります。 

H キーは衝撃や水から避けてくだ 
さい。故障の原因になります。 

H キーの先端部を巧したり覆ったり 
しないで<ださい。故障や誤作動の 
おそれがあります。 

[I キーを強い電磁波にさらすと 、 U 
モコン機能に障害び発生するおそれ 
びあります。 

H 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下でリモコン操作を行なラ 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することがあります。 

H ルーフアンテナを必ず取り付けて 
ください（>212ページ）。ルーフ 
アンテナが取り付けられていない 
と、リモコンの感度び低下し、リ 
モコンが作動しな< なるおそれが 
あります。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 
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リモコン機能 



①施錠ボタン 

©解錠ボタン 

エンジンスイッチにキーを差し込ん 

でいないとさにじ(下の操作びでさ 

ます。 

• ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プの解錠/施錠 

• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□ージング機能の 
操作（>83ぺージ） 

操作時にキーの表示灯び1回点滅し 

ます。 

解錠ずる 

► 解錠ボタン③を押すと、ドア 、テー 
ルゲート、燃料給油フラップび解錠 
され、非常点滅巧び1回点滅します。 

施錠ずる 

► 施錠ボタンのを押すと、ドア 、テー 
ルゲート、燃料給油フラップが施錠 
され、非常点滅なが3回点滅します。 


Q リモコン操作で施錠したときは、 
非常点滅灯び3回点滅したこと、 
ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プび確実に施錠されたことを確認し 
てください。 


リモコン機能の設定の切り替え 

リモコン操作での解錠時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップだけを解錠する 
よラに設定することびできます。 

リモコン機能の設定を切り替える 

► 解錠ボタン③と施錠ボタンのを 
同時に約6秒間押し続けます。 

キーの表示巧が2回点滅し、設定 
び切り替わります。 

この状態ではじ(下のよラに作動し 
ます。 

• 解錠ボタン③を1回押すと、 
運転席ドアと燃料給油フラップ 
のみび解錠されます。 

• 続けて約40秒(内に解錠ボタ 
ン③を押すと、助手席ドア、リ 
アドア、 テールゲー トび解錠さ 
れます。 
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ドア 


リモコン機能の設定を元に戻ず 

► 再度、解錠ボタン③と施錠ボタン 
①を同時に約6秒間押し続けます。 

キーの表示灯び2回点滅し、元の 
設定に戻ります。 

〇 U モコン操作での解錠後約40秒 
(内に、(下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されます。 

• ドアを開< 

• テール ゲートを開く 
• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

〇 キーの電池び消耗すると操作時に 
キーの表示なが点灯せず、リモコン 
操作びでさなくなりますび、エンジ 
ンは始動できます。 

〇 車びバッテリーあびりを起こした 
とさは、キーの電池び正常でわリモ 
コン操作での解錠/施錠はでさま 
せん。 


□ケイターライティング* _ 

周囲び暗いとさ、リモコン操作で解 
錠すると、車幅な、フ□ントフォグラ 
ンプ、テールランプ、ライセンスラン 
プが点なします。点灯したランプは、 
運転席ドアを開いたとさ、または約 
40秒後に消なします。 

この機能の設定と解除については 
(>115ページ）をご覧ください。 



車外か S 開く 

► ドア八ンドルのを引きます。 

車がから閉じる 

► ドア八ンドルのを持って確実に開 
じます。 



車内か5開< 

► ドアレバー③を矢印の方向に引さ 
ます。 

ドアび施錠されているときは、□ッ 
クノブ④が上びり、解錠されます。 

車内から閉じる 

► インナーグリップ⑤を持って確実 
に閉じます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


iGlw 
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A 事故のおそれびありまず 

• ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じかたび不完全（半ドア） 

な場合、走行中にドアび開くおそ 
れびあ0ます。 

• ドアを開くときは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

• 同乗者びドアを開くとさは、危険 
びないことを運転者び確認してく 
ださぃ。 

P 車から離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ず施錠してください。 

P ドアを閉じるとさは、身体や物を 
挟まないよラに注意してください。 
車の周りにテ供びいるとさは、特に 
注意してください。 

〇 ドアが完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マークが表示されます（>228ペー 
ジ)。 

〇 ドア□ックスイッチや車速感応ド 
ア□ックなどにより車が施錠され 
ていても、シートベルトテンシヨ 
ナーやエアバッグが作動すると、ド 
アは自動的に解錠されます。 

〇 各ドアのドアポケットにボトルホ 
ルダーび装備されています。 



ん 


ドアを解錠ずる 

► ドアレバーのを矢印の方向に引き 
ます。 

このとさドアち開さます。 

ドアを施錠ずる 

► □ックノブ③を押し込みます。 

fl 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
さし、 

Q □ックノブび完全に下びってい 
ないドアびあるとさは、そのドア 
をいったん開さ、再度閉じてから施 
錠してください。 

©助手席 ドアとリアドアは、開い 
ているときに□ックノブを押し込ん 
でから閉じると施錠されます。 
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ドア 



車内から、スイッチ操作ですベてのド 
アとテールゲートを解錠/施錠する 
ことびでさます。 

解錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）③を 
押します。 

施錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）のを 
押します。 

A 事故のおそれがありまず 

テ供だけを残して車から離れないで 
ください。□ックノブび下びつてい 
てを、車内のドアレバーを引くとド 
アは開さます。 

〇 リモコン操作で施錠しているとき 
は、ドア□ックスイッチで解錠する 
ことはでさません。 

〇 ドア□ックスイッチで施錠して 
わ、燃料給油フラップは施錠されま 
せん。 

〇 助手席ドアが開いているときは、 
ドア□ックスイツチで施錠すること 
はでさません。 


〇 運転席ドアび開いているとさに 
ドア□ックスイッチ（施錠）のま 
たは（解錠）③を押すと、他のド 
アとテールゲートが施錠/解錠し 
ます。 


車速感応ドア□ック _ 

走行速度び約1 5 km/h (上になると、 

ドアとテールゲートを自動的に施錠し 

ます。 

この機能の設定と解除については 

(>118ページ）をご覧ください。 

B 車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押したり、ダイナモメー 
ター上でテストを行なラとさは、エ 
ンジンスイッチを0の位置にして 
ください。車輪び回転すると施錠さ 
れ、車外に閉め出されるおそれびあ 
ります。 

B 車速感応ドア□ックで施錠された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠す 
ると、ドアを開くかエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 
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^ ールゲート 


心 中毒のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスび車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死するおそれびあり 
まず。 


公 けがのおそれびありまず 

ラゲツジルームに乗車しないでくだ 
さい。事故のとさ、けびをずるおそ 
れびあ0まず。 



テールゲートを開< 

テールゲートは車が解錠されていると 
さのみ開< ことがでさます。 

► キーの解錠ボタンを押します。 

► テールゲート八ンドルのを引さ 
ます。 

テールゲートの□ックび解除され、 
テールゲートび少し開さます。 

► テールゲートを開さます。 



テールゲートを閉じる 

A けがのおそれびありまず 

テールゲートを閉じるとさは、身体 
や物を挟まないよラに十分を意して 
ください。車の周りにテ供びいると 
きは、特にを意してください。 

► 凹部③に手をかけてテールゲート 
を引さ下げ、次に外側からテール 
ゲートを軽く押さえます。 

〇テールゲートを開くとさは、後方 
や上方に十分な空間びあることを確 
認してください。 

〇強風のときにテールゲートを開く 
と、風にあおられ、テールゲートび 
不意に下びることびあります。風の 
強い曰は十分に注意してください。 

また、テールゲートに雪び積もつ 
ているときわ同様に注意してくだ 
さい。 

H テールゲートを開くとさは、ルー 
フアンテナびテールゲートと接触し 
ないよラにルーフアンテナの角度を 
調整してください。ルーフアンテナ 
やテールゲートを損傷するおそれび 
あります。 


B 義6恒冊 









52 


エンジンスイッチ 


H テールゲートを閉じたときは、 
テールゲートび確実に開じている 
ことを確認してください。 

〇テールゲートび開いているとさに 
U モコン操作で施錠し、テールゲー 
卜を閉じるとテールゲートは施錠 
されます。キーの閉じ込みに注意 
してください。 

〇 テールゲートび完全に閉じてい 
ない状態で走行すると、警告音が鳴 
り、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに警告マークが表示されます。 



作動内容 

团 0:キーを差し込む/抜<位置 

の 1:エンジンを停止したまま電 
気装備の一部を使用すると 
さの位置 

回 2:走行するとさの位置 

すべての電気装備び使用で 
さます。 

回 3:エンジンを始動する位置 

エンジンスイッチを3の 
位置までまわして手を放す 
と、自動的に スターターび 
作動し続け、エンジンび始 
動します。 


心 乂災や事故のおそれがありまず 

ごく短時間でも、車から離れるとさ 
はエンジンスイッチからキーを抜い 
てください。また、テ供だけを残し 
て車から離れないでください。いた 
ずらから車の発進、火災などの事故 
び発生ずるおそれびあります。また、 
炎天下では車内び非常に高温になり、 
熱中症を起こすおそれびありまず。 
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I 


H 走行中にエンジンを停止しなし^で 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
なくなります。また、ブレーキやス 
テア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になります。 

。車のバッテリーあびりを防止する 
ために、駐車時は必ずエンジンス 
イッチからキーを抜いてください。 

〇 セレクターレバーび GE に入っ 
ていないとさはエンジンスイッチか 
らキーを抜くことがでさません。 

〇 エンジンスイッチからキーを抜か 
ずに0の位置で長時間放置してい 
ると、キーびまわせな<なることが 
あります。このとさは、キーをいっ 
たん抜さ、再度差してからまわして 
ください。 

〇 キーの発信部び覆われていたり巧 
れていると、エンジンを始動でさな 
くなります。 

〇 異なる車両のキーを差し込んだと 
さち、エンジンスイッチをまわせる 
ことがありますび、エンジンスイッ 
チ位置の選択や、エンジンの始動は 
でさません。 

タツチスタート 


エンジンスイッチを3の位置までま 
わすと、手を放してち自動的にスター 
ターび作動し続け、エンジンび始動し 
ます。 


シ— 


心 事故のおそれびありまず 

運転席シートは、必ず停車している 
とさに調整してください。走行中に 
調整して操作を誤ると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれ 
びあります。 


瓜 けがのおそれびありまず 

シートを調整するとさは、身体や物 
などび挟まれないよラにを意してく 
ださい。 

シートを調整するとさは、エアバッグ 
に関するミ主意ちお読みください029 
ぺージ）。 


心 けびのおそれがありまず 

へッドレストは、へッドレストの中央 
び目の高さになるように調整してくだ 
さい。事故などのとさに、重大なけび 
をするおそれびあ0ます。 


心 けがのおそれがありまず 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直に近い位置で、乗 
員び上体を起こして座っている場合 
にのみ発揮ずることびでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけびをずるおそ 
れびあ0ます。 
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p シートやシートヒーター*の損傷 
を防ぐため、じ(下の点に注意してく 
ださい。 

•長時間、シートに液体び付着し 
たままにしないで < ださい。 

-シートカバーび濡れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シートヒーター*を使用しない 
で < ださい。 

• シートの上に重い物を載せない 
でください。また、シートクッ 
シヨンの上にナイフやくざ、エ 
具などの鋭利な物を置かないで 
ください。 

シートは、できるだけ人を乗せ 
るためだけに使用してください。 

• シートヒーター*の使用中は、 
カバーやコート、バッグ、シー 
トカバー、チャイルドセーフティ 
シートなどにより、シートを覆 
わないで <ださい。 

P シートを調整するとさは、足元や 
シートの下などに物びないことを 
確認してください。シートや物を損 
傷するおそれがあります。 


手動式シート*の調整 


心 けびのおそれがありまず 

• シートの高さを不用意に調整する 
と、けびをずるおそれびあります。 

•シートを調整してし''る間は、シー 
卜調整 レバーの 下や シー トの可動 
部分1 し 手を入れないでくたさい。 

• テ供び乗車ずるとさは、シート調 
整レバーの下やシートの可動部分 
に手を入れないよラにを意してく 
ださい。 



左側フ□ントシート 


シートの前後位置を調整ずる 

► レバーのを上ちに引いたまま シー 
卜を前後に動かします。 

シートクッシヨンの角度を調整ずる 

► ダイヤル③をまわします。 

シートの高さを調整ずる 


シートを上ばる 

► レバー⑤を繰り返し上げます。 

シートを下ばる 

► レバー⑤を繰り返し下げます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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バックレストの角度を調整ずる 

► ダイヤル④をまわします。 

へッドレストの高さを調整ずる 



► 上げるとさはそのまま引さ上げます。 

►下げるとさは□ック解除ノブ⑤ 
を押しなびらへッドレストを下げ 
ます。 

へッドレストの角度を調整ずる 



► へッドレストの上側を押して/引い 
て調整します。 


へッドレストを取り外ず 


► □ック解除ノブ⑤を押しなびら 
へッドレストを引き抜きます。 

へッドレストがルーフ内張りに接 
触するときは、シートの高さを下げ、 
バックレストを前後いずれかの方向 
に傾けてください。 

へッドレストを取り付ける 


► 切り欠さのある支柱び左側になる 
よラにして、ヘッドレストの支柱 
を取り付け穴に差し込んで□ック 
します。 

A けがのおそれがありまず 

乗車ずるときは、必ずヘッドレスト 
を取り付けてください。事故のとさ 
に、重大なけびをするおそれびあり 
まず。 


電動式シート*の調整 


A けがのおそれびありまず 

モ供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。シート調整スイッ 
チに触れるとシートび動さ出し、け 
びをずるおそれびあ0まず。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A けびのおそれがありまず 

• シートの高さを不用意に調整する 
と、けびをするおそれびあります。 
特にテ供は、シート調整スイッチ 
を不用意に操作してけびをずるお 
それびあるため、じ(下のことにを 
意してください。 

•シートを調整してし''る間は、シー 
卜の下やシートの可動部分に手を 
入れないでください。 

•子供び乗車するとさは、シートの 
下やシートの可動部分に手を入れ 
ないよラにを意してください。 



左側フ□ントシート 
①へッドレストの高さ 
©バックレストの角度 
⑤シートの前後位置 

④ シートクッシヨンの角度 

⑤ シートの高さ 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに操作できます。 

〇 エンジンスイッチを0の位置にす 
るかエンジンスイッチからキーを 
抜いてから、またはフ□ントドアを 
開いてから約5分間はシートの調 
整がでさます。 


シートを調整ずる 

►スイツチを矢印①〜⑤のち向に 
操作します。 

へッドレストの角度を調整ずる 



► へッドレストの上側を押して/引い 
て調整します。 

へッドレストを取り外ず 


► スイッチでへッドレストをいっぱい 
まで上げてから、ヘッドレストの支 
柱を持ち、引さ上げます。 

►へッ ドレストがルーフ内張りに接 
触するときは、シートの高さを下げ、 
バックレストを前後いずれかのち向 
に傾けてください。 

へッドレストを取り付ける 

►へッドレストの前後の向さにミち意 
して、ヘッドレストの支柱を取り 
付け穴に差し込み、□ックされる 
まで押し込みます。 

A けびのおそれびありまず 

乗車するとさは、必ずヘッドレスト 
を取り付けてください。事故のとさ 
に、重大なけびをずるおそれびあり 
よ^ 〇 


iGlw 












アームレストを前方に移動ずる 

► アームレストの全体を前ちにスラ 
イドさせます。 

アームレストを後方に移動ずる 

► アームレストの全体を後方にスラ 
イドさせます。 

A けがのおそれがありまず 

アームレストを移動ずるとさは、身 
体び挟まれないよラにを意してくだ 
さし^。 

〇 アームレストを前方に移動させる 
と、フ□ントアームレスト後部のル 
物入れ（>156ページ）び使用でさ 
ます。 


I 



バックレストの形状を調整することが 
でさます。 

ランバーヴポートを強くずる 

► レバーのを下ちへ操作します。 

ラン バーサポー トを弱ぐずる 

► レバーのを上方へ操作します。 


リアアームレストを使用ずる 

► リアアームレストのを矢印の方向 
に引さ出します。 

収納するときは押し込みます。 

〇 リアアームレストにはカップホ 
ルダーび装備されています(>158 
ぺージ）。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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H アームレストの上に座ったり、体 
重をかけないでください。アームレ 
ストを損傷するおそれびあります。 

〇リアアームレストを収納するとき 
は、カップホルダーを収納してくだ 
さい。カップホルダーを損傷するお 
それびあります。 


リアへッドレストの調整 


へッドレストの高さを調整ずる 



► 上げるときはそのまま弓 I き上げます。 

►下げるとさは□ック解除ノブの 
を押しなびらへッドレストを下げ 
ます。 

へッドレストの中央び目の高さにな 
るように調整します。 


へッドレストの角度を調整ずる 



左ちのリアへッドレストは角度を調 
整することびでさます。 

►へッドレストの下側を押して/引い 
て調整します。 

リアへッドレストの脱着 

A けがのおそれがありまず 

乗車ずるとさは、必ずヘッドレスト 
を取り付けてください。事故のとさ 
に、重大なけびをずるおそれびあり 
まず。 



リアへッドレストを取り外ず 

►バックレストを前方に傾けます 
0162 ぺージ)。 

► □ック解除ノブのを押しなびら 
へッドレストを引き抜きます。 


を跋 e 恒冊 























シ— 


リアへッドレストを取り付ける 

► 切り欠さのある支柱び左側になる 
よラにして、ヘッドレストの支柱 
を取り付け穴に差し込んで□ック 
します。 


シートヒーター* 



エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに使用でさます。 


シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイッチのを押し 
ます。 

シートヒータースイッチを押すごと 
に点なする表示な③の数び変わり、 
シートヒーターの作動が切り替わり 
ます。 

シートヒーターを停止ずる 

► シートヒータースイッチのを押し 
て、表示な③を消なさせます。 


表示'灯の作動内容 
点'灯数 

3 シートヒーターび強で 

作動します。 

約5分後に自動的に中 
に切り替わります。 

2 シートヒーターび中で 

作動します。 

約10分後に自動的に 
弱に切り替わります。 

1 シートヒーターび弱で 

作動します。 

約20分後に自動的に 
停止します。 

0 停止しています。 

A 乂傷のおそれがありまず 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないでください。また、コートや厚 
手の衣服などを着用している状態や、 
毛巧などの保温性の高いちのをシー 
卜にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないでください。 

異常過熱による低温火傷（紅斑、水 
ぶくれ）を起こしたり、シートヒー 
ターび故障ずるおそれびあります。 
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* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ステアリング 


P (下の事項に該当する方は、熱す 
ざたり、低温乂傷をするおそれび 
ありますので、十分に注意してく 
ださい。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、身体 
び不自由な方 

• 皮膚の弱い方 
• 疲労の激しい方 
• 眠気をさそラ薬を服用された方 
• 飲酒した方 

P シートに凸部のある重量物を置か 
ないでください。故障の原因になり 
ます。 

〇 多<の電気装備を使用していた 
りバッテ U —の電圧び低くなると、 
シートヒーターび停止することがあ 
ります。このとさはシートヒーター 
スイッチの表示なが点滅します。電 
圧び回復すると、再び自動的に作動 
し、表示灯び点なします。 


ステアリング 


心 事故のおそれがありまず 

ステアリングの調整は、必ず運転前 
に行なってください。また、ステア 
U ングび確実に□ックされていない 
とさは走行しないでください。ステ 
アリングび□ックされていない状態 
で走行すると、車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれびあり 
す 0 


A けがのおそれがありまず 

• 運転中はステア U ングのパッド部 
を持たないで<ださい。万一のと 
さ、エアバッグの作動を妨げるお 
それびあ0まず。 

• ステア U ングのパッド部にカバー 
をしたり、バッジ、ステッカー、オー 
デイオの U モコンなどを貼り付け 
ないでください。エアバッグの作 
動を妨げたり、作動時にけびをず 
るおそれびあ0ます。 

B ステアリングをいっぱいまでまわ 
した状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステアリング装置を損傷する 
おそれびあります。 

B 故障などでエンジンを停止して 
けん引するとさは、十分注意してく 
ださい。エンジンび停止していると、 
通常のとさに比べてステア U ング操 
作に非常に大さな力び必要です。 
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①□ック解除八ンドル 


ステアリング位置を調整ずる 

► ステア U ング下の□ック解除八ンド 
ルのを手前に引きます。 

► ステア U ングを前後上下に動かして 
正しい位置に調整します。 

► □ック解除八ンドルのを前方に押 
して□ックします。 

► ステアリングが確実に□ックされ 
ていることを確認します。 


巧一 


A 事故のおそれがありまず 

ミラー類は必ず走行前に、後方び十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整すると、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 

ルームミラーやドアミラーには死角 
びあります。車線変更をするとさは、 
必ずルームミラーおよびドアミラー 
で後ちを確認してください。また、 

肩ごしに直接斜め後方を確認してく 
ださい。 

B ルーム S ラー やドア S ラーの 巧れ 
を取るとさにガラスクリーナーを使 
用するとさは、必ずメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場にご相談 < だ 
さい。ガラスクリーナーによっては、 
ルーム S ラー やドア S ラーび 変色す 
るおそれびあります。 



ルーム S ラーの角度調整 


角度を調整ずる 

► 手でルームミラーの角度を調整し 
ます。 
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ミラー 


ルーム S ラーの手動防に* 


ルームミラーを防ににずる 

► ノブのを前後に動かします。 


自動防に機能 



周囲が暗<エンジンスイッチび1か 
2の位置のとさ、ルーム S ラーのセン 
ヴー③び後続車のライトを感知する 
と、自動的にルーム S ラーの色の濃度 
び変わり較しさを防止します。 

A 事故のおそれがありまず 

荷物を高 < 積み上げているとさなど、 

ルームミラーのセンヴーび後続車の 
ライトに照射されないとさは、自動 
防眩機能は作動しません。このとさ 
は、ライトに眩惑され、周囲の交通 
状況を把握でさずに事故を起こずお 
それびありまず。ルームミラーの角 
度を調整して、眩しさを防いでくだ 
さい。 

H ルームミラーのガラスが損傷する 
と、液体が漏れ出すことびあります。 
この液体は物を腐食させる性質びあ 
りますので、目や皮膚に直接触れ 
ないよラを意してください。 


U 万一、液体が目に入ったとさや皮 
膚に付着したとさは、ただちに清潔 
な水で十分に洗い流し、医師の診断 
を受けてください。 

" 液体が車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水を湿らせた巧などで 
おさ取って<ださい。塗装面を損 
傷するおそれがあります。 

〇 セレクターレバーび [ E に入っ 
ているとさやフ□ントルームランプ 
び点なしているときは自動防較機能 
び解除されます。 


ドア巧一 


A 事故のおそれがありまず 

ドアミラーに写った像は実際よりを 
遠くにあるよラに見えます。車線変 
要をずるとさなどは、肩ごしに直接 
斜め後方を確認してください。 

B ドアミラーには死角びあります。 
車線変更をするとさは、必ずルー 
ムミラーでち後方を確認してくだ 
さい。また、肩ごしに直接斜め後ち 
を確認してください。 

〇ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分ま意 
してください。 
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ドアミラーの角度を調整ずる 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にします。 

► 調整する側のドアミラー選択スイッ 
チのまたは③を押します。 

スイッチの表示なが点なします。 

何ち操作を行なわないと、表示なは 
約15秒後に消なします。 

► ドアミラー選択スイッチの表示巧び 
点口しているときに、ドアミラー 
調整スイッチ③を操作してドアミ 
ラーの角度を調整します。 


ドアミラーの格納/展開 



エンジンスイッチび1か2の位置の 

ときに操作することができます。 

ドアミラーを格納ずる 

► 格納/展開スイッチ④を押します。 

ドアミラーを展開ずる 

►再度、格納/展開スイッチ④を押 
します。 

〇ドアミラーは手で格納したり、展 
開しないで<ださい。ドアミラーを 
損傷するおそれびあります。 

〇走行するとさはドアミラーを展開 
してください。 

〇ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物び挟まれないよラ 
に注意してください。車の周りに子 
供がいるとさは、特に注意してくだ 
さい。 

B 洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷するおそれがあります。 


〇 ドアミラーにはヒーターび装備さ 
れています。じ(下のときには自動的 
に温められ、凍結を防ざます。 

• リアデフォッガー 0139.149 
ページ）を使用しているとき 

• エンジンびかかっていて、外気 
温度び低いとさ 

ドアミラーの角度調整 
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シートベルト 


ドアミラーのリセット 


バッ了リーの接続び一時的に断たれた 
とさは、施錠時のドアミラー格納び作 
動しないことがあります。このときは、 
ドアミラーを U セットしてください。 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► 格納/展開スイッチ④を押します。 

施錠時のドアミラーの格納 

リモコン操作で施錠するとさにドア 
ミラーも併せて格納することびでさ 
ます。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開くと展開します。 

この機能の設定と解除については 
(>119ページ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納してから施錠した 
とさは、フ□ントドアを開いてち、 
ドアミラーは展開しません。 


シー トベルト 


シートベルトの着用 


公 けびのおそれがありまず 

• シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトびバック 
ルに確実に差し込まれていないと、 
シートベルトの機能び十分に発揮 
されません。事故のとさなどに致命 
的なけびをするおそれびあ0ます。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷や巧れびないことを確認 
して < ださい。 

• 乗員全員び、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• 妊娠中のちやけびの治療中のちは、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• テ供を膝の上に座らせて走行し 
ないでください。急な進路変更時 
や急ブレーキ時、事故のとさなど 
にテ供を保護ずることびでさず、 
テ供と他の乗員び致命的なけび 
をするおそれびあ0ます。 

• 身長1 50 cm 未満の乗員または12 
歳未満のテ供は、シートベルトを 
正しく着用ずることびでさません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、子供 
の安全を確保してください。 

詳しくは（1>35ページ）をご覧く 
ださい。 

• テ供びシートベルトを着用すると 
さは、着用状態を運転者び確認し 
てください。また、正しく着用で 
さない体格のテ供は適切なチャイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
<ださい。 
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A けびのおそれがありまず 

シートベルトの機能び十分発揮でさ 

るよラに、じ(下の点にを意して正し 

く着用してください。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用してくだ 
さい。 

• コートなどの厚手の衣類は着用し 
ないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
て<ださい。絶対に首や脇の下に 
は通さないでください。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せて < ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけてください。 

• ペンや眼鏡など、衣類のポケットに 
入れたとびった物やこわれやすい 
物にシートベルトをかけないでくだ 
さい。 

• シートべルトク U ップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 

• 1本のシートベルトを2人!;^上で 
共用したり、シートベルトと身体 
の間にバッグなどを挟み込まない 
で < ださい。 


心 けがのおそれがありまず 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直におい位置で、乗 
員び上体を起こして座っている場合 
にのみ発揮ずることびできます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけびをずるおそ 
れびあ0ます。 

走行ずる前に、シートベルトを正し 
く着用していて、バックレストびで 
さるだけ垂直に近い位置になってい 
ることを確認してください。 


心 けびのおそれがありまず 

• シートベルトびじ(下のよラなとさ 
は、シートベルトの機能び十分に 
発揮されません。事故のとさなど 
に致命的なけびをずるおそれびあ 
ります。 

0シートベルトび損傷しているとき 
0事故などでシートベルトに大き 
な負荷びかかったとさ 
0シートベルトを改造-分解した 
とさ 

• 鋭利な部分の上にシートベルトを 
通さないでください。シートべル 
卜を損傷するおそれびあります。 

• シートベルトを使用して、重し^荷 
物などを固定しないでください。 

• シートベルトびドアやシート レー 
ルに挟まれていないことを確認し 
てください。シートベルトを損傷ず 
るおそれびあ0まず。 

• シートベルトを改造したり分解し 
ないで < ださい。 
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シートベルト 


• 衝突後やシートベルトに大さな負 
荷びかかったとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品!;のシートベルトは使 
用しないで < ださい。 

• シートベルトの強度び低下し、乗 
員保護機能び損なわれるため、清 
掃するとさはじ(下の点にを意して 
<ださい。 

0強い酸性やアルカ U 性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

0乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり、染 
色しない 

• シートベルトに損傷びないか、定 
期的に点検してください。 


シートベルトを着用ずる 



►フ□ントシートは、シートを調整 
し、バックレストをできるだけ垂直 
に近い角度にします。 


► シートベルトをベルトアンカーの 
からゆっ < りと引さ出します。 

シートベルトび□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトを少 
し戻してから、再びゆっくり引さ 
出します。 

► シートベルトにねじれびないことを 
確認して、肩を通るベルトび肩の 
中央に、腰を通るベルトび腰骨ので 
さるだけ低い位置にかかるよラにし 
ます。 

► プレート③の先端をバックル⑤ 
に差し込みます。 


iGlw 


必要であれば、肩を通るベルトを上 
方に引さ上げて、ベルトにたるみが 
ないよラに身体に密着させます。 
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シートベルトを外ず 

► 手でプレートを持ち、バックル⑤ 
の解除ボタン④を押し、シートべ 
ルトをゆっくり巻き取らせます。 

〇シートベルトび完全に巻さ取ら 
れていることを確認してください。 
シートベルトやプレートびドアや 
シートに挟まれて、ドアや内張り、 
シートベルトを損傷するおそれびあ 
ります。損傷したシートベルトは乗 
員保護効果を十分に発揮でさないた 
め、交換する必要びあります。詳し 
くは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


シートベルト着用警告 


み1 シートベルト警告'灯 

エンジンスイツチを2の位置にすると 
点灯し、数秒後に消なします。点好し 
ないとさは警告巧の異常ですので、す 
みやかにメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

エンジンスイツチが2の位置のとさに 
運転席または助手席の乗員びシートべ 
ルトを着用してし、なし" i とさは、シート 
ベルト警告なが点好します。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員びシートベルトを着用し 
ないでエンジンスイツチを2の位置 
にするかエンジンを始動すると、警告 
音が数秒間鳴り、シートベルトの着用 
を促します。 


走行中のシートベルト警告 

走行速度び約 25 km/h (上になった 
とさに、運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたとさ 
は、シートベルト警告なび点滅して、 
断続的な警告音ち鳴ります。 

そのままの状態で約60秒間走行する 
か、または停車したとさは警告なは点 
なに変わり、警告音ち鳴り止みます。 
ただしシートベルトを着用しないまま 
再び走行を始めて速度が約 25 km/h 
じ(上になると、この警告は繰り返し行 
なわれます。 

〇 助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンびかかっているとさ 
にシートベルト警告が行なわれるこ 
とびあります。 


シートベルトの高さ調整 



フ□ントシートベルトは、高さを調整 
でさます。 


シートベルトび首にかかったり、肩か 
らがれたりしないよラに高さを調整し 
ます。 

高さは5段階に調整でさます。 
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シートベルト 


シートベルトの高さを調整ずる 

►上げるときは、アンカー③を持ち 
そのまま押し上げます。 

► 下げるときは□ック解除ボタンの 
を押しなびら下げます。 

調整後は確実に□ックしていること 
を確認してください。 


正しい運輯姿勢 


公 けがのおそれびありまず 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けびをずるおそれびあ0まず。 

• バックレストを大さく後ちに傾け 
た状態で走行しないでください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
びシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力び腹部や首にかかり、致命 
的なけびをするおそれびあ0まず。 


公 事故のおそれびありまず 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に合った正しいシート位置 
に調整してください。運転中に調整 
して操作を誤ると、車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれびあ 
ります。 



正しい運転姿勢になるよラにシート 
を調整してください。 

►じ(下のことに注意して、シート® 
とへッドレストを調整します。 

• 運転席エアバッグとの間隔を、 
でさるだけ確保する 

• バックレストはでさるだけ垂直に 
して、正しい姿勢で着座する 

• シートベルトび正しく着用でさる 

• 大® g 部びシートクッションに軽く 
支えられている 

• ペダルび楽に踏み込める 

• へッドレストの中央び目の高さに 
調整され、後頭部びへッドレスト 
に支えられている 
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じ(下のことにま意して、ステアリン 

グ①を調整します。 

• ステア U ングを握ったとさに、 
腕に適度な余裕びある 

• 足を十分に動かせる 

• メーター パネルのすべての メー 
ター 類やマルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイ、警告なや表示な 
を確認でさる 

じ(下のことにま意して、シートべル 

卜③を装着します。 

• シートベルトび身体に密着し 
ている 

• 肩を通るベルトび肩の中央を 
通っている 

• 腰を通るベルトび腰骨のでさる 
だけ低い位置を通っている 

走行する前に、道路や交通状況び十 

分確認できるよラにルームミラーと 

ドアミラーを調整します。 



① ランプスイッチ 

② フロントフォグランプ表示灯 
⑤リアフオグランプ表示灯 


位置 

作動内容 

田 

すべてのランプび消な 

[ auto ] 

周囲の明るさに応じて自動 
的に点な/消な 

1 ぶた 1 

車幅な、テールランプ、ラ 
イセンスランプやスイッチ 
などの照明び点灯 

两 

車幅ななどに加え、ヘッド 
ランプが点な 

固 

ち側ノ くーキングランプび点な 


巨ち 左側ノ くーキングランプび点な 


B ランプスイッチが區固の位置で、 
エンジンスイッチにキーび差し込ま 
れていないときは、運転席ドアを開 
くと警告音が鳴り、マルチファンク 
ションディスプレイに"ラ仆ショウトウ" 
と表示されます。 
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ンプ 


〇 車から離れるとさに警告音び鳴つ 
たとさは、ランプび消灯していま 
せん。ランプスイ 、ソチを r ののの 
置にしてください。 

H バッテリーあがりを防ぐため、車 
から離れるとさは、車幅なとパー 
キングランプを消なして < ださい。 

へツ ドランプ 


へッドランプは手動または自動で点 
な/消なすることびでさます。 

へッドランプを手動で点'灯ずる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► ランプスイッチのを H のの位置に 
合わせます。 

ヘッドランプび点灯し、メーターパ 
ネルのへッドランプ表示な n 因が 
点なします。 

へッドランプを自動で点'灯ずる 

► ランプスイッチのを匹巧の位置に 
合わせます。 

周囲び暗いとさ、エンジンスイッチ 
を1の位置にすると、車幅な、テー 
ルランプ、ライセンスランプび自動 
的に点なします。 

エンジンを始動すると、上記に加え 
てへッドランプも自動的に点なし、 
メーター パネルのへッドランプ表示 
な0のが点なします。 


A 事故のおそれがありまず 

• ランプの点灯/消なに関する 
責任は運転者にあります。ラン 
プの自動点な機能は運転者を支 
援する機能です。 

• ランプスイッチを因巧から0因 
の位置にするとさは、必ず停車 
してください。ランプび一瞬消 
なして事故を起こすおそれびあ 
ります。 

• じ(下のよラな状況ではランプは 
自動的に点なしなかったり、点 
なしていたランプび消なして事 
故を起こすおそれびあります。 
このとさは、手動でランプを点 
なしてください。 

◊霧の中を走行するとき 

〇対向車のランプなどにより、 
センサーが正常に作動しない 
とさ 

〇 へッドランプび点好しているとき 
に、エンジンを停止するか、エン 
ジンスイッチを1の位置にすると、 
へッドランプは消灯します。 

さらにエンジンスイッチを0の位 
置にして運転席ドアを開くか、エン 
ジンスイッチからキーを抜くと、車 
幅ななどち消なします。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は明るさを感知するセンサーびあ 
ります。センサー部にステッカー 
などを貼付すると、自動点な機能 
が作動しなくなります。 
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フオグランプ 


フ□ントフォグランプを,な！打ずる 

► エンジンスイッチび2の位置でラ 
ンプスイッチのの位置が區国また 
は [1 因のとさに、ランプスイッチ 
のを 1 段引きます。 

フ□ントフォグランプび点なし、フ 
□ントフォグランプ表示な③び点 
なします。 

フ□ント/リアフォグランプを点 
'灯ずる 

► エンジンスイッチび2の位置でラ 
ンプスイッチのの位置び區国また 
は0因のとさに、ランプスイッチ 
のを2段引きます。 

フ□ントフォグランプとリアフォグ 
ランプび点灯し、フ□ントフォグラ 
ンプ表示な③とリアフォグランプ 
表示な③び点なします。 

フ□ント/リアフォグランプを消 
'灯ずる 

► ランプスイッチのを 2 段階押し 
ます。 

フ□ントフォグランプとリアフォグ 
ランプび消灯し、フ□ントフオグラ 
ンプ表示な③と U アフオグランプ 
表示な③び消灯します。 


心 事故のおそれがありまず 

ランプスイツチが | a …〇| の位置のと 
さは、フォグランプを点なするこ 
とびでさません。 

霧の中を走行するとさは、あらか 
じめランプスイツチを H 因の位置 
にしてへツドランプを点なしてく 
ださい。 

fl フォグランプは、霧などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないとさ 
じ(外には使用しないでください。対 
向車や後続車の迷惑になります。 

パーキングランプ 


パーキングランプは、暗びりでの駐車 
時に後続車などに車の存在を知らせる 
ため、片側の車幅なとテールランプだ 
けを点なします。 

パーキングランプを点'灯ずる 

エンジンスイツチび0か1の位置の 
とさ、またはキーを差し込んでいない 
とさに点なさせることびでさます。 

► ランプスイツチのを医司または 
巨固に合わせます。 
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へッドランプ下向き/上向きの切 
り替え 



へッドランプを上向きにずる 

► コンビネーションスイッチを③の 
位置にします。 

ヘッドランプび上向きになり、メー 
ターパ ネルの八イ ビーム 表示な 
noi び点なします。 

[I 対向車びあるとさや市街地を走 
行するときは、へッドランプを上向 
さにしないで < ださい。 

へッドランプを下向さにずる 

► コンビネーションスイッチをのの 
位置にします。 

へッドランプび下向きになります。 

パッシング 


► エンジンスイツチが1か2の位置 
のとさに、コンビネーションスイツ 
チを⑤の方向に弓 I きます。 

引いている間へツドランプが上向き 
で点なし、メーターパネルの八イ 
ビーム表示な[|国び点なします。 

コンビネーションスイツチから手を 
放すとのの位置に戻ります。 


車外ランプ消'灯遅延機能 * _ 

周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と、車幅な、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやテールゲートを開いて開 
じた後、約15秒後に消なします。 

この機能の設定と解除については 
(>116ページ）をご覧ください。 

車外ランプ消'灯遅延機能を一時のに解 
除ずる 

►エンジンを停止した後、エンジンス 
イッチを2の位置にします。 

〇 エンジンを停止してからドアや 
テールゲートを閉じたままにする 
か、開いてそのままにしてから約 
60秒後に、点なしたランプは消な 
します。 



エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに点滅させることびでさます。 

ち側の方向指示!なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを©の 
ち向に操作します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


iGlw 











左側の方向指示'灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に操作します。 

ステアリングを直進に戻すとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないときは手で戻してくだ 
さい。 

ち向指示なび点滅しているときは、 
メーターノ くネ j レの方向指示表示なわ点 
滅します。 

〇 コンビネーションスイッチを① 
または③のち向に軽く操作すると、 
方向指示灯が3回点滅します。 

〇 方向指示なを使用しているとさに 
非常点滅なスイッチを押すと、非常 
点滅なび点滅します。再度、非常点 
減なスイッチを押すと、方向指示な 
に切り替わります。 



非常点滅'灯を使用ずる 

► 非常点滅なスイッチのを押します。 

すべての方向指示なが点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルのち向指 
示表示なわ同時に点滅します。 

► 再度、非常点滅なスイッチのを押す 
と、非常点滅なび消なします。 

〇 非常点滅なを使用しているとさに 
方向指示の操作をすると、そのち 
向の方向指示なの点滅に切り替わり 
ます。ち向指示なび消なすると、再 
び非常点滅なに切り替わります。 

〇 エアバッグび作動すると、非常点 
滅巧が自動的に点滅します。 

自動的に点滅した非常点滅なを消 
なするとさは、非常点滅なスイッチ 
を押します。 

〇 約 70 km / hii (上の走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車したとさは、 
非常点滅灯び自動的に点滅します。 
自動的に点滅した非常点滅なは、非 
常点滅なスイッチを押すか、走行速 
度び約 10 km / hii (上になると消な 
します。 


故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用します。 

〇 非常点滅なは、イグニツシヨン位 
置が0のとさやエンジンスイツチ 
からキーを抜いているとさち点滅さ 
せることびでさます。 
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ンプ 



乗員数び増えたり荷物を積載してへッ 
ドランプの照射角度が変わったとさに 
調整します。 

エンジンびかかっているとさに調整で 
さます。 

へッドランプ照射角度を調整ずる 


►へッドランプ照射角度調整ダイヤル 
のをまわして、〇〜3に合わせます。 


位置 

作動内容 

0 

1名乗車時（運転席）また 


は2名乗車時（運転席と 


助手席)。 

1〜3 

乗員数および荷物の積載量 


に応じて調整します。 


〇対向車に迷惑びかからないよラに 
を意しながら調整してください。 


ぺツトフンプワオツソヤ—— _ 

エンジンびかかつていてへッドランプ 
が点なしているときに、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを約5回操作する 
と、ヘッドランプウォッシャーび自動 
的に作動します。 

H へッドランプには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷するおそれびあ 
ります。 

〇 エンジンを停止すると、ヘッドラ 
ンプウォッシャー作動のためのフロ 
ントウインドウウォッシャー作動回 
数は U セツトされます。 



(下のとさに、方向指示好の点滅、ま 
たはステアリング操作に連動して、 
コーナリングランプが点なします。 

• 周囲び暗いとさ 
• エンジンがかかっているとさ 
• ヘッドランプを点なしているとき 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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方向指示!なの点滅との連動 

走行速度び約 40 km/h liTF のとさに 
ち向指示なを点滅させると、点滅さ 
せた側のコーナ U ングランプび点な 
します。 

セレクターレバーび HE に入ってい 
るとさは、コーナリングランプは点な 
しません。 

ステアリング操作との連動 

走行速度び約 70 km/h (下のときに 
ステア U ングを操作すると、操作し 
た側のコーナ U ングランプが点灯し 
ます。 

セレクターレバーが HE に入ってい 
るとさは、ステア U ングを操作したち 
向と逆側のコーナリングランプが点な 
します。 

〇 点滅させたち向指示なのち向と、 
ステア U ングの操作ち向び異なると 
さは、方向指示なと同じ側のコーナ 
U ングランプび点灯します。 

〇 コーナ U ングランプはゆっくり消 
なするため、一時的に左ち両側の 
コーナ U ングランプび点巧すること 
びあります。 

〇 点灯したコーナ U ングランプは、 
約3分後に自動的に消なします。 



パノラ三ックラメラールーフ装備車 


① リア ルーム ランプスイッチ 

② 点なモード選択スイッチ 

③ フ□ント読書巧（ち側）スイッチ 
® フ□ント読書な（左側）スイッチ 
⑤フ□ントルームランプスイッチ 

ルームランプの点!打モードの選択 

自動点'灯モードにずる 

► スイッチ③が押されていない状態 
にします。 

周囲び暗いとさにじ(下の操作をすると 
ルームランプび点巧/消なします。 

• フ□ントドアを開くとフ□ントルー 
ムランプび点好し、 U アドアを開く 
と U アルームランプび点なします。 

〇エンジンスイッチび 2 の位置の 
とさは、ドアを閉じるとただち 
に消灯します。 

ドアを開いたままのとさは消な 
しません。 

◊エンジンスイッチび 0 か 1 の位 
置のとさ、またはキーが抜いて 
あるとさは、ドアを閉じると約 
10秒後に消なします。 
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ドアを開いたままのとさは約5 
分後に消なします。 
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ンプ 


• エンジンスイッチからキーを抜く 
と点なし、約10秒後に消なします。 

ルームランプ消灯遅延機能（>116 
ページ）びオフのとさは点なしま 
せん。 

• U モコン操作で解錠すると点灯し、 
約30秒後に消なします。 

H 車を施錠したとさは、ルームラン 
プび消なすることを確認してくだ 
さし、 

常時消'灯モードにずる 

► スイッチ③が押された状態にし 
ます。 

周囲が暗いとさにじ(下のいずれかの 
操作をしてち、ルームランプは点な 
しません。 

• ドアを開< 

• エンジンスイッチからキーを抜く 
• U モコン操作で解錠する 

非常時の自動点'灯 


ルームランプび自動点好モードのとさ 
は、シートベルトテンシヨナーやエア 
バッグび作動すると、ルームランプび 
自動的に点なします。また、このとさ 
は非常点滅なわ点滅します。 

自動的に点 I 灯したルームランプを消 
'灯ずる 

► 非常点滅なスイッチを押します。 
または 

► U モコン操作で施錠した後、解錠し 
ます。 


ルームランプの点'灯/消'灯 

フ□ントルームランプを手動で点'灯/ 
消'灯ずる 

► スイッチ⑤を押します。 

フ□ントルームランプが点な/消 
なします。 

リアルームランプを手動で点'灯/消 
'灯ずる 

► スイッチのを押します。 

リアルームランプび点な/消灯し 
ます。 

フ□ント読書'灯 

フ□ント読書'灯を点'灯/消'灯ずる 

► スイッチ⑤④を押します。 

フ□ント読書好が点灯/消灯し 
ます。 

〇 フ□ント読書灯を点なさせたまま 
リモコン操作で車を施錠すると、フ 
□ント読書なは消灯します。 

リア読書'灯 
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► スイッチの①側または③側を押 
します。 

U ア読書なび点な/消なします。 

〇 U ア読書灯を点なさせたままリモ 
コン操作で車を施錠すると、リア読 
書なは消なします。 

再度、リモコン操作で車を解錠する 
と、 U ア読書なは点なします。 

乗降用ランプ*/赤色ランプ* 

乗降用ランプ/赤色ランプはフ□ン 

トドアの下部にあります。 

乗降時に足元を照らし、後続車や歩行 

者にま意を促します。 

ドアを開いたままのときは約5分後に 

消なします。 

フットウエルランプ* 

ダッシュボード下にあり、乗降時に足 

元を照らします。 

じ(下の操作をすると点な/消なします。 

• ドアを開くと点なします。 

◊エンジンスイッチび2の位置の 
とさは、ドアを閉じるとただちに 
消なします。ドアを開いたままの 
とさは消なしません。 

◊エンジンスイッチび0か1の位 
置のとさ、またはキーび抜いてあ 
るとさは、ドアを閉じると約10 
秒後に消なします。ドアを開いた 
ままのとさは約5分後に消灯し 
ます。 

• エンジンスイッチからキーを抜くと 
点なし、約10秒後に消なします。 

• U モコン操作で解錠すると点巧し、 
約30秒後に消なします。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


ワイパー 


A 事故のおそれがありまず 

ワイパーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取れず、視界を妨げて事故の原因に 
なります。 

ワイパーブレードは年に2回の目安 
で交換してください。 

P ワイパーやウォッシャーを使用す 
るとさは、歩行者に水しぶさや 
ウォッシャー液びかからないよラに 
注意してください。 

H エンジンを停止するときは、必ず 
ワイパー作動 モー ドの マークを 0 
(停止）の位置に戻してください。 
0じ(外の位置のままエンジンス 
イッチを1の位置にすると、ワイ 
パーび作動し、ウインドウび濡れ 
ていないとさは傷が付くおそれが 
あります。 

H 寒冷時にはワイパーがガラスに貼 
り付くことびあります。作動させ 
る前に貼り付いていないことを確 
認してください。貼り付いたまま 
ワイパーを操作すると、ワイパー 
ブレー ドやモーターを損傷するお 
それびあります。 

H 雪などが付着しているとさは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作してください。作業の際には、安 
全のため、エンジンスイッチから 
キーを抜いてください。 
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ワイパー 



①ティップ機能/ウォッシャーの噴射 

@ワイノ く 一作 動 モー ドの マーク 

ワイパーを作動させる 

► エンジンスイッチが1か2の位置 
のとさにコンビネーションスイッチ 
をまわして、ワイパー作動モードの 
マーク③を！〜 III の位置に合わせ 
ます。 

レインセンサー装備車と非装備車では 

作動び異なります。 

〇フ□ントウインドウを拭くときな 
どは、必ずワイパー作動モードの 
マークを0 (停止）の位置にしてく 
ださい。ワイパーが動さ、けびをす 
るおそれびあります。 

[I フ□ントウインドウび乾いている 
とさはワイノ一を使用しないでくだ 
さい。ワイパーブレードを損傷した 
り、ウインドウの表面に細かい傷び 
付くおそれびあります。 


fl 自動洗車機で洗車した後、ワイ 
パーを作動させたとさにウインドウ 
に巧れび付着しているとさは、ワッ 
クスや洗浄液び付着しています。自 
動洗車機で洗車した後は、ウォッ 
シャー液を噴射して巧れを取り除い 
てください。 

〇フ□ントウインドウび巧れている 
場合は、必ずウォッシャー液を噴射 
してから使用してください。 

〇 ワイパーが作動しないとさは、別 
のモードを選択すると作動すること 
びあります。 

〇 エンジンびかかつていてヘッドラ 
ンプが点口しているとさに、フ□ン 
トウインドウウォッシャーを約5回 
操作すると、へッドランプウォッ 
シャー*び自動的に作動します。 

〇 冬季にはウォッシャ ー 液の濃度に 
注意し、冬用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

〇 ワイパー作動 モー ドのマークが I 
の位置のとさ、停車時にフ□ント 
ドアを開くとワイパーは作動しま 
せん。ワイパーはじ(下のとさに作動 
を再開します。 

• セレクターレバーび CE または 
m に入つているとさは、フロ 
ントドアを閉じてセレクターレ 
ノ く一を EE か亡 E に入れたとさ 

• セレクターレバーび EE または 
に入つているとさは、フロ 
ントドアを閉じたとさ 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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レインセンサー装備車 


位置 作動内容 

0 停止 

I AUTO モード 

II 低速モード 

III 高速モード 

D フ□ントウインドウが濡れてい 
ないとさは、コンビネーションス 
イッチを0の位置にしてくださし、 
フ□ントウインドウの巧れや光線の 
反射などでレインセンサーび誤作動 
し、ワイパーが作動するおそれびあ 
ります。 

〇 エンジンスイッチが1か2の位置 
のとさは、ワイパー作動モードの 
マークを0から I の位置にすると 
ワイパーび1回作動します。 

〇 コンビネーションスイッチび II ま 
たは III の位置のとさわ、停車時お 
よびご < 低速での走行時のワイパー 
の作動は、レインセンサーにより自 
動調整されます。 

レインセンサー 

フ□ントウインドウ上部中央にレイン 

センサーびあります。 

〇レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないでください。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくな 
ります。 


レインセンサー非装備車 


位置 

作動内容 

0 

停止 

1 

間欠モード 

II 

低速モード 

III 

高速モード 


〇 停車時およびご<低速での走行時 
には、ワイパーの作動び自動的にじ ( 
下のよラに切り替わります。 

• 間欠モードのとさ 

作動間隔び長 < なります。 

• 低速モードのとさ 
間欠作動になります。 

• 高速モードのとさ 
低速作動になります。 

走行速度を上げると元の作動に戻り 
ます。 

ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさ、コンビネーションスイッチ 
を矢印ののち向に軽く押します。 

ウォッシャー液び噴射せずに、ワイ 
パーび1回だけ作動します。 

この機能はフ□ントウインドウび濡れ 
ているとさだけ使用してください。 
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ワイパー 


フ□ントウインドウウォッシャーを噴 
射ずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさ、コンビネーションスイッチ 
を矢印のの方向にいっぱいまで押 
して保持します。 

その間ウォッシャー液び噴射し、ワ 
イパーわ作動します。 

Q ウォッシャー液び出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
でください。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびあります。 



①ノブ 

③ U アワイパー作動 モー ドの マーク 
⑤ U アワイパー作動位置 

テールゲートウインドウウオツ 
シヤー作動位置 


リアワイパーを作動させる 

► エンジンスイッチが1か2の位置 
のときにノブのをまわして、リア 
ワイパー作動 モー ドの マーク③ を 
⑤の位置に合わせます。 

U アワイノ く一び間欠で作動します。 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにリアワイパーインジケーター 
圆 び表示されます。 

〇 エンジンスイッチが2の位置でフ 
□ントワイパーが作動しているとさ 
にセレクターレバーを GE に入れ 
ると、リアワイパーがじ(下のよラに 
作動します。 

• フ□ントワイパーが間欠作動の 
とさ 

間欠で作動します。 

• フ□ントワイパーび低速あるし^ 
は高速作動のとさ 

低速で作動します。 

テールゲートウインドウウォッシャー 
を暖射させる 

► エンジン スイッチび1 か 2の位置 
のときに ノブのを まわして、リア 
ワイパー 作動 モー ドの マーク ③ を 
® または®の位置に合わせます。 
テール ゲー トウ イン ドウウォッ 
シャーが噴射され、 U アワイパーが 
数回作動します。 
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のーウインドウ 


ドアウインドウの開閉 


心 けがのおそれびありまず 

• ドアウインドウを開 < とさは、ド 
アウインドウに触れたり、身体を 
寄りかけないでください。ドアウ 
インドウとドア フレームとの 間に 
身体び引さ込まれて、けびをする 
おそれびあ0まず。 

• ドアウインドウを閉じるときは、身 
体や物び挟まれないよラにを意して 
ください。挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドアウインドウスイツ 
チを操作してドアウインドウを開い 
て < ださい。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
なりまず。 

また、車内び高温または低温にな 
ると、命に関わるおそれびあり 
ふ9 〇 

• 子供び車内からドアやドアウイン 
ドウを開くと、事故やけびの原因 
になりまず。 

テ供を乗せるとさは、 U アドアや 
U アドアウインドウのチヤイル 
ドプルーフ□ックを使用してくだ 
さい。 



運転席ドアのスイッチ 

① 助手席ドアウインドウスイッチ 

② 運転席ドアウインドウスイッチ 

③ 左側リアドアウインドウスイッチ 
® ち側 U アドアウインドウスイッチ 



ち側 U アドアのスイッチ 
⑤ち側 U アドアウインドウスイッチ 


ドアウインドウスイツチは各ドアにあ 
ります。 

運転席ドアには、すべてのドアウイン 
ドウのスイツチがあります。 
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エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに、ドアウインドウを開閉でさ 
ます。 
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パワーウインドウ 


ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 

押している間だけ開さます。 

スイッチをいっぱいまで押すと、自 
動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引さます。 

引いている間だけ閉じます。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じます。 

〇 ドアウインドウは車外からリモコ 
ン操作で開閉することびでさます 
(>83ぺージ)。 

〇 ドアウインドウび自動で開閉してい 
るとさに、スイッチを操作すると、 
その位置で停止します。 

〇 エンジンスイッチを0の位置にす 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いてから約5分間は、ドアウイ 
ンドウを開閉することびでさます。 
その間にフ□ントドアを開くと、ド 
アウインドウの開閉はでさな<なり 
ます。 

〇 運転席ドアのスイッチで助手席ド 
アや U アドアのドアウインドウを開 
開しているとさは、開閉しているド 
アウインドウのドアのスイッチでド 
アウインドウを操作することはでさ 
ません。 


挟み込み防止機能 


心 けがのおそれがありまず 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
でドアウインドウを閉じるとさは十 
分を意してください。ドアウインド 
ウに身体び挟まれると、致命的なけ 
びをするおそれびあ0まず。 

〇挟み込み防止機能には挟み込みを 
感知しない範囲があります。ドアウ 
インドウを閉じるときは十分注意し 
てください。 

スイッチを引き続けてドアウインドウ 
を閉じているとさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ドアウ 
インドウはただちに停止します。ス 
イッチから指を放すと、その位置から 
少し下降します。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
ドアウインドウはより強い力で閉じ 
ます。このとさに挟み込みなどの抵抗 
びあると、ドアウインドウはただちに 
停止して、スイッチから指を放すと、 
その位置から少し下降します。 

さらに、この状態からただちにスイッ 
チを引さ続けてドアウインドウを閉じ 
ると、ドアウインドウは挟み込み防止 
機能び作動しない状態で開じます。 
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自動でドアウインドウを閉じている 
とさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただ 
ちに停止して、その位置から少し開 
さます。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してから約3秒じ(内に、再度 
ドアウインドウを閉じたとさは、ドア 
ウインドウは自動で閉じなくなり、挟 
み込み防止機能ち作動しません。 


コンビニエンスオープニング機能 

車内び暑くなっているときなど、乗 
車する前に車内の空気を換気したいと 
さは、リモコン操作により、車の解錠 
に併せて、ドアウインドウとパノラ 
ミックラメラールーフ*を開くことび 
でさます。 

〇 操作は運転席ドア八ンドルの近< 
から行なってください。 

► キーの発信部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けます。 

►解錠ボタン（1>47ページ）を押し 
続けます。 

ドアウインドウび開さ、最前列のパ 
ノラミックラメラールーフ*がチ 
ルトアップします。 

►解錠ボタンから一度指を放し、再度、 
解錠ボタンを押し続けると、パノラ 
ミックラメラー>1レーフ*が開さます。 


コンビニエンスオープニング機能を中 
断ずる 

► 解錠ボタンから指を放します。 

作動中のドアウインドウやパノラ 
ミックラメラールーフ*はその位 
置で停止します。 

D 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下でリモコン操作を行なラ 
と、リモコンび作動しなかったり、 
誤作動することびあります。 

〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいるとさは操作でさません。 


コンビニエンスク□ージング機能 

車から降りた後に、 U モコン操作でド 
アウインドウやパノラミックラメラー 
ルーフ*を閉じることがでさます。 

〇 操作は運転席ドア八ンドルの近< 
から行なってくださし、 

► キーの発信部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けます。 

►施錠ボタン（1>47ページ）を押し 
続けます。 

ドアウインドウとパノラミックラメ 
ラールーフ*が閉じます。 

コンビニエンスク□ージング機能を中 
断ずる 

► 施錠ボタンから指を放します。 

作動中のドアウインドウやパノラ 
S ックラメラールーフ*はその位 
置で停止します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パワーウインドウ 


A けがのおそれがありまず 

U モコン操作でドアウインドウやパ 
ノラミックラメラールーフ*を閉じ 
ているとさは、身体や物び挟まれない 
ようにを意してください。 

挟まれそラになったとさは、ただち 
に施錠ボタンから指を放し、解錠ボ 
タンを押し続けて、ドアウインドウ 
とパノラミックラメラールーフ*を 
開いて < ださい。 

[I 車から離れる前に、すべてのドア 
ウインドウとパノラミックラメラー 
ルーフ*び閉じていることを確認 
してください。 

〇ドアウインドウやパノラミックラ 
メラールーフ*を閉じるとさは、開 
口部に異物びないことを確認してく 
ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することびあります。 

〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいるとさは操作でさません。 


じ(下のときは、ドアウインドウのリ 
セット作業を行なってください。 

• バッテ U —の接続び断たれたとさや 
バッテ U —びあびったとき 

• ドアウインドウが全開しなかったり 
全開しないとき 

• ドアウインドウが全開した後、わず 
かに開 < とさ 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


ドアウインドウのリセット作業を行 
な5 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

►リセットするドアウインドウのス 
イッチを引いて全開します。 

► そのままの状態で約1秒間保持し 
ます。 

それでもドアウインドウびねずかに 
開< とさは 

► ただちにドアウインドウスイッチ 
を引いて、ドアウインドウを完全 
に閉じます。 

► そのままの状態で約1秒間保持し 
ます。 

ドアウインドウのスイッチから指 
を放したときにドアウインドウび 
開かなければ、ドアウインドウの 
リセットび完了しています。 

ドアウインドウびわずかに開くと 
さは、上記の作業を再度行なって 
ください。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 
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心 事故のおそれびありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。 ブレーキ ペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさな< なるおそれびあ0ます。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったをの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0ます。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださい。 


心 事故のおそれびありまず 

少しでも車を動かずとさはエンジン 
を始動してください。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステア U 
ングの操作に非常に大さな力び必要 
になりまず。 


心 中養のおそれがありまず 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を吸い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こしたり、死こず 
るおそれびあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かないラちに吸い込んでいるおそ 
れびあ0まず。 


シフト位置 



シフト 

位置 

作動内容 

の 

パーキング位置 


駐車およびエンジン始動 
/停止の位置です。 


完全に停車していないと 
さは、 [ E にしないでく 
ださい。 


シフト位置が EE のとさ 
にのみ、キーを抜くこと 
びでさます。シフト位置 
び EE のとさは、セレク 
ターレバーび□ックされ 
ます。 


リバース位置 

後退するとさの位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 EE にしないでく 
ださい。 
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走行と停車 


地 ニュートラル位置 

動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引してち 
らラことで、車を移動で 
さます。 

走行中はシフト位置を 
rm にしないでください。 
トランスミツシヨンを損 
傷するおそれびあります。 

EE ドライブ位置 

路面状況やアクセルぺダ 
ルの踏み加減、走行モー 
ドや走行速度などに応じ 
て、自動的に最適な変速 
比（ギア）び無段階に設 
定されます。 

エンジンを始動ずる 

►パーキングブレーキが確実に効い 
ていることを確認します。 

►セレクターレバーが [ E に入つ 
ていることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 

► エンジンスイツチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに 3 
の位置までまわして手を放します。 

エンジンび始動します。 

H エンジンを始動するときは、アク 
セ J レペタレを踏まないでください。 


発進 _ 

P セレクターレバーを EE に入れ 
るときは、完全に停車してくださし、 
トランスミッシヨンを損傷するおそ 
れがあります。 

" エンジンび暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要(上 
にエンジン回転数を上げないでくだ 
さい。 

〇滑りやすい路面で発進するとさ 
は、車輪を空転させないよラに注意 
して< ださい。駆動系部品を損傷す 
るおそれびあります。 

〇 車速感応ドア□ックび設定さ 
れているとさは、走行速度が約 
1 5 km / h じ(上になると自動的に車 
び施錠されます。 

車速感応ドア□ックで施錠されてい 
るときも、車内のドアレバーを引い 
てドアを開< ことがでさます。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については（1>50、118ぺージ）を 
ご覧ください。 

〇 エンジンスイッチが2の位置で、 
ブレーキペダルを踏んでいないと、 
セレクターレバーを [ E から動 
かすことはでさません。 

►ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、セレ 
クターレバーを EE または EE に 
入れます。 

► パーキングブレーキを解除します。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっ < り踏み込 
みます。 
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A 事故のおそれがありまず 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレ 
クターレバーを操作しないで<だ 
さい。車び急発進したり、オートマ 
チックトランスミッションを損傷ず 
るおそれびあ0まず。 

P 急な坂道で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままブ 
レーキペダルから足を放し、アクセ 
ルペダルをゆっくりと踏んで、車び 
動さ出す感触を確認してからノ くーキ 
ングブレーキを解除して発進してく 
ださい。 

また、坂道で発進するとさは、ヒル 
スタートアシストも作動します。 

〇 エンジンが冷えているときは、 
より高いエンジン回転数でシフト 
アップが行なわれます。これによ 
り、排気ガスを浄化する触媒びよ 
り早く適正温度に達します。 


ヒルスタートアシストの作動 

坂道での発進時に車び後退または前 

進するのを防ざ、発進を容易にします。 

►発進時に、通常通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してち、 
ヒルスタートアシストが自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
または前進するのを防ぎます。 

A 事故のおそれびありまず 

• ヒルスタートアシストはパーキン 
グブレーキに代わるちのではあり 
ません。駐車ずるとさは必ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
セレクターレバーを EC に入れて 
<ださい。 

• ヒルスタートアシストび作動して 
車び停止していてち、絶対に車か 
ら離れないで<ださい。約1秒後 
にはヒルスタートは解除され、車 
び動さ出ずおそれびあ0まず。 

〇 ヒルスタートアシストの機能は解 
除でさません。 

〇 ヒルスタートアシストはじ(下のと 
さには作動しません。 

-傾斜していない路面や下り坂で 
発進するとさ 

• セレクターレバーび m に入っ 
ているとさ 

-パーキングブレーキび効いてい 
るとさ 

- ESP ⑩び故障しているとさ 
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走行と停車 


心 乂災のおそれがありまず 

マフラーは非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やずいちのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 


A 事故のおそれがありまず 

• 停車ずる前にエンジンを停止し 
ないで<ださい。ブレーキやステ 
アリングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 

• 駐車時や車を離れるとさは、セレ 
クターレバーを cc に入れ、 パー 
キング ブレーキを 確実に効かせ、 
エンジンを停止してください。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
なります。 

H 短時間でわ車から離れるときは、 
ドアウインドウやパノラミックラメ 
ラールーフ*を閉じて、車を施錠 
してください。 

確実に駐車するために、じ TF のことを 

確認してください。 

• パーキングブレーキび確実に効い 
ていること 

• セレクターレバーび CC に入ってい 
て、エンジンスイッチからキーが抜 
かれていること 

• 坂道で駐車するとさは、前輪び歩道 
方向に向いていること 


パーキングブレーキ 


心 乂災のおそれがありまず 

パーキングブレーキを効かせたまま 
走行しないでください。パーキングブ 
レーキび過熱して効かな < なったり、 
火災び発生するおそれびあります。 



ノ ーキングブレーキを解除ずる 

►パーキングブレーキレバー © を少 
し引さ上げ、ノブ③をいっぱい 
まで押し込んでからレバーを下げ 
ます。 

メーターノ くネ j レのブレーキ警告巧び 
消なします。 

パーキングブレーキを効かせる 

► パーキングブレーキレバーのを確 
実に引さ上げます。 

メーター ノ くネ j レのブ レーキ 警告灯が 
点なします。 

D パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
メッセージび表示されます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 







オートマチックトランスミッション（オートト□ニック） 


エンジンの停止 


A 事故のおそれびありまず 

走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なります。また、ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大さな力び 
必要になりまず。 

► 完全に停車します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキレバーを確実に引 
き、セレクターレバーを rpi に入 
れます。 

〇 セレクターレバーが巧□じ(外に 
入っているとさもエンジンを停止で 
さますび、必ずパーキングブレーキ 
を効かせて、セレクターレバーを 
m に入れてください。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり放 
します。 


オートマチックトランスミッション 
(オートト□ニック） 


心 事故のおそれがありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセル 
ペダルの下に物び入ると、ペダルを 
操作でさなくなるおそれびありまず。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったもの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0ます。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださい。 

停車中は、必ずパーキングブレーキ 
を効かせて < ださい。 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。運転装置に触れてけ 
びをしたり、事故の原因になります。 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失って車 
両びスリップし、事故を起こすおそ 
れびあ0ます。 

〇 エンジンを停止したとさは、エン 
ジンとトランスミッションの接続が 
断たれます。エンジンを停止したと 
きは、セレクターレバーを [ E に 
入れて、パーキングブレーキを効か 
せて < ださい。 

才ートマチックトランスミッションは、 
運転スタイ j レや走行状態に合わせて自 
動的に変速比（ギア）を変速します。 

運転スタイ j レや走行状態び変わったと 
さは、それに合わせて変速制御を行 
ないます。 
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オートマチックトランスミッション（オートト□ニック） 


シフト位置の選択 



►セレクターレバーを動かして、シフ 
卜位置を選択します。 

H シフト位置を選択するときは、完 
全に停車して、ブレーキペダルを 
踏んで < ださい。 

H セレクターレバーを [ PJ に入れ 
るとさは、完全に停車してください。 
トランスミッションを損傷するおそ 
れがあります。 

〇 エンジンスイッチび2の位置で、 
ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
に、セレクターレバーを rpi から 
動かすことびでさます。 


シフト位置 


シフト 

位置 

作動内容 

の 

パーキング位置 


駐車およびエンジン始動 
/停止の位置です。 


完全に停車していないと 
さは、 [ PJ にしないでく 
ださい。 


シフト位置び巧□のとさ 
にのみ、キーを抜くこと 
びでさます。シフト位置 
び EE のとさは、セレク 
ターレバーび□ックされ 
ます。 


リバース位置 

後退するとさの位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 CE にしないでく 
ださい。 


Fn I ニュートラル位置 


動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引してわ 
らラことで、車を移動で 
さます。 

走行中はシフト位置を 
rm にしないでください。 
トランスミッションを損 
傷するおそれびあります。 

CE ドライブ位置 

路面状況やアクセルぺダ 
ルの踏み加減、走行モー 
ドや走行速度などに応じ 
て、自動的に最適な変速 
比（ギア）が無段階に設 
定されます。 


を跋 e 恒冊 










才ート7チッ 



ン（オートト□ニック） 


A 事故のおそれがありまず 

走行中はセレクターレバーを m に 
入れないでください。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こずお 
それびありまず。また、駆動系部品 
を損傷ずるおそれびあります。 


シフト位置表示 


走行モード 



+20,5 乂 

21:30 

PRN 置固 




+20,5 

21:30 

PRN 田圍 



"ft-— r ■■ M III' 

①走行モード表示 


つ— 

© 


①シフト位置表示 

( EE に入っている状態） 

エンジンスイツチを2の位置にする 
と、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イ下部に、シフト位置表示のび表示 
されます。 

選択されているシフト位置は、反転し 
て表示されます。 


路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックトランスミッションの走行モー 
ドを切り替えることびできます。 

選択された走行モードはマルチファン 
クシヨンデイスプレイの走行モード表 
示のに表示されます。 



②走行モード選択スイッチ 


走行モードを選択ずる 

► 走行モード選択スイツチ③を押し 
ます。 


と践6恒冊 



C モードー S モードー C モードと 
切り替わります。 
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オートマチックトランスミッション（オートト□ニック） 


走行モード 

C モード 

快適性と経済性を重 
視した走行に適し 
ています。 

S モード 

スポーティな走行に 
適しています。 


走行モードが C モードのとさは、じ ( 

下のよラになります。 

• 快適性を重視したエンジン制御にな 
ります。 

• シフトアップび早めに行なわれるた 
め、燃料の余分な消費び抑えられ 
ます。 

• 前進*後退とわに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進します。 

• 滑りやすい路面などでの車両操縦性 
や走行安定性が向上します。 

• シフトアップが早めに行なわれるた 
め、低いエンジン回転で走行でさ、 
駆動輪び空転しにくくなります。 

走行モードび S モードのとさは、じ(下 

のよラになります。 

• スポーツ性を重視したエンジン制御 
になります。 

• 1速で発進します。 

• オートマチックトランスミッション 
び遅めにシフトアップします。 

• シフトアップが遅めに行なわれるた 
め、燃料をより多く消費します。 


マニュアルシフト 

7速マニュアルトランスミッシヨンと 
して使用することびでさます。 

A 事故のおそれがありまず 

滑りやずい路面やカーブを走行し 
ているとさは、シフトダウンによって 
エンジンブレーキび効くと、駆動輪 
びグ U ップを失ラおそれびあります。 
ギアをシフトずるとさは十分を意し 
てください。また、滑りやずい路面 
状況で駆動輪を空転させると、駆動 
系部品を損傷するおそれびあります。 

〇エンジンが暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッシヨンに大きな負 
担びかかるよラな運転をしないでく 
ださい。 


を跋 e 恒冊 







オートマチックトランスミッション（オートト□ニック） 



マニュアルシフトを選択すると、マル 
チフアンクシヨンディスプレイの走行 
モード表示のに' iM ' i び表示されます。 

また、選択された変速比（ギア）び変 
速比（ギア）表示③に反転して表示 
されます。 


セレクターレバーでの操作 



マニュアルシフトを選択ずる 
►セレクタ ー レバーが rsn に 入つ 
ているときにセレクターレバーを 
⑤側に操作します。 


または 

► セレクターレバーを④側に操作し 
ます。 

そのとさの変速比（ギア）のままで、 
マニュアルシフトになります。 

シフトアップずる 

► セレクターレバーを④側に操作し 
ます。 

1段上の変速比（ギア）にシフトアッ 
プします。 

シフトダウンずる 

► セレクターレバーを⑤側に操作し 
ます。 

1段下の変速比（ギア）にシフトダ 
ウンします。 

または 

► セレクターレバーを⑤側に操作し 
て保持します。 

加速や減速に最ち適した変速比（ギ 
ア）にシフトダウンします。 


と践6恒冊 


そのとさの走行速度やエンジン回転 
数に応じて、自動的に変速比（ギア） 
が選択されます。 
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オートマチックトランスミッション（オートト□ニック） 


ステアリングスイツチでの操作 



マニュアルシフトを選択ずる 

►セレクターレバーが EE に入つ 
ているとさに、左側ステア U ングス 
イッチ⑤を押します。 

そのとさの走行速度やエンジン回転 
数に応じて、自動的に変速比（ギア） 
が選択されます。 

または 

► ち側ステアリングスイッチ®を押 
します。 

そのとさの変速比（ギア）のままで、 
マニュアルシフトになります。 

シフトアップずる 

► ち側ステアリングスイッチ®を押 
します。 

1段上の変速比（ギア）にシフトアッ 
プします。 

シフトダウンずる 

► 左側ステアリングスイッチ⑤を押 
します。 

1段下の変速比（ギア）にシフトダ 
ウンします。 


または 

► 左側ステアリングスイッチ®を押 
して保持します。 

加速や減速に最ち適した変速比（ギ 
ア）にシフトダウンします。 

P 運転者びシフトアップ/ダウン 
操作をしなくても、走行速度とエ 
ンジン回転数に応じて、自動的に 
シフトアップ/ダウンすることび 
あります。 

P 運転者びシフトアップ/ダウン操 
作をしてち、選択した変速比（ギア) 
び適切でない場合は、エンジン保護 
などのため、シフトアップ/ダウ 
ンされません。 

〇 停車すると、変速比（ギア）は1 
速になります。 

オートマチックシフトに戻ず 

► セレクターレバーを④側に操作し 
て保持するか、素早く 2度操作し 
ます。 

または 

►ち側ステアリングスイッチ®*を 
押して保持するか、素早く 2度押 
します。 

マニュアルシフトを選択する前の走 
行モードに戻ります。 

または 

►走行モード選択スイッチ（>91ペー 
ジ）を押します。 

〇 マニュアルシフトを選択した状態 
でセレクターレバーを [ E じ(がの 
位置にするかエンジンを停止する 
と、マニュアルシフトは解除され、 
オートマチックシフトになります。 


を跋 e 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 










オートマチックトランスミッション（オートト□ニック） 


運乾のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
自動的に最適な変速比（ギア）び無段 
階に設定されます。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップする 
タイミングが早くなります。 

• 深く踏み込んだときはシフトアッ 
プするタイミングが遅くなります。 

キックダウン 

急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないます。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
みます。 

自動的に低い変速比（ギア）に切り 
替わり、エンジンの回転数び上がっ 
て素早 < 加速します。 

► 希望する速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップします。 

H キックダウンするとさは、周囲の 
状況に注意しながら操作して < だ 
さい。事故を起こすおそれびあり 
ます。 

通常走行 

通常はセレクターレバーを EE に入 
れて走行します。路面状況やアクセル 
ペダルの踏み加減、走行モードや走行 
速度などに応じて、自動的に最適な変 
速比（ギア）び無段階に設定されます。 


心 事故のおそれがありまず 

走行中はセレクターレバーを m に 
入れないでください。エンジンブレー 
キび効かないため、事故の原因になっ 
たり、トランスミッションを損傷ず 
るおそれびあ0ます。 

〇 エンジンび冷えているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアッ 
プび行なわれます。これにより、排 
気ガスを浄化する触媒びより早く適 
正温度に達します。 

〇 オートマチックトランスミッショ 
ンは、運転者の運転の仕方に合わ 
せて、自動的に変速のタイミング 
を制御します。運転者や運転スタ 
イル、運転状況び変わったとさは、 
変速タイミングもそれに合わせて 
変化します。 

下り坂での走巧 

下り坂を CE で走行すると、エンジ 
ンブレーキの効さび弱く、速度び出す 
ざることがあります。 

► 坂の勾配などに応じてマニュアルシ 
フトで低い変速比（ギア）を選択し 
ます。 

エンジンブレーキの効さび強くなり 
ます。 

〇 エンジンブレーキ：走行中にアク 

セルペダルを戻したとさに発生する 
エンジン内部の抵抗を利用した減 
速をエンジンブレーキといいます。 
低い変速比（ギア）のとさほど効さ 
び強くなります。 


と跋6恒冊 
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オートマチックトランスミッション（オートト□ニック） 


心 事故のおそれがありまず 

• 長い下り坂や急な下0坂では必ず 
エンジンブレーキを併用してくだ 
さい。ブレーキペダルを踏み続け 
たり、急ブレーキを繰り返ずと、 
ブレーキび効かな<なるおそれび 
あ0まず。 

• 急激なエンジンブレーキを効かせ 
ないでください。駆動輪びス U ッ 
プして車のコント□ールを失い、 
事故を起こずおそれびありまず。 


滑りやずい路面での走行 

走行モード（>91ページ）を C モー 
ドに切り替え、 急加速や急減速を避け 
た運転を/びけてください。 

A 事故のおそれがありまず 

滑りやずい路面では、低い変速比（ギ 
ア）を選択することによる急激なエ 
ンジン ブレーキを 効かせないで<だ 
さい。車のコント□ールを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 

P エンジンの許容回転数を超えるお 
それびある場合は、シフトダウンす 
ることはできません。このときは、 
ブレーキぺ夕 J レを踏んで減速してか 
ら再度操作し、速度に応じたエンジ 
ンブレーキを効かせて < ださい。 


狭い場所でお回ずるとさ 

► ブレーキペダルを踏みなびら、走行 
速度を調整します。 

►後方など周囲のち全を確認し、ゆっ 
くりと転回します。 

停車ずる 

►一時的に停車するとさは、セレク 
ターレバーを EE に入れたままブ 
レーキ ペダルを踏みます。 

► やむを得ず停車が長 < なるとさは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを rpi に入 
れます。 

A 事故のおそれがありまず 

停車中は空ぶかしをしないでくだ 
さい。 万一、 セレクターレバーび 
EE か m に入ると、車び急発進し 
て重大な事故を起こずおそれびあり 
まず。 

〇急な上り坂などではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停車状態を 
保たなし" i でくださし、トランスミツ 
シヨンに負担がかかり、過熱や故 
障の原因になります。 

。停車中はブレーキペダルを確実に 
踏み、クリープ現象で車が動かない 
よラにしてください。 


iGlw 





メーター 八ネル 
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メーター パネル 


メーターパネルの各部の名称について 
は（^19、20ぺージ）をご覧ください。 

A 事故のおそれびありまず 

メーターパネルや7ルチファンク 
シヨンディスプレイび故障すると、 
車両の状態や速度、外気温度、故障/ 
警告メッセージなどび表示でさな< 
なることびあります。十分を意して 
走行してください。また、ただちに 
メルセデス-ベンツ指定サービスェ 
場に連絡してください。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の表。^ _ 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
じ(下のとさに表示されます。 

• エンジンスイツチを1か2の位置 
にしたとさ 

0の位置にしてから約30秒後に表 
示び消えます。 

• パーキングランプじ(外の車外ランプ 
び点なしたとさ 

車外ランプが消好してから約30秒 
後に表示び消えます。 

また、じ(下のとさに表示されて約30 
秒後に表示が消えます。 


メーターパネル照度調整ボタン/ 
リセットボタン 



①メーターパネル 照度調整ボタン / U 


セツトボタン 

メータ ー J くネ^レ照度調整ボタン 

メーターパネルび点巧しているとさ 
に、メーターパネルの照度を調整でさ 
ます。 

周囲び暗いとさは、マルチファンク 
シヨンディスプレイの照度も連動して 
調整されます。 

► メーターパネル照度調整ボタンの 
を時計回りまたは反時計回りにま 
わします。 

リセットボタン 


トリツプメーターや各種設定などを U 
セツトするとさに使用します。 


B 暴6恒冊 


• 運転席ドアを開いたとさ 
• 開いている運転席ドアを閉じたとさ 
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メーター 八ネル 


エンジン冷却水温度計 _ 

メーターパネルの左側にあります。エ 
ンジン冷却水の温度を表示します。 

指定の冷却水を適切な混合比で使用し 
ているとさは、約120むまではオー 
バーヒートは起こしません。 

暑い曰や上り坂が続くとさなどに、冷 
却水温度の表示び120で付近を示すこ 
とびありますび、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故障/警告メツセー 
ジび表示されない限り、故障ではあり 
ません。 


燃料計 _ 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンクの容量は約54 U ットルです。 

[I 給油のとさはエンジンを停止して 
ください。 


燃料残量警告な _ 

燃料の残量び少なくなると点なします。 

警告なび点なしたとさの残量は約6 
リツトルです。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認してください。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反になります。 


時計 _ 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で時刻の設定びできます （ M 12ペー 
ジ)。 

HDD ナビゲーシヨン装備車は、時計 
をオーディオの時刻に連動させること 
びでさます。 

オーディオの時刻の設定については、 
別冊 「 AM / FM ラジオ & CD / DVD プ 
レーヤー取扱説明書」をご覧 < だ 
さい。 


乂 In —トメーター _ 

車の走行速度を km / h で表示します。 


タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

〇指針がエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよラ 
にしてください。エンジンを損傷す 
るおそれびあります。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給び行なわれな < なります。 

9環境 

必要!;^上にエンジン回転数を上げて 
走行しないでください。燃料を不必 
要に消費し、大気汚染の原因になり 
ます。 


を跋 e 恒冊 
















メーター パネル 
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外気温度表示 _ 

外気温度を表示します。 

外気温度の上昇や下降は、少し遅れて 
表示に反映されます。 

外気温度をフ□ントバンパー付近で測 
定しているため、外気温度表示は路面 
からの簡射熱などの影響を受けます。 
したびって、が気温度表示び実際の外 
気温度と異なることびあります。 

A 事故のおそれがありまず 

外気温度表示び〇で!；^上でを、路面び 
凍結していることびありまず。走行に 
は十分を意してください。 


B 義6恒冊 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ンディスプレイ 


マルチフアンクシヨンステアリング 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告メッセージや各種情 
報などを表示 • 設定するシステムです。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないます。 

A 事故のおそれがありまず 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
を操作ずるとさは、常に周囲の状況 
にを意してください。 


心 事故のおそれびありまず 

走行中にステア U ングのスイッチを 
操作ずるとさは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまわしな 
びら操作ずると、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 


名称 

①マルチフアンクシヨンディス 

プレイ 

③ 田日 

• 各種設定の設定グループ選 
択画面でのグループの選択 

•設定項目画面での数値や設 
定の変更、機能のオン/才 
フの選択 

•各メイン画面やオーディオ 
画面表示中の音量の調節 

⑤ \^\ 

電話の保留/切断 

四 

電話の発信/受信 

発信履歴の表示 

④ 圍園 

メイン画面の選択 

⑤ 回回 

•選択したメイン画面内での 
画面の切り替え 

•オーディオ画面でのトラッ 
クの選巧、ラジオ局/テレ 
ビ局*の選局、 DVD ビデオ 
のチャプターの選択 

• 電話画面での電話帳や発信 
履歴のスク □ ール 

〇 ステアリングスイッチでの操作に 
ついては、別冊 「 AM / FM ラジオ& 
CD / DVD プレーヤー取扱説明書」 
もご覧ください。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


ielw 











マルチフアンクシヨンデイスプレイ 



149.8 

26753 



画 







が 



D ^ 主 國 



;故障びあるときに 
表示されます 



メイン画面一覧 


① 

車両情報 

102 

③ 

オーディオ 

104 

⑤ 

ナビ* 

106 

④ 

故障表示 

107 

⑤ 

各種設定 

108 


卜 U ップニ!ンピューター 

119 

@ 

電話 

122 


と跋6恒冊 
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《ナビ画面は、販売店オプションの HDD ナビゲーションシステム装着車に表示されまず。 
《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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車両情報 _ 

r 車両情報」には(下の画面びあり 

ます。 

• 車両情報メイン画面（卜 U ップメー 
夕一、オドメーター； 

• 車両情報サブ画面 （ U アワイパー 
インジケーター、が気温度/走行 
速度表示、時刻表示、シフト位置/ 
変速比(ギア）表示、走行モード表示） 

• タイヤ空気圧警告システム画面 
(>194ぺージ） 

• 走行速度/外気温度表示画面 

• メンテナンスインジケーター画面 
(>206ぺージ） 

車両情報メイン画面（トリップメー 

夕一、オドメーター ） 


14*9 •甘 '― 1 


26753 


①トリップメーター 
③オドメーター 

車両情報メイン画面を表示させる 

► またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます。 


トリップ メーターの 

U セット後の走行距離を表示します。 

トリップメーターをリセットずる （0.0 
に戻ず） 

► リセットボタン（1>97ページ）を、 
表示が 0.0 になるまで押し続け 
ます。 

オドメーター③ 

これまでに走行した距離の総合計を 
表 TJX します。 

車両情報サブ画面 



@ © 


の U アワイパーインジケーター 
③外気温度/走行速度表示 
⑤時刻表示 

® シフト位置/変速比（ギア）表示 
⑤走行モード表示 

リアワイパーインジケーター 

リアワイパーが作動しているとさに表 
示されます（1>80ページ）。 

が気温度/走行速度表示 

外気温度または走行速度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"メー 
ター"の" 車両情報サブ画面の表示設 
定画面"（1>111ぺージ）で行ないます。 


を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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時刻表示 

時刻を表示します。 

HDD ナビゲーションシステム装備車 
は、オーディオの時刻に連動させるこ 
とびできます （^11 2ページ）。 

才ーディオの時刻の設定につし^ては、 
別冊 「 AM / FM ラジオ & CD / DVD プ 
レーヤー取扱説明書」をご覧 < だ 
さい。 

シフト位置/変速比（ギア）表示 

才ートマチックトランスミッションの 
シフト位置を表示します091ペー 
ジ)。 

また、マニュアルシフトを選択した 
とさの変速比（ギア）を表示します 
(>93 ぺージ）。 

走行モード表示 

オートマチックトランスミッションの 
走行モードを表示します091ペー 
ジ）。 


走け达度/外気溫度表71^画回 



① 走行速度表示 

② 外気温度表示 

走行速度または外気温度を表示します。 

各種設定の"メーター"の"車両情報 
サブ画面の表示設定画面" （^1 11ペー 
ジ）で"ガイキオン"を選択すると、 
この画面は走行速度表示になります。 

" 車両情報サブ画面の表示設定画面"で 
" ソクド"を選択すると、この画面はが 
気温度表示になります。 

走巧速度/外気温度表示画面を表示さ 
せる 

► またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます。 

► I A I または I ク I をキ甲して、走行速 
度/外気温度表示画面を表示させ 
ます。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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A 事故のおそれがありまず 

外気温度表示び上でを、路面び 
凍結していることびあります。走行 
には十分を意してください。 

H 外気温度の上昇や下降は、少し遅 
れて表示に反映されます。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、外気温度表示 
は路面からの蘭射熱などの影響を受 
けます。したびって、外気温度表示 
び実際の外気温度と異なることびあ 
ります。 

〇 マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの走行速度の表示単位を km/h 
または mph に切り替えることびで 
きます （ M 10ページ）。 


ラジオ局を選択ずる 


才一：7■イオ 


の^ 



の" FMT または " FM 2" 

" AM 1" または " AM 2" 

②プ U セツト番号/周波数 

ラジオを受信しているとさに表示 
局でさます。 


選 


AM / FM ラジオ & CD / DVD プレー 
ヤーを使用しているとさに、オーディ 
才、テレビ*、 DVD ビデオの各機能 
を操作でさます。 


► ra または ffij を押して、オーディ 
才画面を表示させます。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► ^またはを押します。 

次または前のプリセツト番号の放送 
局に移動します。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► ^または^を押して保持し 
ます。 

受信周波数が移動して、次に受信で 
さる放送局（周波数）で停止します。 

ft 詳細については、別冊 「 AM/FM 
ラジオ& CD / DVD プレーヤー取 
扱説明書」をご覧ください。 


お画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
オプションや仕様により、異なる装備です。 


を跋 e 恒冊 
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音楽を選巧ずる 



①音楽 ソース 表示 （"D に Cii / iiM.CARDY 


"HDDYiiMEDIAii/iiAUX") 

③トラック番号 

AM / FM ラジオ & CD / DVD プレー 
ヤーで再生している音楽ソース（ディ 
スク、メモ U —カード、 S ュージッ 
クレジスター*、メディアインター 
フェース*、外部入力）び音楽ソース 
表示のに表示されます。 

► ra またはを押して、オーディ 
才画面を表示させます。 

トラックを選巧ずる 

ディスク、メモ U —力ード、ミュージッ 
クレジスター*、メディアインター 
フェース*のいずれかを再生している 
とさは選曲を行なラことがでさます。 

► またはを押します。 

次または前のトラックび選曲され 
ます。 

〇 詳細については、別冊 「 AM/FM 
ラジオ& CD / DVD プレーヤー取 
扱説明書」をご覧ください。 


〇 ミュージックレジスターは、販売 
店オプシヨンの HDD ナビゲーシヨ 
ンシステムを装着することにより 
使用でさます。詳しくは、お買い上 
げの販売店またはメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、。 

テレビ局を選局ずる* 



の" TVr または ITV 2" 

③プ U セツト番号/チャンネル番号 

テレビを受信しているときに表示-選 
局でさます。 

► I 里 I または Ul を押して、オーディ 
才画面を表示させます。 

テレビ局をプリセツト選局ずる 

► または^を押します。 

次または前のプ U セツト番号のテレ 
ビ局に移動します。 

テレビ局を自動選局ずる 

► ^または^を押して保持し 
ます。 

受信チヤンネルび移動して、次に受 
信でさるチヤンネルで停止します。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義 G 9 恒冊 
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〇 詳細については、別冊 「 AM/FM 
ラジオ& CD / DVD プレーヤー取 
扱説明書」をご覧ください。 

〇 テレビは、販売店オプションの 
地上デジタル放送用テレビチュー 
ナーを装着することにより使用でさ 
ます。詳しくは、お買い上げの販売 
店またはメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


DVD ビデオのチャプターを選択ずる 



の 

DISC 

〇 
—— - Ch . 5 

ク 



①チャプター番号 


DVD ビデオを再生しているとさに表 
示*選択でさます。 

► ra またはを押して、オーディ 
才画面を表示させます。 

チャプターを選択ずる 

► またはを押します。 

次または前のチャプターび選択され 
ます。 

〇 詳細については、別冊 「 AM/FM 
ラジオ& CD / DVD プレーヤー取 
扱説明書」をご覧ください。 


ナビ" _ 

HDD ナビゲーシヨンシステム装備車 
は、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにナビ画面を表示でさます。 

ナビ画面を表示させる 

► またはを押して、ナビ画 
面を表示させます。 

► AM / FM ラジオ& CD / DVD プレー 
ヤーの電源をオンにします。 

ルート案内を巧なっていないとき 


ホウイ 

— N 


①進行ち向のち位表示 

ルート案内を行なっていないとさは、 
マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行方向の方位のが表示されます。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


を跋 e 恒冊 
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ルート案内を巧なっているとき 



①目的地までの距離 
©交差点（分岐点）での進行ち向 
③交差点（分岐点）までの距離 

ルート案内を行なってし"1るときは、マ 
J レチフアンクションディスプレイに、 
目的地までの距離のや交差点（分岐 
点）での進行ち向③、交差点（分岐点） 
までの距離③などび表示されます。 
〇 詳細については、別冊 「 AM/FM 
ラジオ& CD / DVD プレーヤー取 
扱説明書」をご覧ください。 

〇 ナビは、販売店オプションの 
HDD ナビゲーションシステムを装 
着することにより使用でさます。詳 
しくは、お買い上げの販売店または 
メルセデス*ベンツ指定サービスェ 
場におたずね < ださい。 


故障表示 



凶凹 


ヒダリマエ 
ウィンカー 


故障表示画面 

① 故障件数画面 

(この例では、1件故障びあり 
ます） 

③ 故障/警告メッセージ画面の例 

故障や異常が発生したとさ、車の状況 
をメッセージで表示します。 

〇 故障や異常がないとさは、故障表 
示画面は表示されません。 

自動表示機能 

エンジンびかかっているとさに故障 
や異常が発生したとさは、故障/警 
告メッセージ画面び自動的に表示さ 
れます。 

ステア U ングの fgIfJ ] や のの 、 
またはリセットボタンを押すと、故 
障/警告メッセージび消えます。 


B を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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故障/警告メツセージを手動で確 
認ずる 

エンジンスイツチび1か2の位置の 
ときに表示できます。 

► またはを押して、故障件 
数画面のを表示させます。 

故障件数び数字で表示されます。 

► ^または^を押して、故障/ 
警告メツセージ画面③を順番に表 
示させます。すべて表示されると、 
故障件数画面のに戻ります。 

故障表示のリセット 


マルチフアンクションディスプレイ 
に故障/警告メッセージび表示され 
ているとさは、エンジンスイッチを 0 
の位置にすると、故障/警告メッセー 
ジの表示び消えます。 

ただし、故障や異常の状況が変わら 
ない場合は、次にエンジンを始動した 
とさ、再び故障/警告メッセージが 
表示されます。 

H 表示される故障や異常は一部の限 
られた装備についてであり、表示 
される内容ち限られています。故 
障や異常の表示は運転者を支援す 
るちのです。発生した故障や異常 
に対処して車の安全性を確保する 
責任は運転者にあります。 

n 故障/警告メッセージが表示され 
たとさは、必ずメルセデス*ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

P 表示される故障/警告メッセージ 
については（1>224ぺージ〜）をご 
覧ください。 


各種設定 _ 

r 各種設定」には(下の画面びあり 
ます。 

• 各種設定メイン画面 

• 設定グループ選択画面 

• 各種設定項目の初期化画面 

• 各種設定項目の初期化完了画面 

〇設定の変更は必ず停車中に操作し 
てください。 

〇 安全のため、走行中は設定を変更 
でさない項目びあります。 

各種設定メイン画面 


セッテイ 
R ホ''タンヲ 
3ヒ、、ヨウオスト 
リセット 
サレ7ス 


各種設定メイン画面を表示させる 

► またはを押して、各種設 

定メイン画面を表示させます。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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設定グループ選択画面 




セツテイ 

© 


■ メーター ■ 

ジコク/ヒジケ 
ライト 

© 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面 
を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、設定 
グループを選択します。 

設定項目画面を表示ずる 

► 選択したグループ名を確認して、 
^を押すと、選択したグループ 
内の最初の設定項目画面が表示さ 
れます。 

► ^または^を押して、設定項 
目画面を選択します。 

設定項目画面の数値や設定を変更ずる 
機能のオン/オフを選択ずる 

► m またはを押して、設定項 
目の数値や設定を選択したり、機 
能のオン/オフを選択します。 

選択した設定が記憶されます。 


各種設定項目の初期化 


各種設定のすべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化する（戻す）ことびで 
さます。 

各種設定項目を初期化ずる 

► またはを押して、各種設 

定メイン画面を表示させます。 

► リセットボタン（1>97ページ）を 
約3秒間押し続けます。 


セッテイ 
つクジョクノ 
セッテイニ 
リセット 
シ7スカ？ 
カクニンノ、 
R ボタン 


初期化画面 

初期化画面び表示されます。 

► 初期化画面の表示中（約5秒(内) 
に、リセットボタンを押します。 


セッテイ 
コウジョウ 
シユッカジ 
セッテイニ 
リセット？ 


初期化完了画面 

初期化び実行され、初期化完了画 
面び表示されます。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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〇 初期化画面び表示されてから約5 
秒間リセットボタンを押さずにいる 
と、各種設定メイン画面に切り替わ 
ります。 

〇 各種設定項目を初期化すると設定 
グループ選択画面び表示されます。 

メーター 

「メーター」では、 liTF の画面での設 
定を行なラことがでさます。 

• 速度*距離単位設定画面 
• ディスプレイ言語設定画面 
• 車両情報サブ画面の表示設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(> 108 ぺージ)。 

► ^を押して、設定グループ選択 
画面を表示させます（1>109ペー 
ジ)。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"メー 
ター''を選択します。 

設定項目画面を表示させる 

► を巧します。 

メーターの最初の設定項目画面び 
表示されます。 


速度-距離単位設定画面 


ヒヨウシ''タンイ 
キ □/ マイル 

© 




7イル 

© 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度と走行距離などの表示単位の設定 
びでさます。 


► または W を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示び km / h 、 km になり 


ます。 

マイル 

表示か mph 、 マイル 、 mi 


になります。 


H imph は約1 •6 km / h です。表示 
単位びマイルになっていると、誤っ 
て速度を超過するおそれがあり 
ます。必ず表示単位を km にしてく 
ださい。 

〇 マイルに設定すると卜 U ップメー 
ターやトリップコンピューターなど 
もマイル表示になります。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 









ディスプレイ言語設定画面 


ディスプレイに表示する言語の設定が 
でさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になります。 

ニホンゴ 

日本語表示になります。 


車両情報ヴブ画面の表示設定画面 



車両情報サブ画面に表示する項目の設 
定びでさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ソクド 

車両情報サブ画面の 
表示び走行速度にな 
ります。 

ガイキオン 

車両情報サブ画面の 
表示びが気温度にな 
ります。 


〇 車両情報サブ画面の表示を切り替 
えると、走行速度/外気温度表示 
画面（1>103ページ）の表示も切 
り替わります。 



ステータス 

ヒョウシク 

0 

ソクト ' 


ゲンコ' 

© 

English 




マルチフアンクシヨンディスプレイ 



と跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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ジコク/ヒジケ 

r ジコク/ヒツケ」では、じ(下の画面 
での設定を行なラことびでさます。 

• 時刻の設定ち法選択画面* 

• 時刻の設定画面（時） 

• 時刻の設定画面（分） 

• 曰付の設定画面（曰） 

• 曰付の設定画面（月） 

• 曰付の設定画面（年） 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(> 108 ぺージ)。 

► ^を押して、設定グループ選択 
画面を表示させます（1>109ぺ一 
ジ)。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"ジコ 
ク/ヒツケ " を選択します。 

設定項目画面を表示させる 

► を巧します。 

ジコク/ヒツケの最初の設定項目 
画面び表示されます。 


時刻の設定方法選択画面 


トケイン、ドウ 
シュウセイ 

© 





車両情報サブ画面に表示される時刻 
をオーディオの時刻に連動させるこ 
とびでさます。 


► または W を押して、反転表 


示を移動します。 

表示 

設定内容 

オン 

車両情報サブ画面に表示 
される時刻びオーディオ 
の時刻に連動します。 

オフ 

車両情報サブ画面に表示 
される時刻などを手動で 
設定します。 


〇 オンを選択した場合、時刻の設定 
画面（時）〜（年）は表示されません。 

〇 各種設定項目を初期化してち、 
時刻は工場出荷時の設定になりま 
せん。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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時刻の設定画面（時) 



シ''コク 
シ''カン 

© 

旧: 22 

0 


車両情報サブ画面の時刻表示の「時」 
を設定します。 

► m またはを押して、反転部 
分の数字を修正します。 

時刻の設定画面（分） 


シ'コク 
フン 

© 

12:困 

© 



車両情報サブ画面の時刻表示の「分」 
を設定します。 


► W または W を押して、反転部 
分の数字を修正します。 


曰付の設定画面（曰） 



ヒツぐケ 

ヒノセツテイ 

© 

困. 07. 2009 

© 


日付の「曰」を設定します。 

► m またはを押して、反転部 
分の数字を修正します。 

日付の設定画面（月） 


ヒツ、、ケ 
ツキノセツテイ 

© 

25. EH - 2009 

© 



日付の「月」を設定します。 


► 己^または^を押して、反転部 
分の数字を修正します。 




《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 













114 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


曰付の設定画面（年) 


ヒックケ 

トシノセツテイ 

み 

25. 日7. 囚而 51 

© 


日付の「年」を設定します。 

► m またはを押して、反転部 
分の数字を修正します。 

ライト 


「ライト」では、(下の画面での設定 
を行なラことびでさます。 

• へッドランプ点なモード設定画面 

• □ケイターライティング設定画面* * 
• 車外ランプ消な遅延機能設定画面* 
• ルームランプ消な遅延機能設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(> 108 ぺージ)。 

► ^を押して、設定グループ選択 
画面を表示させます（1>109ぺ一 
ジ）。 


設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"ライ 
卜 " を選択します。 

設定項目画面を表示させる 

► を巧します。 

ライトの最初の設定項目画面び表 
示されます。 

へッドランプ点！打モード設定画面 


ヘッドライト 
セッテイ 

© 

ツネニオン 


■ 

へッドランプの点なモードの設定がで 
さます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


を跋 e 恒冊 
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□ケイターライテインク設定画面 


周囲が暗いとさに U モコン操作で解 
錠すると車がランプび点なする機能の 
設定びでさます。 


► W または^を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに、 U モ 
コン操作で解錠すると、 
車幅な、フ□ントフォグ 
ランプ、テールランプ、 
ライセンスランプび点灯 
します。 

オフ 

□ケイターライティング 
は作動しません。 

詳しくは 

(^48 ページ）をご覧くだ 


さし、 


表示 

設定内容 

ツネニ 

常時点灯モードです。 

オン 

ランプスイッチを 
因 □ か匹巧の位置に 
しているとさに、エ 
ンジンを始動すると、 
へッドランプなどび 
常に点なします。 

マニュアル 

手動点なモードです。 

へッドランプなどを 
点なするとさはラン 
プスイッチを操作し 
ます。 

日本ではこのモード 
に設定してください。 


〇 常時点なモードは、走行中の昼間 
点なび義務付けられている諸国に 
対応しています。日本では手動点 
なモードに設定して使用して<だ 
さし、 

〇 常時点なモードで自動的に点灯す 
るランプは、ヘッドランプ、車幅 
な、テールランプ、ライセンスラン 
プです。ヘッドランプを上向さにし 
たり、フォグランプなどを点なする 
とさは、各スイッチを操作してくだ 
さい。 

〇 走行しているとさは、常時点な 
モードから手動点灯モードにするこ 
とはでさません。 



オフ 


□ケイタ 
ライティンク'' 

© 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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車がランプ消'灯遅延機能設定画面 


ヘッド、ライト 
オフ、チェン 

© 

オン 


mm 

周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と車がランプび点なする機能の設定が 
でさます。 


► W または^を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさにエンジ 
ンを停止すると、車幅な、 

フ□ントフ ォグ ランプ、 
テールランプ、ライセン 
スランプび点灯し、ドア 
やテール ゲー トを開いて 
閉じた後、約15秒後に消 
なします。 

オフ 

車外ランプ消な遅延機能 
は作動しません。 

詳しくは 

072ぺージ）をご覧くだ 


さし、 


ルームランプ消'灯遅延機能設定画面 


ルーム ランフ° 
オフ、チェン 

© 





ルーム ランプび自動点な モー ドで周囲 
び暗いとさにエンジンスイッチから 
キーを 抜くと、 ルーム ランプび点なす 
る機能の設定びできます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプび自動点な 
モードで周囲が暗いとさ 
にエンジンスイツチから 
キーを抜くと、ルームっ 
ンプが約10秒間点なし 
ます。 

オフ 

ルームランプ消灯遅延機 
能は作動しません。 

詳しくは 

さい。 

(>76ページ）をご覧くだ 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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シャリョウ 

r シャリョウ」では、(下の画面での 
設定を行なラことができます。 

• ウィンタータイヤスピードリミツ 
ター設定画面 

• 車速感応ドア□ツク設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(> 108 ぺージ)。 

► ^を押して、設定グループ選択 
画面を表示させます （>109 ぺ一 
ジ)。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"シャ 
リョウ"を選択します。 

► を巧します。 

シヤリョウの最初の設定項目画面 
び表示されます。 


ウインタータイ ヤス ピー ドリ5ッ ター 
設定画面 


スピード 
IJ ミ;^ (タイヤ) 

© 




230km/h 

220km/h 

© 


最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 

► m またはを押して、設定内 
容を選択します。 


表示 

設定内容 

オフ 

ウィンタータイヤス 


ピードリミッターは 


作動しません。 

230 km/h 

最高速度がそれぞれの 

220 km/h 

速度に設定されます。 


210 km/h 
200 km/h 
190 km/h 
180 km/h 
170 km/h 
160 km/h 


《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


B 義09恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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〇 ウィンタータイヤスピードリミッ 
ターを設定しているとさは、可変 
スピードリミッター (>127 ぺ一 
ジ）で設定できる制限速度の上限は、 
ウィンタータイヤスピードリミッ 
ターの設定速度となります。 

車速感応ドア□ック設定画面 


オート7テイツク 
トマ□ック 

© 

田 

オフ 

© 


走行速度び約1 5 km/h (上になった 
とさに、ドアとテールゲートを自動 
的に施錠する機能の設定びできます。 

► m またはを押して、反転表 


示を移動します。 

表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックが作 
動します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは作 
動しません。 

詳しくは 

(050 ぺージ）をご覧くだ 


さし、 


ノノオート 

r コンフオート」では、じ(下の画面で 
の設定を行なラことがでさます。 

• 施錠時のドアミラー格納設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させます 
(> 108 ぺージ)。 

► ^を押して、設定グループ選択 
画面を表示させます （>109 ぺ一 
ジ)。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"コン 
フオート"を選択します。 

設定項目画面を表示させる 

► ^を押します。 

コンフオートの設定項目画面び表 
示されます。 


を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 










マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


119 


施錠時のドアミラー格納設定画面 



リモコン操作での施錠時にドアミラー 
を格納する機能の設定びでさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 

表示設定内容 

オン U モコン操作での施錠時に 

ドアミラーび格納されます。 

オフ U モコン操作での施錠時にド 

アミラーは格納されません。 

詳しくは （^64 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


〇 トリップコンピューターでは、エ 
ンジンスイッチを 0 の位置にす 
るかエンジンスイッチからキーを 
抜いた後、次にエンジンスイッチ 
を1の位置にしたとさや、他のメ 
イン画面に切り替えてから再度卜 
U ップコンピューターにしたとさ 
は、前回表示していた画面び表示 
されます。 

エンジン始動時からの情報表示画面 



①エンジン始動からの走行距離 （ km ) 
③エンジン始動からの経過時間 （ h ) 

⑤エンジン始動からの平均速度 ( km / h ) 
® エンジン始動からの平均燃費 ( km / I ) 


トリップコンピューター 


「トリップコンピューター」にはじ(下 
の画面びあります。 

• エンジン始動時からの情報表示画面 
• U セット時からの情報表示画面 
• 走行可能距離画面 
• 瞬間燃費表示画面 

《瞬間燃費表示画面は、曰本仕様では表示され 
ない場合びあります。 


エンジンを始動したときを起点とした 
情報を表示します。 

〇 エンジンスイッチを 0 の位置にし 
てから、またはエンジンスイッチか 
らキーを抜いてから約4時間経過す 
ると、自動的に U セットされます。 
約4時間じ(内にエンジンスイッチ 
を1か2の位置にしたとさは、前 
回の情報び継続して表示されます。 
このときは、999時間経過後、ま 
たは9,999 km / マイル走行後に自 
動的に U セットされます。 


B を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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エンジン始動時か S の情報表示画面を 

表示させる 

► またはを押して、トリッ 
プコンピューターのいずれかの画 
面を表示させます。 

► またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報表示画面を表 
示させます。 

エンジン始動時か S の情報表示画面を 

手動でリセットずる 

エンジン始動時からの情報表示画面は 

手動でわ U セットでさます。 

► エンジン始動時からの情報表示画 
面び表示されているとさに、メー 
夕ーパネルのリセットボタン （>97 
ページ）を押し続けて、表示をリ 
セツトします。 


リセット時か S の情報表示画面 



① U セットからの走行距離 （ km ) 

② U セットからの経過時間 （ h ) 

③ U セットからの平均速度 （ km / h ) 

® リセットからの平均燃費 （ km / I ) 

リセットしたときを起点とした情報 

を表 TJX します。 

リセット時からの情報表示画面を表示 

させる 

► またはを押して、トリッ 
プコンピューターのいずれかの画 
面を表示させます。 

► ^または^を押して、 U セッ 
卜時からの情報表示画面を表示さ 
せます。 

リセット時からの情報表示画面をリ 

セットずる 

► リセット時からの情報表示画面が 
表示されているとさに、メーターパ 
ネルのリセットボタン （>97 ぺ一 
ジ）を押し続けて、表示をリセット 
します。 

〇 リセット後は、9,999時間経過 
後、または99,999 km / 99,999 V 
イル走行後に自動的にリセットされ 
ます。 


を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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走行可能距離画面 



■ 

ソウコウカノウ： 
126 km 

■ 


現在の燃料残量で走行可能なおよその 
距離を計算し、予測値として表示します。 


走行可能距離画面を表示させる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► またはを押して、トリッ 
プコンピューターのいずれかの画 
面を表示させます。 

► またはを押して、走行巧 
能距離画面を表示させます。 

B 走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と燃料残量から計算した予測値 
です。今後の走行状況に応じて大さ 
く変動することがありますので、燃 
料計を確認して、早めに給油してく 
ださい。 


〇 燃料残量び少ないとさは、走行巧 
能距離の代わりに^び表示され 
ます。最寄りのガソ U ンスタンド 
ですみやかに給油してください。 


瞬間燃費表示画面 



そのとさの瞬間燃費を km / l で表示し 
ます。エンジンがかかっているとさに 
表示されます。 


瞬間燃費表示画面を表示させる 

► またはを押して、トリツ 
プコンピューターのいずれかの画 
面を表示させます。 

► ^または^を押して、瞬間燃 
費表示画面を表示させます。 

《瞬間燃費表示画面は、曰本仕様では表示され 
ない場合びあります。 


B 義 G 9 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 








122 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 



AM / FM ラジオ& CD / DVD プレー 
ヤーの電話機能を操作できます。 

A 事故のおそれがありまず 

安全のため、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話をかけないでください。 

また、走行中に電話びかかってさた 
とさは、あわてずに安全な場所に停 
車してから受けてください。 

どラしてを電話を受けなければなら 
ないときは、八ンズフ U —機能で「か 
け直ず」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 


電話画面を表汀^でせ々 

► またはを押して、電話画 

面を表示させます。 

〇 電話機能の Bluetooth ® 設定びオン 
のとさは " Bluetooth セツゾクマチ"、 
オフのときは " Bluetooth オフ"と表 
示されます。 


着信した電話を受ける 


► 着信呼び出し中にステアリングの 
通話開始スイツチ^を押します。 

通話を終える（電話を切る） 


► ステアリングの通話終了スイッチ 
^を押します。 

〇 上記の操作は電話画面を表示し 
ていないとさわ行なラことがでさ 
ます。 

電話帳から電話を発信ずる 


電話機能の電話帳に登録してある電話 
番号から電話を発信でさます。 

〇 電話機能の電話帳には、電話帳デー 
夕を直接入力したり、携帯電話や 
PC カー ドからデータをダウン □一 
ドでさます。 

► またはを押して、電話画 
面を表示させます。 

► ^または^を押して、電話 
帳を呼び出します。 

► ^または^を押して、発信 
先を選択します。 

電話帳のリストびスク□-ルします。 

任の または^を押し続けると、 
はじめの7件目までは1件づつ表 
示されます。 

の または^をさらに押し続け 
ると、8件目からは五十音順または 
アルファべット順の先頭のデータ 
が表示されます。 

► ステアリングの通話開始スイッチ 
^を押します。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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► 複数の電話番号び登録されている 
とさは、さらに^または^ 
を押して電話番号を選択し、ス 
テア U ングの通話開始スイッチ 
[ S を押します。 

〇 詳細については、別冊 「 AM/FM 
ラジオ& CD / DVD プレーヤー取 
扱説明書」をご覧ください。 

発信履歴から電話を発信ずる 

► またはを押して、電話画 
面を表示させます。 

► マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"マチウケ"と表示されている 
ときに、ステア U ングの通話開始 
スイッチ^を押します。 

発信履歴び表示されます。 

► ^または^を押して、発信 
先を選択します。 

► ステアリングの通話開始スイッチ 
^を押します。 


走行装備 


走行装備には、 liTF のものびあります。 
• クルーズコント□ール 

設定速度を自動的に維持して走行でさ 
ます。 

• 可変スピードリミッター 

設定速度を超えないよラに走行でさ 
ます。 

• パークト□ニック 

車庫入れや狭い場所での運転時に、障 
害物とのおよその距離を知らせます。 

ABS 、 BAS 、 アダプティブブレーキラ 
ンプ、 ESP ®、 ステアコント□—ルに 
ついては、走行ち全装備040ページ） 
をご覧ください。 


ソル ——ン C 」 ソト〇—— )1 / _ 

クルーズコント□ールは、アクセルぺ 
ダルを踏まなくても、設定した速度を 
自動的に維持して走行することびでさ 
ます。 

クルーズコント□ールは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用することを 
想定したわのです。市街地では使用し 
ないで < ださい。 

設定でさる速度は約 30 km/h (上 
です。 

©状況に より、 クルーズコント□一 
ルを設定していてち走行速度が約 
30 km / h じ(下になることびあります。 
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心 事故のおそれびありまず 

車の走行速度や先行車との車間距離 
の確保など、クルーズコント □ ール 
使用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任びありまず。 
クルーズコント□ールを使用してい 
るとさは、運転者は常に道路状況に 
を意を仏ってください。 


A 事故のおそれがありまず 

政下のよラな場合はクルーズコント 
□ールを使用しないでください。 

• 一定の走行速度を維持でさない道 
路•交通状況の場合（交通量び多い 
場合やカーブび連続している場 
合）。事故を起こすおそれびあり 
ます。 

• 路面び滑りやずい場合。ブレーキ 
や加速により駆動輪びグ U ップを 
失い、車びス U ップずるおそれび 
あ0まず。 

• 霧や激しい雨、雪などで視界び確 
保でさない場合。 

クルーズコント □ ールの設定速度 
と、スピードメーターおよびマルチ 
フアンクシヨンディスプレイの速度 
表示には、若干の誤差び生じること 
があります。 


〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにクルーズコント□ールに関する 
故障/警告メッセージび表示され 
たときは（杉232ページ）をご覧く 
ださい。 

B 急な上り坂では、速度を維持する 
ために低い変速比（ギア）になるこ 
とびありますが、設定した速度を維 
持でさないことびあります。 

このよラなときは、アクセルペダル 
を踏んで加速してください。 

n 急な下り坂や重い荷物を積んでい 
るとさなどは、設定速度を維持でさ 
ないことがあります。 

このよラなとさは、ブレーキぺ夕 J レ 
を踏むか、マニュアルシフトで低い 
変速比（ギア）を選択し、エンジン 
ブレーキの効さを強くして、減速し 
てください。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 
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クルーズコント□ールを設定ずる 



①現在の走行速度に設定する/設定速 
度を上げる 
③表示な 

③記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる 

® 現在の走行速度に設定ずる/設定速 
度を下げる 

⑤クルーズコント□ールと可変スピード 
リミッターを切り替える 
® クルーズコント□ールを解除する 

クルーズコントロールは、巧変スピー 
ドリミッター (>127 ぺージ）と同じ 
レバーで操作します。 

約 30 km / h じ(上で走行していると 
きに、設定することびできます。 

► レバーの表示灯③が消なしている 
ことを確認します。 

点なしているとさは、レバーを⑤ 
の方向に操作して、表示なを消な 
させます。 

► 設定したい速度で走行します。 


► レバーを①か④のち向に操作し 
ます。 

そのとさの速度に設定されます。 
または 

► レバーを③のち向に操作します。 

記憶されている前回の設定速度に設 
定されます。 

アクセルペダルから足を放すと、設 
定した速度を維持するよラに走行し 
ます。 

A 事故のおそれがありまず 

記憶されている前回の設定速度に設 
定するとさは、周囲び安全な状況で 
あることを確認してください。走行 
中の速度と設定速度に大さな差びあ 
ると、急加速や急減速して事故を起 
こすおそれびあ0まず。 

〇 上り坂などを走行するとさは、設 
定した速度を維持でさないことびあ 
りますび、路面び平坦になると、設 
定した速度に戻ります。 

〇 約 30 km/h (下の速度で走行し 
ているとさや、速度び記憶されてい 
ないとさにレバーを⑤のち向に操 
作したとさは、 クルーズ コント □一 
ルを設定することはでさません。 

〇 エンジンを停止すると、記憶され 
ている前回の設定速度は消去され 
ます。 
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設定速度を変更ずる 
設定速度を上ばる 

► レバーをのの方向に操作して保持 
します。 

► 希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 追い越しなどで一時的に速度を上 
げるとさは、アクセルペダルを踏ん 
で速度を上げてください。アクセル 
ペダルから足を放すと、元の設定速 
度に戻ります。 

設定速度を下げる 

► レバーを④のち向に操作して保持 
します。 

► 希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 レバーを①か④のち向にごく短時 
間操作すると、1 km / h 単位で速度 
の設定がでさます。 

〇 レバーを④のち向に操作して設定 
速度を下げているときに、自動的に 
低い変速比（ギア）になることがあ 
ります。 


クルーズコント〇—ルを解除ずる 

► レバーを®の方向に操作します。 
または 

► ブレーキ ペダルを踏みます。 

または 

► レバーを⑤のち向に操作します。 

このとさはレバーの表示な③が点 
なし、可変スピード U ミッターの操 
作びでさる状態に切り替わります。 

〇 じ(下のとさは、クルーズコント 
□ールび自動的に解除されます。 

• セレクターレバーを m に入れ 
たとさ 

• ESP ⑩が作動したとさ 

A 事故のおそれがありまず 

クルーズコント□ールはセレクター 
レバーを m に入れても解除され 
まずび、走行中はセレクターレバー 
を m に入れないでください。エン 
ジンブレーキび効かないため、事故 
を起こしたり、トランスミッション 
を損傷するおそれびありまず。 
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可変スピードリミッター _ 

可変スピードリミッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいても、設定した速度を超え 
ないよラに走行することびでさます。 

設定できる制限速度は 30 km/h から 
230 km/h の間です。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

《設定でさる速度は予告なく変更されることび 
あ0ます。 

A 事故のおそれがありまず 

• 走行時は法定速度を遵守して<だ 
さい。可変スピード U ミッター使 
用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任びありまず。 

• 運転を交代ずるとさは、必ず交代ず 
る運転者に、巧変スピード U ミッ 
ターの機能と設定した制限速度を 
伝えてください。 

可変スピード U ミッターの機能を 
知らずに運転すると、アクセルぺ 
ダルを踏んでを速度び上びらず、 
事故を起こすおそれびあります。 

• 可変 スピード U ミッタ ーはブレー 
キペダルを踏んでち解除でさま 
せん。 

• 巧変スピード U ミッターは設定し 
た制限速度1;^上に加速ずる必要の 
ないとさに使用してください。 


Q マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに可変スピード U ミ ッ ターに関す 
る故障/警告メ ッ セージび表示さ 
れたときは （^232 ページ）をご覧 
ください。 

n 急な下り坂や重い荷物を積んでい 
るとさなどは、設定速度を維持でさ 
ないことびあります。 

このよラなとさは、ブレーキぺ夕 J レ 
を踏むか、マニュアルシフトで低い 
変速比（ギア）を選択し、エンジン 
ブレーキの効さを強くして、減速し 
てください。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


公 事故のおそれびありまず 

走行しているとさは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないでください。ブレー 
キシステムび過熱して制動距離び長 
<なった0、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあ0まず。 


H 可変スピードッターの設定速 
度と、スピードメーターおよびマル 
チフアンクシヨンディスプレイの速 
度表示には、若干の誤差び生じるこ 
とびあります。 
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〇 ウィンタータイヤ装着時など、夕 
イヤの許容最高速度に応じた最高速 
度を設定できるウィンタータイヤス 
ピードリミッターび装備されてい 
ます。詳しくは （^11 7ページ）を 
ご覧ください。 

ウィンタータイヤスピードリミッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピードリミッターの設定速度の上限 
は、ウィンタータイヤスピードリ 
ミッターの設定速度になります。 

〇 車の最高速度(上に制限速度を設 
定してち、車の最高速度 iiLb の速度 
で走行することはでさません。 

〇 設定した速度を維持でさないとさ 
は、警告音び鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"にツトヲ]エ7シ 
夕"と表示されることがあります。 


可変スピードリミッターを設定ずる 



①現在の走行速度に設定する /30 km/h 
に設定ずる/設定速度を上げる 

③ 表示灯 

©記憶されている前回の設定速度に設定 
する/設定速度を上げる 

④ 現在の走行速度に設定ずる /30 km/h 
に設定ずる/設定速度を下げる 

©可変 スピー ドリミッターと クルー ズコ 
ント□ールを切り替える 
® 巧変スピードリミッターを解除ずる 


巧変スピードリミッターは、クルーズ 

コント□-ル0123ぺージ）と同じ 

レノ く一で操作します。 

► レバーの表示巧③び点巧している 

ことを確認します。 

消なしているときは、レバーを© 

のち向に操作して、表示なを点なさ 

せます。 

► レバーを①のち向に操作します。 

• 停車中および走行速度が 30 km/h 
(下のときは、 30 km / h に設定 
されます。 

• 走行速度が 30 km / hii (上のと 
さは、そのとさの走行速度の 
1 km / h の端数が切り上びり、 
1 Okm / h 単位で設定されます。 

または 

► レバーを④の方向に操作します。 

• 停車中および走行速度び 30 km/h 
(下のときは、 30 km / h に設定 
されます。 

• 走行速度び 30 km / hii (上のと 
さは、そのとさの走行速度の 
1 km / h の端数び切り下びり、 
1 Okm / h 単位で設定されます。 

または 

► レバーを⑤のち向に引さます。 

記憶されている前回の設定速度に設 

定されます。 
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A 事故のおそれびありまず 

可変スピード U ミッターを設定する 
とさは、周囲の安全、特に後ちの車な 
どにを意しなびら操作してください。 

記憶されている前回の設定速度び走 
行速度より低いとさは、前回の設定 
速度に設定ずると、アクセルペダル 
を踏んでいてち車は減速します。 

〇 アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンしているとさは、巧変スピード 
IJ ミッターを設定することはできま 
せん。このとさは、マルチファンク 
シヨンディスプレイに "— km / h " 
が数秒間点滅します。 



@設定速度 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
" リミット"と設定速度⑦が数秒間表示さ 
れます。 



® 可変スピード U ミッター表示な 


また、メーターパネルに可変スピード 
リミッター表示灯⑧が表示されます。 

設定速度を変更ずる 
設定速度を上ばる 

► レバーを①のち向に操作します。 

設定速度び1 Okm / h 単位で上がり 
ます。 

または 

► レバーを③のち向に操作します。 

設定速度び 1 km / h 単位で上がり 
ます。 

設定速度を下ばる 

► レバーを®の方向に操作します。 

設定速度び1 Okm / h 単位で下がり 
ます。 

巧変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを®のち向に操作します。 
または 

► レバーを®の方向に操作します。 

このとさはレノ く一の表示な③び消 
なし、クルーズコント□ールの操作 
がでさる状態に切り替わります。 
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A 事故のおそれがありまず 

巧変ス ピー ド U ミッタ ーは ブレーキ 
ペダルを踏んでち解除でさません。 

〇 じ(下のとさは、巧変スピードリ 
ミッターび自動的に解除されます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

ただし、走行速度が設定速度より 
20 km/h (上低い速度のとさは、 
キックダウンしても可変スピード 
U ミッターは解除されません。 

• エンジンを停止したとさ 


パークト□ニック * _ 

フ□ントとリアのバンパーにあるセン 
ヴーで障害物な どを 感知し、インジ 
ケーターと警告音で運転者に知らせ 
ます。 

A 事故のおそれびありまず 

パークト□ニックは運転者を支援ず 
るシステムです。運転者はパークト 
□ニックに頼らず、必ず周囲の状況 
を確認してください。 


公 けびのおそれびありまず 

車の周辺に人や動物びいないことを 
確認してください。けびをずるおそ 
れびあ0ます 


パークト□ニックセンサー 



U ァ 

③センサー 


U センサーに巧れや氷、ミ尼などが付 
着すると、パークト□ニックび正常 
に作動しなくなることがあります。 
センサーに損傷を与えないよラに、 
定期的に清掃してください(>212 
ぺージ）。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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センヴーの感知節囲 



上ち向からの感知範囲 

フ□ントバンパーのセンサー 


センター部 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー 部 

約 80 cm 〜 20 cm 

リアバンパー 

•のセンサー 

センター部 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー 部 

約 80 cm 〜 20 cm 


Q バンパーから約 20 cm じ(内にある 
障害物は感知でさません。 

Q センサーの周辺にアクセヴ U —な 
どを取り付けないでください。パー 
クト□ニックび正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につなびるおそれ 
びあります。 

H 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分注意して< 
ださい。これらび至近距離内にある 
とき、状況によっては、センサーが 
これらを感知せず、車や物を損傷す 
るおそれびあります。 

D センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことがあり 
ます。 

〇電波を発する物び近くにあるとさ 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正常に作動 
しないことびあります。 

D 洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
近くにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックが正常に作動しないこ 
とびあります。 

D 温度や湿度び高いとさや超音波や 
低周波を発生させる機器び車の近 
くにあるとさ、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びあります。 

Q 平坦でない路面では、パークトロ 
ニックは正常に作動しません。 
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インジケーター/作動表示'灯 



フ〇ント 

①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 
⑤フ□ント作動表示灯 


フ□ントのインジケーターと作動表示 
なはダッシュボード上の図の位置にあ 
ります。 



U ア 

①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 
® U ア作動表示灯 

U アのインジケーターと作動表示灯は 
ルーフ後ちの図の位置にあります。 

ノ くンノ く一と障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点な数で示し 
ます。 


H システムに異常があるとさは、赤 
色インジケーターが点灯して警告 
音び約2秒間鳴り、約20秒後に 
パークト□ニックび停止すること 
があります。このとさは、パーク 
卜□ニックオフスイッチの表示な 
が点なします。 

〇 エンジンスイッチを2の位置にす 
ると、すべてのインジケーターと作 
動表示なび一瞬点なします。 

パーク ト □ニックの 作動条件 

エンジンスイッチび2の位置でノ くーキ 
ングブレーキが解除されているとさ、 
シフト位置に応じてじ(下のよラに作動 
します。 


シフト位置 

作動内容 


フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示灯③び点 
なします。 

1 R II N 1 

フ□ントと U アのセ 
ンヴーび作動し、フ 
□ントと U アの作動 
表示灯③④び点灯し 
ます。 

の 

パークト□ニックは 
作動しません。 


〇 パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害物な 
どがあると、その距離に応じてイン 
ジケーターび点なし、警告音ち鳴り 
ます。 

〇 パークト□ニックは、速度が約 
1 8 km / h じ(下のときに作動します。 
速度び約 18 km / hii (上になると機 
能び解除されます。 
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パークト□ニックの作動 


センサー感知節囲に障害物び入った 
とさ 

センサー感知範囲ぺージ）に 
障害物び入ると、黄色インジケーター 
が1個点なします。 

障害物との距離が短<なるにつれ、点 
なする黄色インジケーターの数が増え 
ていさます。 

障害物との距離び近くなったとを 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて赤色インジケーターび1 
個点灯し、警告音が断続的に約3秒間 
鳴ります。 

最短感知距離（約 20 cm ) になると、 
上記のインジケーターに加えて2個目 
の赤色インジケーターが点灯し、警告 
音が連続的に約3秒間鳴ります。 

" 障害物との距離がセンサーの最短 
感知距離よりわ近くなると、セン 
ヴーは障害物を感知でさなかった 
り、正常に作動しなくなることがあ 
ります。 

また、点なしていたインジケーター 
び消なすることびあります。 


パークト□ニックオフスイッチ 



①パークト□ニックオフスイッチ 
③表示灯 

パークト□ニックを停止することびで 
さます。 

パークト□ニックを停止ずる 

► エンジンスイッチび2の位置のと 
きに、パークト□ニックオフスイッ 
チのを押します。 

スイッチの表示な③が点なします。 

パークト□ニックを作動させる 

►再度、パークト□ニックオフスイッ 
チのを押します。 

スイッチの表示灯③が消なします。 

H システムに異常があるとさは、ホ 
色インジケーターび点なして警告音 
び約2秒間鳴り、約20秒後にパー 
クト□ニックび停止することびあり 
ます。このときはパークト□ニック 
オフスイッチの表示灯び点なします。 

〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックを停止しても、次 
にエンジンスイッチを2の位置に 
してパーキングブレーキを解除した 
とさ、パークト□ニックは自動的に 
作動します。 
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エアコンディシ ョナーの 取り扱い 

エアコンディショナーは、車内の温度 
や湿度などを快適な状態に保ちます。 

A 乂傷のおそれびありまず 

• 送風温度を高めに設定してあると 
さは、送風口び過熱して高温にな 
ることびあり、火傷をするおそれ 
びあります。また、暖気び送風さ 
れているとさは、送風口に身体を 
近付けたままにしていると低温乂 
傷のおそれびありまず。十分にを 
意してください。 

• 送風温度を低めに設定してあると 
さに送風口に身体をお付けると、 
しちやけなどを起こずおそれびあ 
りまずので十分にを意してくだ 
さし、 

• 皮膚の弱い人は、送風口に身体を 
近付けずざないよラにを意してく 
ださい。 


9環境 

• エアコン デ ィショナーの 冷媒 には、 
新冷媒 R 134 a を使用しています。 

• 地球環境を保護するため、フ□ン 
ガスを大気放出することは法律で 
禁止されていまず。また、ずべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
び適切に処理されるよラ努めなけ 
ればな0ません。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 


B ボンネットとフ□ントウインドウ 
の間の吸気口び氷や雪、葉などで 
覆われないよラにしてください。 

B 送風口や車内の吸排気口び覆われ 
ないよラにしてください。 

〇 車内び高温になっているとさは、 
エアコンディシヨナーを作動させる 
前にコンビニエンスオープニング機 
能（1>83ページ）などで換気をし 
てください。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されます。水分び排水されてち、故 
障ではありません。 

〇 エアコンディシ ヨナーの 機能や 
モードのなかには、併用可能な組み 
合わせびあります。 

〇 グ□ーブボックス内に送風するこ 
とができます （M 38、146ページ）。 

〇 エアコンディシヨナーのフィル 
ター類は定期的な交換び必要です。 
また、交換時期は使用環境によっ 
て異なります。フィルター類が目 
づまりを起こしていると送風量び 
減ることびあります。 


I iGlw 








通常の使いかた 


① 

名称 

送風温度調整ダイヤル 

エアコンディシヨナーを作動させる 

③ 

内気循環スイッチ 

► 送風量調整ダイヤル③をまわして、 
"0" じ(がの位置にします。 

③ 

送風量調整ダイヤル 

エアコンディシヨナーを停止ずる 


U アデフォッガースイッチ 

► 送風量調整ダイヤル③をまわして、 


送風口選択ダイヤル 

"0" の位置にします。 


AC スイッチ 

〇 ドアウインドウやパノラミツクラ 
メラールーフ*び閉じているとさ 


にエアコンデイシヨナーを停止す 
ると、ウインドウが曇りやすくな 
ります。 



ンデイ 

i 

ナー 

135 


B 180 


コント□ールパネル 



※エアコンディショナーのスイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場合びあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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AC モード 


AC モードでは除湿/冷房された空気 
び送風されます。 

〇 除湿/冷房された空気は、エン 
ジンびかかっているときに送風さ 
れます。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ®を押します。 

スイッチの表示灯が消灯し、除湿/ 
冷房されていない空気び送風され 
ます。 

AC モードに設定ずる 
►再度、 AC スイッチ®を押します。 
スイッチの表示灯が点なします。 

A 事故のおそれがありまず 

ドアウインドウやパノラミックラメ 
ラールーフ*び閉じているとさに AC 
モードを解除ずると、ウインドウび 
曇りやず<なり、事故のおそれびあ 
0ます。 

9環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負荷び軽減し、燃費び向上します。 

Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気び送風さ 
れる場合があります。 


〇 AC スイッチを押したとさに AC 
スイッチの表示灯が3回点滅した 
り、表示灯び点なしないとさは、ェ 
アコンディシヨナーび故障している 
ため、除湿/冷房された空気は送 
風されません。すみやかにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

送風温度を調整ずる 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整ダイヤルのを時計回 
りにまわします。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤルのを反時計 
回りにまわします。 

〇 一度に大幅に送風温度を変更して 
も、設定温度に達するまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 ドアウインドウやパノラミック 
ラメラールーフ*び開いていると、 
設定温度を維持することがでさま 
せん。 

〇 通常は22でに設定することをお 
勧めします。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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送風□を選択ずる 


► 送風口選択ダイヤル⑤をまわして、 
好みの送風□マークに合わせます。 

〇 送風口選択ダイヤルを送風ロマー 
クの中間に合わせると、組み合わ 
せた送風□から送風することびで 
さます。 


〇 フ□ントシートの下に U アの足元 
送風□びあります。 


〇 選択した送風口(外の送風口から 
わ、微量の送風が行なわれることび 


あります。 



と 

跋 

G 

1 

■ml 



送風□マーク 

主に送風される送風 □ 

回 

ヴイド送風口®、中央送風口© 

囚 

足元送風口©、リア足元送風口、サイド送風口® 

中央送風口© 

阻 

フ□ントウインドウ送風口◎、中央送風口© 

サイド送風口®、ドアウインドウ送風口 ◎ 

足元送風口©、リア足元送風口 

1廊1 

フ□ントウインドウ送風口◎、中央送風口© 

サイド送風口®、ドアウインドウ送風口 ◎ 
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送風□の開閉 


サイド送風口®と中央送風口©を開 
開することびでさます。 

送風□を開< 

►送風口開閉ダイヤル®、◎を上方に 
まわします。 

徐々に送風口び開き、送風量び上び 
ります。 

送風□を閉じる 

►送風口開閉ダイヤル®、◎を下方に 
まねします。 

徐々に送風口び閉じ、送風量び下が 
ります。 

送風口開閉ダイヤル®、◎を停止す 
るまで下方にまわすと、送風口び開 
じます。 

〇 送風口の開閉ダイヤルを停止する 
まで下方にまわしても、送風口を完 
全に閉じることはできません。 

送風□の風向き調整 


サイド送風口®と中央送風口©は風向 
さを調整することびでさます。 

風向きを調整ずる 

► 送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 換気効率を良くするため、各送風 
□のノブは中央の位置にすることを 
お勧めします。 


グロー ブボックス送風 □ 



0送風位置 
①送風停止位置 
@送風ダイヤル 


グ□ーブボックス内へ送風ずる 

► 送風ダイヤル®を®の位置にまわし 
ます。 

グ□ーブボックス内への送風を停 

止ずる 

► 送風ダイヤル®を①の位置にまわし 
ます。 

〇エアコンディショナーの設定温度 
を上げるとさは、グ□ーブボックス 
内の送風口を開じてください。 

外気温度び高いとさは、エアコン 
ディショナーの AC モードを設定し 
て、グ□ーブボックス内へ送風し 
てください。収納物を損傷したり、 
ガスライターやボンベなどび入つ 
ている場合は爆発するおそれびあり 
ます。 

〇 グ□ーブボックス内への送風量 
は、エアコンディショナーの送風量 
などにより変化します。 
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〇 エアコンディショナーの送風温度 
の調整や送風口の選択にかかわら 
ず、グ□ーブボックス内には暖気は 
送風されません。 

送風量を調整ずる 
送風量を上ばる 

► 送風量調整ダイヤル③を時計回り 
にまわします。 

送風量を下ばる 

► 送風量調整ダイヤル③を反時計回 
りにまわします。 

デフ□スター 


フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 

インドウの内側の曇りを取るとさに使 

用します。 

〇 曇りが取れたら、すみやかに解除 
してください。 

デフ□スターを設定ずる 

► AC モードに設定されていることを 
確認します。 

► 外気導入モードになっていること 
を確認します。 

► 送風温度調整ダイヤルのと送風量 
調整ダイヤル⑤、送風口選択ダイ 
ヤル®を [ W ] に合わせます。 

デフ□スターを解除ずる 

► 送風温度調整ダイヤルのと送風量 
調整ダイヤル⑤、送風口選択ダイ 
ヤル®を好みの位置に戻します。 


フ□ントウインドウの外側が曇るとき 

► フ□ントワイパーを作動させます。 

► 送風口選択ダイヤル©を W また 
は E に合わせます。 

〇 上記の設定は、フ□ントウインド 
ウの曇りび取れるまでの間にとどめ 
てください。 

リアデフオツガー 


U アウインドウの曇りを取るとさに使 
用します。 

A 事故のおそれびありまず 

U アウインドウに雪や氷び付いてい 
るとさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。事故を 
起こずおそれびありまず。 


リアデフォッガーを使用ずる 

► エンジンスイッチび2の位置になつ 
ていることを確認します。 

► リアデフォッガースイッチ④を押 
し乐す。 

スイッチの表示灯び点灯します。 

U アデフォッガーを停止ずる 

►再度、リアデフォッガースイッチ 
④を押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

U アデフォッガーは、数分後に自動的 
に停止します。 


B 義6恒冊 
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H 消費電力び大さいため、曇りび取 
れたら早めに停止してください。 

〇 外気温度び低いとさは、リアデ 
フォツガースイツチを押してちす 
ぐに作動しない場合があります。 

〇 が気温度と走行速度により、リア 
デフォツガーび自動的に停止するま 
での時間は異なります。 

〇 バツテ U —の電圧び低くなると自 
動的に停止し、表示灯び点滅します。 
電圧が回復すると自動的に作動を始 
めます。 

内気循環モード 


トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウとパノラミツクラ 
メラールーフ*を開閉することがでさ 
ます。 

A 事故のおそれびありまず 

外気温度び低く、ドアウインドウや 
パノラミツクラメラールーフ*を 
閉じているとさは、内気循環モード 
への設定は短期間にとどめてくだ 
さい。ウインドウび曇りやずくなり、 
事故を起こすおそれびありまず。 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ③を押します。 
スイッチの表示灯び点なします。 

内気循環スイッチ③を約2秒 iiLb 
押し続けると、押している間だけ、 
開いているドアウインドウとノ':ノ 
ラミックラメラールーフ*が閉じ 
ます。 

内気循環モードに設定されているとさ 
わ、一定時間び経過するとが気導入を 
はじめます。 


外気温度び約 rcii (下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除し 

約5分後 

ているとさ 


外気温度び約 rcii (上 

約30分後 

のとさ 



を跋 e お冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 





内気循環モードを解除ずる（外気導入 
モードにずる） 

►再度、内気循環スイッチ③を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び消なします。 

内気循環スイッチ③を約2秒 iiLb 
押し続けると、押している間だけ、 
ドアウインドウび開さ、前回開い 
ていた位置になります。また、最前 
列のパノラ S ックラメラールーフ* 
びチルトアップします。 

A けがのおそれびありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やパノラミックラメラールーフ*を 
開閉ずるとさは、身体や物び挟まれ 
ないよラにを意してください。ま 
た、ドアウインドウの周辺に物を置い 
ていたり、身体を寄りかけていない 
ことを確認してください。ドアウイ 
ンドウとドアフレームとの間に身体 
び引さ込まれてけびをしたり、物び 
弓 I さ込まれるおそれびあります。 

ドアウインドウに身体び挟まれたり、 

引さ込まれそラになったとさは、ド 
アウインドウスイッチを操作して、 
ドアウインドウを開いて < ださい。 

パノラミックラメラールーフ*に身 
体び挟まれたり、引さ込まれそラに 
なったとさは、パノラミックラメラー 
ルーフのスイッチを操作して、パノ 
ラミックラメラールーフを開いてく 
ださい。 


〇 外気温度が非常に高いとさは、冷 
房効率を高めるために自動的に内気 
循環モードに切り替わることがあり 
ますび、このとき内気循環スイッチ 
の表示なは点なしません。 

約30分経過すると、一定の割合で 
外気導入をはじめます。 

〇 内気循環モードのときに AC モー 
ドを解除すると、外気導入モードに 
なります。 

〇 エアコンディショナーを作動させた 
とさは、夕+気導入モードになります。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやパノラミックラメラー 
ルーフ*を別のスイッチで操作した 
場合、開いたドアウインドウを、内 
気循環モードの解除操作と連動して 
前回開いていた位置まで開くことは 
でさません。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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B 200 


コント□ールパネル 




名称 


名称 

① 

送風量調整ダイヤル 


送風口選択ダイヤル 

③ 

AUTO スイッチ 


AC スイッチ 

⑤ 

④ 

デフ□スタースイッチ 

送風温度調整スイッチ(左側/高） 

⑩ 

送風温度調整スイッチ 
(ち側/低） 

@ 

ディスプレイ 

⑤ 

オフスイッチ 

@ 

送風温度調整スイッチ 

® 

送風温度調整スイッチ 


(左側/低） 


佑側/高） 

® 

内気循環スイッチ 

@ 

U アデフォッガースイッチ 



⑥ 

余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ 





※エアコンディショナーのスイッチ類の絵柄などは、イラストと異なる場合びあります。 








通常の使いかた 


エアコンディショナーを作動させる 

► AUTO スイッチ③を押します。 

AUTO スイッチの表示灯び点好し 
ます。 

送風量と送風口の選択び自動的に調 
整されます。 

► 送風温度調整スイッチ④の⑩©で 
好みの温度を設定します。 

または 

►オフスイッチ⑤を押します。 

オフスイッチの表示なび消なし、エ 
アコンディショナーが停止前の設定 
で作動します。 

ただし、内気循環モードに設定され 
ていたとさは、外気導入モードに設 
定されます。 

〇 エアコンディショナーび停止し 
ているときに送風量調整ダイヤルや 
送風温度調整スイッチ、送風口選択 
ダイヤルなどを操作してちエアコン 
ディショナーは作動します。 

エアコンディショナーを停止ずる 

►オフスイッチ⑤を押します。 

オフスイッチの表示なび点なし 
ます。 

〇 ドアウインドウやパノラミックラ 
メラールーフ*が閉じているとさ 
にエアコンディショナーを停止す 
ると、ウインドウび曇りやすくな 
ります。 


AC モード 


AC モードでは除湿/冷房された空気 
が送風されます。 

〇 除湿/冷房された空気は、エンジン 
がかかっているとさに送風されます。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ®を押します。 

スイッチの表示灯び消灯し、除湿/ 
冷房されていない空気び送風され 
ます。 

AC モードに設定ずる 
►再度、 AC スイッチ®を押します。 
スイッチの表示灯び点なします。 

A 事故のおそれがありまず 

ドアウインドウやパノラミックラメ 
ラールーフ*び閉じているとさに AC 
モードを解除ずると、ウインドウび 
墨りやずくなり、事故を起こずおそ 
れびあ0ます。 

9環境 

AC モードを解除すると、エンジンへ 
の負荷び軽減し、燃費び向上します。 

© AC モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気び送風さ 
れる場合びあります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 AC スイッチを押したとさに AC 
スイッチの表示灯び3回点滅した 
り、表示灯が点なしないとさは、ェ 
アコンディショナーび故障している 
ため、除湿/冷房された空気は送 
風されません。すみやかにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

AUTO モードの解除 


AUTO モードを解除ずる 

► エアコンディシヨナーが AUTO モー 
ドで作動しているとさに、 AUTO ス 
イッチ③を押します。 

AUTO スイッチ③の表示灯び消な 
し、送風量調整ダイヤルと送風□選 
択ダイヤルのインジケーターび点な 
します。 

送風量の調整と送風口の選択を手動 
で行なラことがでさます。 

〇 送風量調整ダイヤルや送風口選択 
ダイヤル、デフ□スタースイッチを 
操作したときわ AUTO モードは解 
除されます。 


送風温度を調整ずる 


送風温度を上ばる 

► 送風温度調整スイッチ④または® 
を押します。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整スイッチ⑩または® 
を押します。 

〇 一度に大幅に送風温度を変更して 
わ、設定温度に達するまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 ドアウインドウやパノラミック 
ラメラールーフ*び開いていると、 
設定温度を維持することびでさま 
せん。 

〇 通常は22ごに設定することをお 
勧めします。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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送風□を選択ずる 


► 送風口選択ダイヤル®をまわし 
て、送風口選択ダイヤルの送風口 
インジケーターを好みの送風□マ 
ークに合わせます。 

〇 送風□インジケーターを送風 □ 
マークの中間に合わせると、組み合 
わせた送風□から送風することがで 
さます。 


〇 フ□ントシートの下に U ア足元送 
風□があります。リア送風□につい 
ては、（1>147ページ）をご覧くだ 
さい。 

©選択した 送風口(がの送風口から H 
も、微動送風び行なわれることび H 
ぁ0ます。 jii . 

亟 
G 
恒 

Iml 
师 



送風□マーク 

主に送風される送風 □ 

回 

サイド送風口®、中央送風口©、リア送風口 

四 

フ□ントウインドウ送風口◎、サイド送風口® 

ドアウインドウ送風□◎、リア送風 □ 

阻 

フ□ントウインドウ送風口◎、ヴイド送風口® 

中央送風口©、足元送風口©、ドアウインドウ送風口 ◎ 

U ア足元送風□、リア送風 □ 

囚 

足元送風口©、サイド送風口®、リア足元送風口 

U ア送風口 
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送風□の開閉 


サイド送風口®と中央送風口©を開 
開することびでさます。 

送風□を開< 

►送風口開閉ダイヤル®、◎を上方に 
まわします。 

徐々に送風口び開き、送風量び上び 
ります。 

送風□を閉じる 

►送風口開閉ダイヤル®、◎を下方に 
まねします。 

徐々に送風口び閉じ、送風量び下が 
ります。 

送風口開閉ダイヤル®、◎を停止す 
るで下方にまわすと、送風口が閉じ 
ます。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で下方にまわしてわ、送風口を完全 
に開じることはでさません。 

送風□の風向き調整 


サイド送風口®と中央送風口©は風向 
さを調整することびでさます。 

風向きを調整ずる 

► 送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 換気効率を良くするため、各送風 
□のノブは中央の位置にすることを 
お勧めします。 


グロー ブボックス送風 □ 



(0) 送風位置 
①送風停止位置 
@送風ダイヤル 


グ□ーブボックス内へ送風ずる 

► 送風ダイヤル®を®の位置にまわし 
ます。 

グ□ーブボックス内への送風を停 

止ずる 

► 送風ダイヤル®を①の位置にまわし 
ます。 

〇エアコンディショナーの設定温度 
を上げるとさは、グ□ーブボックス 
内の送風口を開じてください。 

外気温度び高いとさは、エアコン 
ディショナーの AC モードを設定し 
て、グ□ーブボックス内へ送風し 
てください。収納物を損傷したり、 
ガスライターやボンベなどび入つ 
ている場合は爆発するおそれがあ 
ります。 

〇 グ□ーブボックス内への送風量 
は、エアコンディショナーの送風量 
などにより変化します。 
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〇 エアコンディショナーの送風温度 
の調整や送風口の選択にかかわら 
ず、グ□ーブボックス内には暖気は 
送風されません。 

リア送風 □ 



® 送風口開閉ダイヤル 

©ノブ 

(0) U ァ送風口 

送風□を開く 

► 送風口開閉ダイヤル®を左側にまわ 
します。 

徐々に送風口 (0) が開さ、送風量び上 
がります。 

送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル®をち側にまわ 
します。 

徐々に送風口®び閉じ、送風量び下 
びります。 

送風口開閉ダイヤル®を停止する 
までち側にまわすと、送風口が開 
じます。 


〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
でち側にまわしても、送風口を完全 
に閉じることはでさません。 

〇 送風温度はフ□ントの設定温度に 
応じて自動的に調整されます。 

風向きを調整ずる 

► 送風□のノブ©を上下左ちに動かし 
ます。 

送風量を調整ずる 

送風量を手動で調整することびでき 

ます。 

送風量を上げる 

► 送風量調整ダイヤルのを時計回り 
にまわします。 

送風量を下げる 

► 送風量調整ダイヤルのを反時計回 
りにまわします。 

〇 送風量調整ダイヤルを操作する 
と、リアの送風□からの送風量わ増 
減します。 


B を跋6恒冊 
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デフ□スター 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るときに使 
用します。 

デフ□スターを設定ずる 

►デフ□スタースイッチ③を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び点なします。 

エアコンディシヨナーび(下の内容 
で作動します。 

• AC モードに設定されます。 

-送風量び上びります。 

-送風温度び高くなります。 

-フ□ントウインドウ送風□、ド 
アウインドウ送風□、サイド送 
風□から送風されます。 

-内気循環モードび解除されます。 

〇 曇りが取れたら、すみやかに解除 
してください。 

〇 デフ□スターを設定しているとき 
は、送風口の選択などの操作はでさ 
ません。 


デフ□スターを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ⑤を 
押します。 

スイッチの表示灯び消なします。 

デフ□スターモードに設定する前の 
内容でエアコンディショナーび作動 
し未す。 

ただし、デフ□スターモードに言受 
定する前に AC モードを解除してい 
たときは AC モードに、内気循環 
モードにしていたとさは外気導入 
モードになります。 

または 

► AUTO スイッチ③を押します。 

デフ□スタースイッチ⑤の表示な 
び消なし、エアコンディショナーび 
AUTO モードで作動します。 

〇 送風温度調整スイッチや送風量調 
整ダイヤルを操作したとさわ、デフ 
□スターは解除されます。 

フ□ントウインドウの外側び曇るとき 

► フ□ントワイパーを作動させます。 

► 送風口選択ダイヤル ® を R 71 また 
は E に合わせます。 

〇 上記の設定は、フ□ントウインド 
ウの曇りが取れるまでの間にとどめ 
てください。 
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リアデフオツガー 


リアウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

A 事故のおそれびありまず 

リアウインドウに雪や氷び付いてい 
るとさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。 


リアデフォッガーを使用ずる 

► エンジンスイッチが2の位置になつ 
ていることを確認します。 

► リアデフォッガースイッチ®を押 
し未す。 

スイッチの表示灯が点なします。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、リアデフォッガースイッチ 
@を押します。 

スイッチの表示好が消なします。 

リアデフォッガーは、数分後に自動的 
に停止します。 

H 消費電力が大さいため、曇りが取 
れたら早めに停止してください。 

〇 外気温度び低いとさは、リアデ 
フォッガースイッチを押してちす 
ぐに作動しない場合があります。 

©外気 温度と走行速度により、リア 
デフォッガーび自動的に停止するま 
での時間は異なります。 

〇 バッテ U —の電圧び低くなると自 
動的に停止し、表示なが点滅します。 
電圧び回復すると自動的に作動を始 
めます。 


余熱 ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
さに使用します。 

エンジンスイッチが0か1の位置の 
とさ、またはキーを抜いているとさに 
使用でさます。 

送風温度は、エンジンを停止する前に 
送風温度調整スイッチ④©⑩®で調 
整します。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► 余熱ヒーター-ベンチレーシヨンス 
イッチ⑥を押します。 

スイッチの表示好が点なします。 

余熱ヒーター.ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、余熱ヒーター•ベンチレーシヨ 
ンスイッチ⑥を押します。 

スイッチの表示灯が消なします。 

じ(下のとさは、余熱ヒーター*ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止します。 

• 使用を開始してから約30分経過し 
たとさ 

• エンジンスイッチを2の位置にした 
とさ 

• バッテリーの電圧が低下したとさ 
• 冷却水温度び低いとさ 

〇 送風量は弱の設定で一定に保たれ 
ます。送風口は自動的に選択され 
ます。 

〇 が気温度び高いとさは、送風量び 
中の設定で換気され、暖気の送風は 
行なわれないことびあります。 


B 義09恒冊 
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内気循環モード 

トンネル内など、空気び汚れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウとパノラミック 
ラメラールーフ*を開閉することびで 
さます。 

A 事故のおそれがありまず 

外気温度び低く、ドアウインドウや 
パノラミックラメラールーフ*を開 
じているとさは、内気循環モードへ 
の設定は短時間にとどめてください。 
ウインドウび曇りやすくなり、事故 
を起こすおそれびありまず。 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ®を押します。 
スイッチの表示灯び点なします。 

内気循環スイッチ®を約2秒(上 
押し続けると、押している間だけ、 
開いているドアウインドウとパノ 
ラミックラメラールーフ*び閉じ 
ます。 


内気循環モードに設定されているとさ 
わ、一定時間を経過するとが気導入を 
はじめます。 


外気温度び約 rcii (下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除し 

約5分後 

ているとさ 


外気温度び約 7° Cii (上 

約30分後 

のとさ 



内気循環モードを解除ずる（外気導入 
モードにずる） 

►再度、内気循環スイッチ®を押し 
ます。 

スイッチの表示灯が消なします。 

内気循環スイッチ®を約2秒 iiLb 
押し続けると、押している間だけ、 
ドアウインドウが開さ、前回開い 
ていた位置になります。また、最前 
列のパノラ S ックラメラールーフ* 
びチルトアップします。 
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A けびのおそれがありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やパノラミックラメラールーフ*を 
開閉するとさは、身体や物び挟まれ 
ないよラにを意してください。ま 
た、ドアウインドウの周辺に物を置い 
ていたり、身体を寄りかけていない 
ことを確認してください。ドアウイ 
ンドウとドアフレームとの間に身体 
び引さ込まれてけびをしたり、物び 
弓 I さ込まれるおそれびありまず。 

ドアウインドウに身体び挟まれたり、 

引さ込まれそうになったとさは、ド 
アウインドウスイッチを操作して、 
ドアウインドウを開いて < ださい。 

パノラミックラメラールーフ*に身 
体び挟まれたり、引さ込まれそラに 
なったときは、パノラミックラメラー 
ルーフのスイッチを操作して、パノ 
ラミックラメラールーフを開いてく 
ださい。 

〇 外気温度び非常に高いとさは、冷 
房効率を高めるために自動的に内気 
循環モードに切り替わることびあり 
ますが、このとき内気循環スイッチ 
の表示灯は点なしません。 

約30分経過すると、一定の割合で 
外気導入をはじめます。 

〇 内気循環モードのとさに AC モー 
ドを解除すると、外気導入モードに 
なります。 

〇 エアコンディショナーを作動させ 
たとさは、外気導入モードになり 
ます。 


〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやパノラミックラメラー 
ルーフ*を別のスイッチで操作し 
た場合、開いたドアウインドウや 
パノラミックラメラールーフ*を、 
内気循環モードの解除操作と連動 
して前回開いていた位置まで開く 
ことはでさません。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パノラミツクラ メラールーフ 


くノラミツクラ メラールーフ 


A けがのおそれがありまず 

• パノラミックラメラールーフを開 
じるときは、身体や物び挟まれない 
よラにを意してください。挟まれ 
そうになつたとさは、ただちにパ 
ノラミックラメラールーフスイッ 
チを操作して、パノラミックラメ 
ラールーフを開し"'てくださし、 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないでください。パノラミック 
ラメラールーフを操作してけび 
をするおそれびあ0まず。 

• パノラミックラメ ラー ルーフは事 
故のとさに割れるおそれびあり 
ます。シートベルトを着用してい 
ないと、車び横転したとさにパノ 
ラ ミックラメ ラー ルーフの開□部 
から車外に放り出されて、致命的 
なけびをずるおそれびあ0まず。 
乗員全員びシートベルトを着用し 
て < ださい。 

II ルーフ上に雪や氷、水などびある 
とさは取り除いてください。パノ 
ラミックラメラールーフを開くと 
さ、車内に雪や氷、水などび入る 
おそれがあります。また、パノラ 
ミックラメラールーフを損傷する 
おそれびあります 

H パノラミックラメラールーフの開 
□部から、物を出し入れしないでく 
ださい。パノラミックラメラールー 
フのシール部を損傷するおそれがあ 
ります。 

B 走行中はパノラミックラメラー 
ルーフから身体を出さないでくだ 
さい。けびをするおそれがあります。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


〇パノラミックラメ ラー ルーフや 
ルーフの開口部に腰をかけたり、荷 
物を載せたりして大さな力を加え 
ないでください。パノラミックラメ 
ラー ルーフやルーフを損傷するおそ 
れびあります。 

n 降雨後や降雪後にパノラ S ックラ 
メつールーフを開くとさは、ルー 
フ上の水や雪などを取り除いて < だ 
さい。車内に水や雪などび入るおそ 
れびあります。 

Q 車から離れるとさや洗車するとさ 
は、ドアウインドウとパノラミック 
ラメラールーフが完全に閉じている 
ことを確認してください。 

〇 パノラミックラメ ラールーフは 車 
外からリモコン操作で開閉すること 
びできます（杉83ページ）。 

〇 パノラミックラメラールーフを 
開いて走行しているとき、走行風の 
影響などで空気の振動を感じる場合 
は、パノラミックラメラールーフの 
開度を変えるかドアウインドウを少 
し開くと、解消することびあります。 

〇 パノラミックラメ ラールーフを 開 
開でさないとさは、メルセデス*ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に連絡してく 
ださい。 
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①開く 
③閉じる 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに操作でさます。 


最前列のパノラミックラメラー 
ルーフをチルトアップ/チルトダ 
ウンずる 


最前列のパノラミックラメラールーフ 
をチルトアップずる 

► スイッチを①のち向に操作します。 

操作している間だけ、最前列のパノ 
ラミックラメラールーフが チル ト 
アップします。 

最前列のパノラミックラメラールーフ 
をチルトダウンずる 

► スイッチを③の方向に操作します。 

操作している間だけ、最前列のパノ 
ラ ミックラメ ラー ルーフびチルトダ 
ウンします。 


パノラミックラメ ラー ルーフを 開 
閉ずる 


パノラミックラメ ラー ルーフを 開く 

► 最前列のパノラミックラメラールー 
フび完全にチルトアップした状態の 
ときに、スイッチをのの方向に操 
作します。 

操作して いる 間だけ パノラ ミック ラ 
メラールーフが開さます。 

パノラミックラメ ラー ルーフを 閉じる 

► スイッチを③のち向に操作します。 

操作している間だけパノラミックラ 
メラールーフび閉じます。 



パノラミックラメラールーフの開閉状 
態にかかわらず、手動で開閉すること 
びでさます。 

サンシェードを開閉ずる 

►グリップ③を持って、矢印のち向 
にヴンシェードのを開閉します。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


荷物の積み方/小物入れ 


荷物を積むときの注意点 


心 けびのおそれびありまず 

降に記載されている方法に従って 
荷物を積んでください。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさな 
どに収納物び投げ出されて、乗員び 
けびをするおそれびあ0ます。 

また、「荷物の固定」をご覧ください 
(>164 ぺージ)。 

荷物を積むとさのを意点を守ったと 
しても、荷物を積むことにより、事 
故などのとさに乗員びけびをずる危 
険性は高まります。 


A 中毒のおそれがありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスび車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれびあり 
ます。 

荷物の積みかたは車の走行安定性に大 
さく影響します。じ(下の点に注意して 
ください。 

• 荷物の重量び、制限重量 （^280 ペー 
ジ）を超えないよラにしてください。 

• ラゲッジルームには極端に重い荷物 
を積載しないでください。 

•重い物は車の中/ Ca 近く（ラゲッジ 
ルームのでさるだけ前方で低い位 
置）に確実に固定してください。 

• 荷物をシートのバックレストより高 
<積み上げないで < ださい。 


• 荷物はラゲッジルームに積み、リア 
バックレストまたは前ちに倒した U 
アシートクッシヨンに接するよラに 
してください。 

• ラゲッジフ□アボード下の収納ス 
ペースには、最大約 25 kg までの荷 
物を収納でさます。 

• 荷物はでさるだけ乗車していない 
シートの後方に積んでください。 

• 荷物は、十分な強度があり、磨耗に 
強い固定用具で固定してください。 
鋭い角のある荷物は、角の部分に力 
バーをしてください。 

• 燃料を入れた容器やスプレー宙など 
を積まないでください。引乂や爆発 
のおそれがあります。 

〇 荷物固定用のアクセヴリーは 
Daimler AG の推奨品の使用をお勧 
めします。詳しくはメルセデス*ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

B ラゲッジフ□アボードの上に荷物 
を積むとさは、荷物の重量び平均的 
にかかるよラにしてください。 

ラゲッジルームには最大約100 kg 
までの荷物を収納でさます。 

ラゲッジフ□アボードに部分的な荷 
重をかけると、ラゲッジフ□アボー 
ドを損傷するおそれがあります。必 
要であれば、荷物の下に丈夫な板な 
どを敷いてください。 
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バンパープ□テクター 



①バンパープ□テクター 

リアバンパー上部に、塗装保護のた 
めのプ□テクターのび装備されてい 
ます。 

U バンパープ□テクターに座ったり 
足を掛けないでください。また重い 
荷物などをノ（ンノ V ° —プ□テクターの 
上に置かないでください。リアバン 
ノ く一を損傷するおそれがあります。 


ル物入れ 


A けがのおそれびありまず 

収納物を収納したとさは、ル物入れ 
のカバーを開いたままにしないでく 
ださい。急ブレーキ時や急な進路変 
要時、事故のとさなどに収納物び投 
げ出されて、乗員びけびをずるおそ 
れびあ0ます。 

P 収納物がル物入れからはみ出さ 
ないよラにしてください。 

H ル物入れのカバーび閉じなくなる 
よラな大さな物をル物入れに入れ 
ないでください。ル物入れや収納物 
を損傷するおそれがあります。 


P ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

Q ル物入れには貴重品を保管しない 
で < ださい。 


グ□ーブボックス 



グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドルのを引きます。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックします。 

〇 エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさにグ□ーブボックスを開< 
と、グ□ーブボックスランプび点な 
します。 

〇グ □ーブボックス内には、外部入 
力用端テまたはメディアインター 
フェース接続用端テび装備されてい 
ます。 

詳しくは、別冊 「 AM / FM ラジオ& 
CD / DVD プレーヤー取扱説明書」 
をご覧ください。 

〇 グ□ーブボックス内に送風するこ 
とができます。詳しくは（>138、146 
ページ）をご覧ください。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


フ□ントアームレスト下部の小物入れ フ□ントアームレスト後部のル物入れ 



ル物入れを開く 

► カバーのを軽く押します。 

カバーのび前方にスライドします。 

フ□ントシート下の小物入れ* 



助手席シート下のル物入れ 

ル物入れを使用ずる 

►ル物入れのを、上方に少し持ち上 
げてから、矢印の方向に引さ出し 
ます。 

〇 フ□ントシート下のル物入れは販 
売店オプションです。詳しくは、お 
買い上げの販売店またはメルセデ 
ス*ベンツ指定サービスエ場におた 
ずねください。 

Q 重量び約 2.5 kg (上の物は収納し 
ないで <ださい。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


ル物入れを使用ずる 

►フ□ントアームレスト①全体を前 
ちにスライドさせます。 

A けがのおそれがありまず 

フ□ントアームレストをスライドさ 
せるとさは、身体び挟まれないよラ 
にを意してください。 

ラゲ ツ ジ ルームのル 物入れ 

A けびのおそれびありまず 

ラゲツジルームのル物入れには、重 
量び約1 .5 kg 上の物は収納しない 
でください。急ブレーキ時や急な進 
路変更時、事故などのとさにカバー 
び開いて収納物び投げ出され、乗員 
びけびをずるおそれびあ0まず。 
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ラゲツジ>1レームのち側にはノ」\物入れび 
あります。 


ル物入れを開く 

► ノブのを時計回りにまわし、□ツ 
クを解除します。 

► ル物入れのカバー③を開さます。 

ル物入れを閉じる 

► ル物入れのカバー③を閉じます。 

► ノブのを反時計回りにまわし、□ツ 
クします。 

〇 ラゲツジルーム左側のル物入れに 
は救急セツトや停止表示板などび収 
納されています。 

A けがのおそれがありまず 

救急セツトや停止表示板などラゲツ 
ジルーム左側のル物入れに収納され 
ている収納物は、正しい位置に確実 
に収納してください。急ブレーキ時 
や急な進路変更時、事故のとさなど 
にカバーび開いて収納物び投げ出さ 
れて、乗員びけびをずるおそれびあ 
りまず。 


カップホルダー 


A けびや乂傷のおそれがありまず 

• 走行中はカップホルダーを使用し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
にカップホルダーに置いた容器び 
投:げ出されて、乗員びけびや火傷 
をずるおそれびあ0まず。 

• カップホルダーのサイズに合った 
フタ付さの容器を使用してくだ 
さし、 

• 火傷防止のため、熱い飲み物び入っ 
た容器を置かないで < ださい。 

H カップホルダーに飲み物を置くと 
さは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴び重 
れないよラに注意してください。 

スイッチや電装品などを損傷した 
り、ショートして発乂するおそれが 
あります。 

〇 各ドアのドアポケットにボトルホ 
ルダーが装備されています。 

センターコンソールのカツプホルダー 



①カツプホルダー 
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荷物の積み方/ル物入れ 


U アアームレストのカツプホルダー 



カップホルダーを使用ずる 

► U アアームレストを引さ出します。 

► カップホルダーのを押します。 

カップホルダーのび前方に出ます。 

カップホルダーを収納ずる 

►カップホルダーのを押し込んで 
□ックします。 

〇 U アアームレストを引さ出してい 
るときは、アームレストに座ったり、 
寄りかからないでください 。アー 
ムレストを損傷するおそれびあり 
ます。 

H リアアームレストを収納するとき 
は、カップホルダーを収納してくだ 
さい。カップホルダーを損傷するお 
それびあります。 


収納ネット 


心 けがのおそれがありまず 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや吿、割れやすい物、鋭利な形 
状の物を入れないでください。事故 
のとさなどに収納ネットび十分に 
収納物を固定でさないおそれびあり 
ます。 

〇収納ネットから収納物がはみ出さ 
ないよラにしてください。 

助手席足元の収納ネット 



助手席の足元に新聞や雑誌などを収納 
でさる収納ネットのがあります。 

〇助手席シートの前後位置を調整す 
るとさは、収納物とシートが接触し 
ないよラに注意してください。収納 
物やシートを損傷するおそれびあり 
ます。 


と跋 e 恒冊 
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フ□ントシート背面の収納ネット 



フ□ントシートの背面には収納ネット 
③びあります。 



バックレストを倒ず 

►バックレストを軽く後ちへ押しなが 
ら、レバーのを引さ上げます。 

►バックレストをシートクッシヨンの 
上に倒し、確実に□ックします。 

バックレストを元に戻ず 

►バックレストを軽く下方に押さえな 
がら、レバーのを引きます。 

►バックレストを元の位置まで引さ起 
こして確実に□ックします。 


スルー□ーデイング* 


A けがのおそれがありまず 

スルー□ー ディングを開いて物を収 
納するときは、確実に固定してくだ 
さい。急ブレーキ時や急な進路変更 
時、事故のとさなどに収納物びおげ 
出されて、乗員びけびをするおそれ 
びあります。 

リアシー トバックレスト背面にある力 
バーを開いて、長い荷物などを収納す 
ることびでさます。また、アームレス 
卜の巧れや損傷を防ぐために、アーム 
レストを取り外すことびできます。 

スルー□ーデイングを開く 



►リアアームレスト①を引き出し 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義09恒冊 














160 


荷物の積み方/ル物入れ 



► リアシートバックレスト背面の力 
バー③のノブ⑤をち側にスライド 
します。 

►カバー③を手前に開さ、リアシー 
トバックレスト背面の磁石に固定 
します。 

ス J レー □ —デイングを閉じる 

► カバー③を閉じて□ックさせます。 

►必要に応じて、リアアームレストの 
を収納します。 


リアアームレストを取り外ず 



►リアアームレストのを引き出し 
ます。 



►リリース八ンドル③を引き上げ 
ます。 


リリース八ンドル③の□ックイ 
ンジケーターび見える状態になり 
ます。 

► U リース八ンドル③を引さ上げた 
まま、アームレストを前ちにスライ 
ドして取りがします。 

Q アームレストを取りがした状態で、 
U リース八ンドルを押し込まないで 
ください。リリース八ンドルを損 
傷するおそれびあります。 
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リアアームレストを取り付ける 



► □ックされるまで、アームレストを 
元の位置に押し込みます。 

U U —ス八ンドルのび下びります。 

U U —ス八ンドルの□ックインジ 
ケーターび見えない状態になってい 
ることを確認します。 

□ ックインジケーターび見える状態 
のとさは、アームレストは確実に 
□ックされていません。 

A けがのおそれがありまず 

• 走行ずるときは、 U アアームレス 
卜を確実に取り付けてください。 

急ブレーキや急な進路変更時、事 
故のとさなどに U アアームレスト 
びおげ出されて乗員びけびをする 
おそれびあ0まず。 

• アームレストを取り夕+していると 
さは、後席中央には乗車しないで 
<ださい。 


リアシートの巧りたたみ _ 

リアシートの左ちいずれか一ち、また 

は両方を折りたたむことびでさます。 

A けがのおそれがありまず 

U アシートを折りたたむとさや元に 
戻すとさは、身体などを挟まないよ 
ラにを意してください。 

H シートの損傷を防ぐため、リア 
シートのバックレストを前方に倒 
したり、元に戻す前にじ(下のこと 
を確認してください。 

• リアシートのヘッドレストび最 
も低い位置になっていること 

• フ□ントシートがでさるだけ前 
ちの位置になり、フ□ントシー 
卜のバックレストび前方に倒れ 
ていること 

• U アシートのシートクッシヨン 
が前方に引さ起こされているか、 
取り外されていること 

H リアシートを折りたたんだ状態で 
フ□ントシートを後方に動かした 
り、フ□ントシートのバックレスト 
を後方に倒すとさは、リアシート 
に当たらないよラに注意してくだ 
さい。シートを損傷するおそれびあ 
ります。 


" アームレストを収納するときは、 
アームレストび確実に□ックしてい 
ることを確認してください。アー 
ムレストを損傷するおそれがあり 
ます。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


リアシートを巧りたたむ 

► フ□ントシートを前方に動かし 
ます。 


► リアシートのへッドレストを最も 
低い位置にします。 



ち側 U アシートを折りたたむ操作 


► シートベルトのプレートの先端を固 
定部のに差し込みます。 



ち側 U アシートを折りたたむ操作 


► シートクッション⑤を前方に引き 
起こします。 



ち側 U アシートを折りたたむ操作 


►バックレスト上部にあるリリースレ 
バー④を引さます。 

バックレストの□ックび解除され 
ます。 

► バックレスト③を前ちに倒します。 
► フ□ントシートを調整します。 

リアシートを元に戻ず 


► シートベルトのプレートの先端を固 
定部に差し込みます。 



ち側 U アシートを元に戻す操作 


►バックレスト⑤を元の位置に戻し、 
確実に□ックします。 
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► □ックインジケーター®び見え 
ない状態になっていることを確認し 
ます。 


A けびのおそれがありまず 

バックレストび確実に□ックされ 
ていることを確認してください。□ッ 
クインジケーター⑤び見えている 
状態のときはバックレストび□ック 
されていません。□ックインジケー 
ターび見えていない状態になるよラ 
にバックレストを確実に□ックして 
ください。事故のとさなどにラゲッ 
ジルームから物び投げ出されて、乗 
員びけびをずるおそれびあります。 

〇リアシートを元に戻すときは、 
シートベルトを挟み込まないよラに 
注意してください。 

► シートクッション③を後ちに倒し、 
元の位置に戻します。 

► 必要であれば、 リアシー トのヘッド 
レストを調整します。 

► フ□ントシートを調整します。 


リアシートクッシヨンを取り外ず 


リアシートクッシヨンの左ちいずれか 
一方、または両方を取り外すことびで 
さます。 



ち側リアシートのシートクッシヨンを取りがす 
操作 


► シートベルトのプレートの先端を固 
定部のに差し込みます。 



ち側リアシートのシートクッシヨンを取り外す 
操作 


► シートクッション③を前ちに引き 
起こします。 
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荷物の積み方/ル物入れ 



ち側リアシートのシートクッシヨンを取り外す 
操作 

► レバー③を引いてシートクッシヨ 
ン③を上ちに取り外します。 

リアシートクッシヨンを取り付ける 



ち側リアシートのシートクッションを取り付け 
る操作 

► シートクッション取り付け部®の 
先端び上方を向いていることを確認 
します。 

► シートクッション取り付け部®の 
先端をシートクッションに差し込 
み、確実に□ックさせます。 


〇 シートクッションの裏面に、シー 
トクッション取り付け部④を差し 
込む位置を示す矢印び記載されてい 
ます。 

►シートクッションを後ちに倒し、元 
の位置に戻します。 

H 走行する前に、シートクッション 
が元の位置に戻っていることを確認 
してください。 

H シートクッションを取り夕したと 
きは、シートクッション取り付け 
部の先端にま意してください。け 
びをするおそれびあります。 

" シートクッションを取り外した状 
態でリアシートのバックレストを 
倒すときは、シートクッション取り 
付け部の先端び上を向いていること 
を確認してください。バックレスト 
を損傷するおそれびあります。 


荷物の固定 


荷物固定用リング 


A けびのおそれびありまず 

荷物固定用 U ングには均等に力びか 
かるよラにしてください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物び投げ出されて、乗員び 
けびをずるおそれびありまず。「荷物 
を積むとさのを意点」ちご覧ください 
(>154 ぺージ）。 
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ラゲツジルームに荷物固定用 U ング 
①びあります。 


A けがのおそれがありまず 

• 荷物を積むとさは、運転の邪魔に 
なったり、運転者の視界の妨げに 
ならないよラにしてください。 

• 固定用具び荷物のとびった部分や 
角に当たらないよラにしてくだ 
さい。 

• 鋭い角のある荷物は、角の部分に 
カバーを してください。 

荷物を固定するとさは、じ(下の点にま 
意してください。 

• 荷物固定用 U ングを使用して、荷物 
を固定してください。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物の移動を防ぐためのわの 
です。これらを使用して荷物を固定 
しないで < ださい。 

•荷物固定用のストラップなどを、リ 
アシートバックレスト背面のテヴー 
アンカー(>37ぺージ）にかけない 
で < ださい。 

荷物固定用のアクセサリーは 、 Daimler 
AG の推奨品の使用をお勧めします。 
詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


ラゲツジ ルームカバー 


A けがのおそれびありまず 

ラゲツジルームカバーは、荷物の飛 
び出しを防ぐちのではありません。 
ラゲツジルームカバーを使用してい 
るとさも、ラゲツジルームの荷物は 
確実に固定してください。またラゲツ 
ジルームカバーび確実に取り付けら 
れていることを確認してください。 
荷物び確実に固定されていないと、 

急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物び放り出されて、 
乗員びけびをずるおそれびあります。 

Q ラゲツジルームに荷物を積むとさ 
は、荷物の高さが左ちウインドウの 
下端よりち高くならないよラにして 
ください。また、ラゲツジルームカ 
ノ（一の上には重いわのを載せないで 
ください。 



ラゲッジ ルームカバーを 使用ずる 

► 八ンドル③を持ってラゲッジルー 
ムカバーのを弓 I き出します。 

► ラゲッジ ルーム カバーのの両端を 
フック③にかけます。 
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ラゲツジルームカバーを収納ずる 

►八ンドル③を持ってラゲツジルー 
ムカバーのを少し引さ、左ちのフツ 
ク⑤から外します。 

► ラゲツジルームカバーのをゆつく 
りと巻さ取らせます。 

ラゲツジルームカバー収納リールを取 
り外ず 



► ラゲッジルームカバーを収納し 
ます。 

►左側リアシートのバックレストの 
□ックを解除して、前方に傾けます 
(>162 ページ）。 

►ラゲッジルームカバー収納リール 
④の左端部を矢印®のち向に押し 
ながら、収納 U —ルの左端部を左側 
の凹部から取り外します。 

► 収納 U —ルのち端部をち側の凹部か 
ら外して、ラゲッジルームカバー収 
納 U —ル®を取り外します。 

► 左側リアシートのバックレストを元 
の位置に戻します。 


ラゲツジルームカバー収納リールを取 
り付ける 

► ラゲツジルームカバー収納 U — ル 
® のち端部を、ち側の凹部に差し 
於みます。 

► ラゲツジルームカバー収納 U — ル 
④の左端部を矢印®のち向に押し 
なびら、収納リー j レの左端部を左側 
の凹部に差し込みます。 



ラゲッジルームの左側にバッグホル 
ダー①びあります。 

バッグホルダーを使用ずる 

► バッグホルダーのを軽く押します。 
バッグホルダーびポップアップし 
ます。 

バッグホルダーをリ又納ずる 

► バッグホルダーを押し込みます。 
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A けびのおそれがありまず 

バッグホルダーには軽い荷物のみを 
掛けてください。重い物やとびった 
物、壊れやすい物を掛けないで < だ 
さい。急ブレーキ時や急な進路変更 
時、事故のとさなどに荷物び放り出 
され、乗員びけびをずるおそれびあ 
0ます。 

U バッグホルダーには、約 5 kgii (上 
の荷物を掛けないでください。また、 
荷物固定のためには使用しないでく 
ださい。 


ラゲツジフ□アボード下の収納ス 
ぺース _ 

ラゲツジフ□アボード下の収納スペー 
スには、約 25 kg までの物を収納でき 
ます。 

A けがのおそれがありまず 

ラゲツジフ□アボード下の収納ス 
ペースに物を収納ずるとさは、ラゲツ 
ジフ□アボードを閉じてください。 

急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物び投げ出されて、 
乗員びけびをずるおそれびありまず。 

H ラゲツジフ□アボードび閉じなく 
なるよラな大きさの物をラゲツジフ 
□アボードの下に収納しないでくだ 
さい。収納物やラゲツジフ□アボー 
ドを損傷するおそれがあります。 


ラゲツジフ□アボードを開< 



►バッグホルダーび押し込まれている 
ことを確認します。 

►八ンドルのを起こし、ラゲッジフ 
□アボー ド③をラゲッジ ルーム カ 
バー、またはリアシートのバック 
レストに触れる位置まで引さ上げ 
ます。 



► バッグホルダー③を軽く押します。 

バッグホルダー③びポップアップ 
します。 


► ラゲッジフ□アボード③をバッグ 
ホルダー③に立てかけます。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


ラゲツジフ□アボードの高さを変える 


ラゲツジフ□アボード⑤の高さは、2 
段階に調整でさます。 



高い位置の状態 


► ラゲツジフ□アボード③を約半分 
ほど開さます。 

► レール④に沿ってラゲツジフ□ア 
ボードを下段位置⑤または上段位 
置®に移動します。 

P テールゲートを閉じるとさは、ラ 
ゲツジフ□アボードび⑤か®の 
位置になってし" i ることを確認して 
ください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


〇 ラゲッジフ□アボードび高い位置 
にあるとさにラゲッジフ□アボード 
を開<とさは、ラゲッジフ□アボー 
ドの上に積載物びないことを確認し 
てくださし、積載物の重量でラゲッ 
ジフ□アボードび低い位置に下がる 
ことびあります。 

ラゲッジフ□アボードを閉じる 

► ラゲッジフ□アボード③を引き上 
げなびら、バッグホルダー③を押 
し込みます。 

► ラゲツジフ□アボードを下方に押 
し込みます。 


ルーフラック 


心 事故やけがのおそれがありまず 

• ルーフラックを取り付けるとさは、 
製品に添付の取扱説明書に従って 
ください。誤った取り付けちによっ 
てルーフラックび脱落ずると、乗 
員びけびをしたり、事故の原因に 
なります。 

• ルーフの最大積載量（約 75 kg ) を 
超えないよラを意してください。 
また、ルーフに荷物を積んでいる 
とさは、車の重位置び変化し、 
走行安定性に影響を与えまず。運 
転ずるとさは十分を意してくだ 
さし、 


心 けがのおそれがありまず 

ルーフラックを取り付けているとさ 
は、パノラミックラメラールーフ* 
を閉じて < ださい。乗員びけびをず 
るおそれびあ0ます。 
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〇ルーフラックを取り付けるとさは 
下記に注意してください。車を損 
傷するおそれびあります。 

• パノラミックラメラールーフ* 
を開いたとさに接触しないこと 

•テールゲートを開し"'たとさに接 
触しないこと 

• ルーフアンテナに接触しないこと 

〇 ルーフラックは Daimler AG の推 
奨品の使用をお勧めします。詳しく 
はメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 

n 推奨品じ I がのルーフラックを取り 
付けると車を損傷するおそれびあり 
ます。 



►カバーのを矢印の方向に開さます。 


► 内部のマウント部にルーフラックを 
取り付けます。 

ルーフラックの取り付け方法につい 
ては、製品に添付されている取扱説 
明書をお読みください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 



公 事故のおそれがありまず 

走行中はバニティミラーカバーを開 
じてください。眩惑により事故を起 
こずおそれびあ0ます。 



① 照明* 

② フック 

⑤カードホルダー 
® バニテイミラー 
⑤ノ くニテイミラーカバー 

前方からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

横方向からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

► サンバイヴーをフック③からが 
します。 

► サンバイヴーを横にまわします。 

〇サンバイヴーを横にまわすとさは、 
バニテイミラーカバーを閉じてくだ 
さし、ルーフ内張りやバニテイミラー 
カノ（一を損傷するおそれがあります。 

〇 バニテイミラーの横にはカードホ 
ルタ'一⑤があります。 
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バニテイミラー 

ノ V ’ニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げます。 

►バニテイミラーカバー®を上ちに 
開さます。 

エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさ、照明の*び点なします。 

〇 サンバイヴーをフック③からがす 
と照明①は点口しません。 


J 乂皿 _ 

P 吸いがらやマッチの乂は確実に消 
してください。 

0紙<ずなどの燃えやすい物は入れ 
ないで < ださい。 

H 使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださい。 

フ□ントのの皿 



灰皿を開< 

►カバーのを前方にスライドさせ 
ます。 

の皿を閉じる 

►カバーのを後ちにスライドさせ 
ます。 

灰皿を取り外ず 

► 灰皿③を少し前ちにスライドさせ、 
引さ上げます。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿③を確実に押し込みます。 

► 灰皿③を後ちにスライドさせます。 

〇 車幅なが点なすると、フ□ントの 
灰皿内部の照明び点なします。 

〇 灰皿③を前ちにスライドさせる 
とカップホルダーになります。 

〇 灰皿をカップホルダーとして使用 
しているときに、セレクターレバー 
を EE に入れたとさは、カップホ 
J レダーの容器と接触することびあり 
ます。 

H カップホルダーとして使用すると 
さは（1>157ページ）の注意を守つ 
てください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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リアのの皿 



U アの灰皿は、センターコンソールの 
後端にあります。 

灰皿を開く 

►カバーのの上部を手前に弓 I さます。 

の皿を閉じる 

► カバーのを押して閉じます。 

灰皿を取りがず 

►カバーのを開さ、灰皿を引さ上げ 
て取りがします。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿を確実に押し込みます。 



エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに使用でさます。 

ライターを使用ずる 

► カバーのを前方にスライドさせて 
開さます。 

► ライター③を押し込みます。 

熱せられると、ライター③は元の位 
置に戻ります。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位置 
I こ民しま 9。 

A 乂傷や乂災のおそれがありまず 

• ライターは必ずノブの部分を持っ 
てください。金属部を持つと火傷 
をするおそれびあ0ます。 

• 安全のため、テ供を乗せるとさは 
ライターを抜さ取ってください。 
乂傷や火災のおそれびあります。 

H ライターを押し込んだ後、押さえ 
続けないでください。ライターを 
損傷するおそれびあります。 
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〇ホ熱部に灰や異物が付着したまま 
使用しないで<ださい。乂災び発 
生するおそれびあります。 

P ライターを改造したり、純正品じ ( 
がのライターを使用しないでくだ 
さい。ライターやセンターコンソー 
ルを損傷したり、乂災び発生するお 
それびあります。 

H ライターが戻らなくなったとき 
は、エンジンスイッチを0の位置 
にするか、エンジンスイッチから 
キーを抜いて、メルセデス*ベンツ 
指定ヴービスエ場に連絡して < だ 
さい。 

〇アクセヴ U —電源としてライター 
ソケットを使用するときは、純正 
アクセヴ U —だけを使用してくだ 
さし、 

〇 車幅なび点なすると、ライターソ 
ケット内部の照明が点なします。 



エンジンスイツチが1か2の位置の 
とさに使用でさます。 


12 V 電源ソケットを使用ずる 

► リアの灰皿のカパーを開さます。 

►ソケットカバーのを開さ、電気製 
品の電源コネクターを確実に差し込 
みます。 

H 必ず DC 12 V 、 最大消費電流 15 A 
(下（最大消費電力 180 Wii (下） 
の規格に合った電気製品を使用して 
ください。規格がの製品や規格(上 
の大さな容量の製品を使用すると 
ヒューズび切れたり、乂災が発生す 
るおそれびあります。 

D 電源ソケットにライターを差し込 
まないで < ださい。 

D ソケット内に指などを入れないで 
ください。感電するおそれがあり 
ます。 

〇エンジンびかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テリーびあびるおそれがあります。 

〇電源ソケットを使用しないとさは 
カバーを閉じてください。異物び 
入ったり、水びかかると故障の原因 
になります。 


ielw 















室内装備 


173 


サングラス入れ 



運転席ドアウインドウの上方にヴング 
ラス入れびあります。 


サングラス入れのカバーを開く 

► サングラス入れのカバーのを矢印 
のち向に開さます。 

A けがのおそれびありまず 

サングラス入れにかたい物や鋭利な 
物、重量のある物を収納しないで< 
ださい。 SRS ウインドウバッグの作 
動を妨げたり、作動時に物び飛んで 
乗員びけびをずるおそれびありまず。 

〇走行中はカバーを閉じてください。 


アシストグリップ _ 

助手席およびリアドアウインドウの 
上方にアシストグ U ップびあります。 
コーナリング時の姿勢保持などに使用 
し未す。 

リアのアシストグリップには、コート 
フックび装備されています。 

A けがのおそれがありまず 

SRS ウインドウバッグの作動を妨げ 
たり、作動時に物び飛んで乗員びけ 
びをずるおそれびありまずので、！;^ 
下の点にを意してください。 

• アシストグ U ップに八ンガーやア 
クセヴ U —などをかけないでくだ 
さし、 

• コートフックには軽く柔らかい衣 
服切34の物をかけないでください。 

• コートフックを使用ずるとさは、 
八ンガーなどを使用せず、衣服を 
直接かけてください。 

H アシストグリップにぶらさがった 
り、必要(上の大さな荷重をかけ 
ないでください。アシストグリップ 
を損傷するおそれびあります。 

H コートフックを使用するとさは、 
衣服び運転者の視界の妨げになら 
なし" i よラにしてくださし、 


B 義6恒冊 
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運輯席のフ□アマット * 


心 事故のおそれがありまず 

• 運転席のフ□アマットを使用ず 
るときは、ペダルとの間に十分 
な空間びあり、確実に固定され 
ていることを確認してください。 

• 運転席のフ□アマットは、フ□ア 
の凸部®とフ□アマットの凹部 
①で確実に固定してください。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。確実に固定されていないと、 
フ□アマットび滑ったり、ペダル 
操作を妨げるおそれびありまず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使 
用しないで < ださい。 



フ□アマットを取り付ける 


► シートを後方に動かします。 

► フ□アマットを敷きます。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部③にはめ込みます。 

フ□アマットを取り外ず 

► フ□アの凸部③からフ□アマット 
を取りがします。 


iGlw 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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慣 S し運転 


慣らし運輯 


A 事故のおそれがありまず 

新車時または交換した新品のブレーキ 
パッドは、走行距離び目安として数百 
km を超えるまでは制動性能を完全に 
は発揮でさません。最初の数百 km ま 
では、必要に応じてブレーキペダルを 
少し強めに踏んでください。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

び馴染むまで「慣らし運転」すること 

をお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することがでさます。 

最初の1,500 km までは(下の注意事 

項を守ってください。 

• エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,000回転のとさは約 
4,000回転）を超えないよラに運転 
してください。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けてください。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
ください。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは避けてください。 

• マニュアルシフト位置 [ J □巧 Dm 
は、山道などを低速で走行するとさ 
にだけ使用してください。 


走行距離び1,500 km を超えたら、エ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
てください。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後わ、慣らし運転を行なっ 
てください。 

〇 キックダウン： 走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的に低い変速比（ギア）に切り 
替わり、エンジンの回転数が上びっ 
て素早く加速します。これをキック 
ダウンといいます。 

〇 エンジンブレーキ： 走行中にアク 

セルペダルを戻したとさに発生する 
エンジン内部の抵抗を利用した減 
速をエンジンブレーキといいます。 
低い変速比（ギア）のとさほど効さ 
び強くなります。 
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燃料の給油 
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心 乂災や爆発のおそれびありまず 

給油ずるとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
びあるとさや燃斜のないびするとさ 
は、決して火気を近付けないでくだ 
さい。火災び発生するおそれびあり 
まず。 


/ j \ 爆発のおそれがありまず 

燃料は可燃性の高い物質でず。燃料 
を取り扱ラとさは、火気を近付けた 
り、近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油ずる前に、エンジンを停 
止してください。 


A 健康を害ずるおそれがありまず 

肌や衣服に燃料び付着しないよラに 
を意してください。燃斜び肌に直接 
触れたり、気化した燃料を吸い込む 
と、健康を害ずるおそれびありまず。 

燃料給油口は車両のち側後方にあり 
ます。また、メーターパネルには燃料 
給油□の位置を示す [ E が表示され 
ています。 



①燃料給油フラップ 
③ ホルダー 

③ キャップ 

④ タイヤ空気圧ラベル 
⑥使用燃料表示 

給油□を開いて給油ずる 


►エンジンを停止して、エンジンス 
イッチからキーを抜さます。 

► 燃料給油フラップ①の矢印の部分を 
押します。 

► キャップ③を反時計回りに少しゆる 
めてタンク内の圧力を抜さます。 

►圧力び抜けたら、さらに反時計回り 
にまわしてがします。 

► がしたキャップ③を燃料給油フラップ 
の裏側にあるす0レダ^に置きます。 

► 給油を開始します。 

給油ノズ j レび最初に自動停止した時 
点で給油を停止してください。 

給油□を閉じる 


►キャップを燃料給油口に合わせ、時 
計回りにいつぱいまでまわします。 

キャップび□ックする音び聞こえ 
ます。 

► 燃料給油フラップのを閉じます。 


B 三養接09が田 
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燃料の給油 


〇 燃料給油フラップが解錠されない 
ときは、手動で解錠して開くことが 
できます （^246 ページ）。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル④び貼付してあり 
ます。タイヤ空気圧ラベルの見かた 
については （>191 ぺージ）をご覧 
ください。 

〇 U モコン操作で車両を施錠する前 
に燃料給油フラップを閉じてくだ 
さい。燃料給油フラップの□ックピ 
ンにより燃料給油フラップを閉じる 
ことびでさな< なります。 

n 燃料をこぼさないよラに注意して 
ください。 

燃料び車の塗装面に付着したとさ 
は、すぐにおき取ってください。塗 
装面を損傷するおそれがあります。 

P 燃料を給油するとさは、(下の点 
に注意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用してください。有鉛ガソ 
リンや粗悪なガソリン、指定 
外の燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用したり、添 
加剤などを混入すると、エンジ 
ンなどを損傷するおそれびあり 
ます。 

• 軽油を燃料として使用したり、 
無鉛プレミアムガソ U ンに湿ぜ 
て使用しないでください。少量 
を湿ぜただけでもエンジンなど 
を損傷するおそれがあります。 
また、このよラな場合は保証の 
適用外になります。 


• 誤って軽油を給油してしまった 
場合は、決してエンジンを始動 
しないでください。軽油が燃料 
系部品全体にまわるおそれがあ 
ります。誤って給油した場合は 
メルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。 

• 目的地まで余裕をちって走れる 
よラに、十分な量を給油してく 
ださい。 

•燃料給油口には、純正品(外 
のキャップを使用しないでく 
ださい。 

〇セルフ式のガソリンスタンドな 

どで給油するとさは必ずじ(下の点 

を守り、安全に十分ま意して作業 

を行なってくださし、。 

•エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じてくだ 
さし、 

• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をする人(外は燃料給 
油口に近付かないでください。 

• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去 して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による乂花で燃料に引乂し 
たり、乂傷をするおそれびあり 
ます。 

• 作業中は車内に戻らないでくだ 
さい。帯電するおそれびあります。 


I 




• キャップの取り外し/取り付けは 
確実に行ない、乂気を近付けない 
よラにしてください。 

• 燃料が塗装面に付着しないよラ 
にを意してください。塗装面を 
損傷するおそれがあります。 

• 給油ノズルは給油口の奥まで確 
実に差し込んでください。 

•給油び自動的に停止したら、そ 
れじ(上は給油しないでください。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
び不調になったり停止するおそ 
れびあります。 

•手動で給油しているとさは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給油して 
ください。燃料び吹さこぼれる 
おそれがあります。 

• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守して<だ 
さし、 



公 事故のおそれびありまず 

走行中はボンネット□ック解除レ 
バーを引かないでください。ボン 
ネットび開いて視界び遮られ、事故 
を起こすおそれびあります。 


心 乂傷のおそれがありまず 

ボンネットから炎や煙び見えたとさ 
は、ボンネットを開かないで<だ 
さい。乂傷をずるおそれびあります。 


心 乂傷のおそれがありまず 

エンジンび停止していてを、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分びありまず。エンジンルーム内に 
触れるとさは、各部の温度び下びっ 
ていることを確認してください。 


心 けびのおそれびありまず 

イグニッシヨンシステムには高電圧 
び発生していまず。そのため、1;^下 
のとさはイグニッシヨンシステムの 
構成部品（イグニッシヨンコイル、 
イグニッシヨンケーブル、プラグコー 
ドや診断ソケット）には手を触れない 
でください。感電したり、致命的な 
けびをずるおそれびあ0ます。 

• エンジンびかかっているとさ 
• エンジン始動時 

• エンジンスイッチび2の位置の 
とさ 
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エンジン ルーム 


心 けがのおそれがありまず 

エンジンスイツチからキーを抜い 
ていてち、冷却水の温度び高いとさ 
はエンジンフアンなどび自動的に回 
転ずることびありまず。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物を近 
付けないでください。 


ボンネットを開く 


A けがのおそれがありまず 

ボンネットを開くとさは、ワイパー 
のスイッチび停止の位置になってい 
て、エンジンスイッチからキーび 
抜いてあることを確認してください 
052ページ）。ボンネットを開い 
ているとさにワイパーび作動ずる 
と、けびをずるおそれびありまず。 

H ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損 
傷するおそれがあります。 

〇強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットが不 
意に下びることがあります。風の 
強い曰は十分に注意してください。 



► エンジンスイッチからキーを抜い 
て、ワイパーび停止の位置になつ 
ていることを確認します。 


► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
ノ（一①を手前に弓 I さます。 



► ボンネット前部の□ック解除ノブ② 
を矢印のち向に引さながらボンネッ 
卜を開さます。 



►アーム⑥をフック⑥から外し、ボン 
ネットの凹部③に確実にかけます。 
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A けがのおそれびありまず 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分を意してく 
ださい。車の周りにテ供びいるとさ 
は、特にを意してください。 

►ボンネットを少し上げながら 、アー 
ム⑥を凹部③または④から外し、 
フック⑥に固定します。 

►ボンネットを下げ、グリル上部から 
約 20 cm 〜 30 cm の位置で手を放 
して閉じます。 

► ボンネットび確実に閉じていること 
を確認します。 

完全に閉じなかったときは、わラー 
度ボンネットを開さ、同じち法で少 
し強めに閉じます。 

A 事故のおそれびありまず 

走行前に、ボンネットび確実に□ッ 
クされていることを確認してくだ 
さい。走行中にボンネットび開いて 
事故を起こすおそれびあります。 

〇エンジンルーム内に物を置いた 
ままボンネットを閉じないで<だ 
さい。ボンネットが変形するおそれ 
びあります。 


エンジンルーム内の麻、検 

エンジンルーム内の各所を点検をす 
るとさはじ(下の事項を厳守してくだ 
さし、。 

A けがのおそれびありまず 

• イグニッシヨンシステムおよびバ 
イキセノンへッドランプ*のバル 
ブソケットや配線に手を触れない 
で<ださい。高電圧び発生してい 
るため、感電ずるおそれびあり 
まず。 


① 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

186 

② 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

183 

③ 

ウォツシャー;仪 
リヴーブタンク 

188 

④ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

183 

⑥ 

冷却水リヴーブタンク 

184 


► ボンネットを大きく開くときは、 
アーム⑥を凹部④にかけます。 

n アーム⑥はエンジンルームの熱で熱 
くなっていることびあります。触れる 
ときは、手袋などを着用してくださしん 

Ttt ンネットを閉じる 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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エンジン ルーム 


• ェンジンスイッチからキーを抜い 
てち、冷却水の温度び高いとさは 
ェンジンファンなどび自動的に回 
転することびあります。ェンジン 
ファンなどの回転部には身体や物 
を近付けないでください。 

9 環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 

の油脂類やフルード類の交換-廃棄 

は、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 

スエ場で行なってください。 

ェンジンルーム内の手入れ 

手作業でないて<ださい。乂傷や感電 

をしないよラに注意してください。 

ェンジンルームには多<の電気装備が 

あり、水分や湿気を嫌います。水をか 

けたり、 スチーム 洗浄をしないで<だ 

さい。 

A 乂傷やけがのおそれがありまず 

• ェンジンや補器類の熱や動さに十 
分を意して<ださい。火傷やけび 
をするおそれびあ0まず。 

• ラジェターに手を触れないでくだ 
さい。火傷やけびをずるおそれび 
あ0ます。 

• 作業は安全な場所で行なってくだ 
さし、 

D 適切な工具を使用してください。 

P 部品や工具をェンジンの上など、 

ェンジンルーム内に置かないでくだ 

さい。中に落とすおそれがあります。 


U 油脂類（オイルなど）やフルード 
類（ブレーキ液、バッテ U 一 液、冷 
却水など）は、十分注意して取り扱っ 
てくださし、万一目に入った場合は、 
ただちに清潔な水で十分に洗い流 
し、医師の診断を受けてください。 

D 油脂類やフルード類び皮膚に付着 
したとさは、ただちに石けんで洗い 
流してください。放置すると皮膚に 
障害を起こすおそれびあります。 

H 油脂類やフルード類の容器は、テ 
供の手び届 < ところや乂気の近 < に 
保管しないでください。 

V ベルト 

自動調整式なので、調整の必要はあり 

ません。 


エンジンオイル 


エンジンオイルの量を,な検ずる 

エンジンオイル量を点検するとさは、 
じ(下の点に注意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから5分じ(上経 
過してし" i る 


I 







183 



► エンジンオイルレベルゲージ①を 
抜さ取り、されいに拭いていっぱい 
まで差し込みます。 


► 再度エンジンオイルレベルゲージ 
を抜さ取り、付着したエンジンオイ 
ル量と巧れ具合を点検します。 

► エンジンオイル量はエンジンオイ 
ルレべ j レゲージの上限②と下限③の 
間にあれば正常です。 

► エンジンオイルが下限じ(下のとさ 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量だけ補給します。 

※車種や仕様により、エンジンオイルレべ 
ルゲージの形状び異なることびありまず。 

〇 オイルレベルゲージの上限と下限 
の間は約 1.2 リットルです。 

〇 慣らし運転中のエンジンオイル 
消費量は多少増加することがあり 
ます。また、頻繁にエンジン回転数 
を上げて走行すると、エンジンオイ 
ル消費量は増加します。 


エンジンオイルを補給ずる 


9環境 

エンジンオイルを補給ずるときは、 
エンジンオイルをこぼさないよラに 
を意して<ださい。環境保護のため、 
エンジンオイルを地面や排水溝など 
に流さないでください。 



► エンジンオイルフィラーキャップ 
①を反時計回りにまわして取り外 
します。 


► 指定のエンジンオイルを規定の 
量まで補給します。 

► エンジンオイルフィラーキャップ① 
を補給口に合わせ、時計回りにいっ 
ぱいまでまわして取り付けます。 

A 乂災や乂傷のおそれびありまず 

エンジンオイルをエンジンルーム内に 
こぼさないで<ださい。エンジンび 
熱いとさにオイルび付着ずると、発火 
して火傷をずるおそれびあります。 


B 三養接09が田 
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エンジン ルーム 


エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換するこ 
とをお勧めします。交換時期はメン 
テナンスインジケーターを目安とし 
てください。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりますので、詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定ヴービスエ場におたずねく 
ださい。 

H 必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されない場合びあ 
ります。 

P 種類の異なるエンジンオイルを混 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

D エンジンオイルに添加剤などを使 
用しないで < ださい。 

Q エンジンオイルがエンジンルーム 
内に付着したとさは完全におさ取っ 
てください。 

P エンジンオイル量び多すざると故 
障の原因になります。入れすざた 
エンジンオイルは抜さ取ってくだ 
さし、。 

H エンジンオイルの減りかたび著 
しいとさは、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場で点検を 
受けてください。 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


冷却水 



冷却水の量を点検ずる 


► 水平な場所に停車します。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► メーターパネルのエンジン冷却水温 
度計で、冷却水の温度び冷えている 
ことを確認します。 

A 乂傷のおそれがありまず 

水温び少しでを高いとさは、絶対に 
U ヴーブタンクのキャップを開か 
ないで<ださい。高温の蒸気や熱湯 
び吹さ出して、火傷をするおそれび 
あ0ます。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► リヴーブタンク②のキャップ①を反 
時計回りにゆっくり約1回転まで 
まわして、圧力を抜さます。 
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►圧力が抜けたら、キャップ①をさ 
らに反時計回りにゆっくりまわして 
取りがします。 

► 冷却水の液面びバー③の上面に達 
していれば適量です。 

〇 水温び高いとさは、液面は約 
1 .5 cm 高くなります。 

冷却水を補給ずる 


冷却水び不足している場合は、冷却水 
が冷えているときに U ヴーブタンクに 
補給します。 

A 乂傷のおそれがありまず 

不凍液をエンジンルームにこぼさない 
ようにしてください。熱くなったエン 
ジンに不凍液び付着ずると、発火して 
火傷をするおそれびあります。 

► U ヴーブタンク②のキャップ①を 
反時計回りにゆっくり約1回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 

►圧力び抜けたら、キャップ①をさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取りがします。 

► 液面の高さに注意して冷却水を補 
給します。 

通常は水道水に指定の不凍液を湿 
ぜて使用します。 

車を使用する地域（最低気温）に 
よって濃度を変えます。 

►キャップ①を補給□に合わせ、時 
計回りにいっぱいまでまわして取り 
付けます。 


H 冷却水の補給は、冷却水び冷スてい 
るとさに行なってください。 

Q 冷却水には必ず不凍液を混ぜてく 
ださい。不凍液には防鐘の効果わあ 
ります。 

D 指定(外の不凍液や不適当な水を 
使用しないでください。鐘や腐食な 
どの原因になります。 

D 不凍液は塗装面を損傷させます。 
ボディに付着したとさは、すみやか 
に水で洗い流してください。 

B 冷却水の減りかたが著しいとさ 
は、ただちにメルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 

H マルチフアンクションディスプレ 
イに冷却水に関する故障/警告メッ 
セージ（>228、229ぺージ）が表 
示されたとさは、才ーバーヒートし 
てエンジンを損傷するおそれがあり 
ます。ただちにち全な場所に停車し 
てください。 

冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととわに劣化し 

ますので、整備手帳に従い定期的に交 

換してください。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 

ビスエ場におたずねください。 
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エンジン ルーム 


才一八ーヒートしたとさ 


オーバーヒートしたとさは、じ(下のい 
ずれかの症状びあらわれます。 

• 冷却水温度び約 i 2 crcii (上を示し 
ている 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に冷却水に関する故障/警告メッ 
セージび表示される 
• エンジンルームから蒸気が出ている 

A 乂災のおそれがありまず 

エンジンルームから蒸気び出ている 
とさや冷却水び吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、冷 
えるまで車から離れてください。漏 
れた冷却水び発火して火災び発生ず 
るおそれびあ0まず。 


A 义傷のおそれがありまず 

水温び下びるまで、絶対にボンネッ 
卜やリヴーブタンクのキャップを開 
かないで<ださい。高温の蒸気や熱 
湯び吹さ出して火傷をずるおそれび 
あ0ます。 

才ーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水び吹さ出している状 
態でエンジンをかけたままにする 
と、エンジンを損傷するおそれが 
あります。 

〇オーバーヒートしたとさは必ずメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、 


才ーバーヒートしたときの巧処方ま 

► ただちにち全な場所に停車します。 

► エンジンをアイドリング状態で冷 
却します。 

エンジンフアンが停止していると 
さや冷却水び吹さ出しているとさ 
は、エンジンを停止して冷却して 
ください。 

►エンジンび十分に冷えてから、冷 
却水量、水漏れ、エンジンフアンな 
どを点検します。 

► 冷却水が不足していたら補給し 
ます （>185 ページ）。 

U 冷却水は、エンジンび熱いときに 
補給しないでください。エンジンを 
損傷するおそれびあります。 


ブレーキ液 


ブレーキ液の量を点検ずる 



► ブレーキ液リヴーブタンク①のレ 
ベルインジケーターで点検します。 


ブレーキ液の液面がレベルインジ 
ケーター上限 （ MAX ) ②とレベル 
インジケーター下限 ( MIN ) ③の 
間にあれば正常です。 


I 
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〇マルチフアンクシヨンディスプレ H ブレーキ液の減りかたび著しいと 
イにブレーキ液に関する故障/警 きは、ただちにメルセデス•ベンツ 

告メッセージび表示されたとさは、 指定サービスエ場で点検を受けてく 

0230ぺージ）をご覧ください。 ださい。 


ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス.ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をしてください。詳し 
くはメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

• マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキに関する故障/警告 
メッセージび表示されたり(>230 
ぺージ）、ブレーキ警告巧(>201 
ページ）び点灯したときは、むや 
みにブレーキ液を補給しないで< 
ださい。補給によって故障び解消ず 
ることはありません。 

• 安全な場所に停車し、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡し 
て < ださい。 

• 必ず指定のブレーキ液を使用して 
ください。指定!;^外のブレーキ液 
を使用したり、他の銘柄を混ぜる 
と、 ブレーキの効さ具合やブレー 
キシステムに悪影響を与え、安全 
なブレーキ操作びでさな<なるお 
それびあ0まず。 


心 乂傷のおそれがありまず 

ブレーキ液の補給は、エンジンび冷 
えてから行なってください。また、 
レベルインジケーターの上限を超え 
ないよラに補給してください。あふ 
れたブレーキ液び熱 < なったエンジ 
ンや排気管などに付着すると、発火 
して火傷をずるおそれびありまず。 


B ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場で 
行なってくださし、。 

[I 補給のとさは、ゴミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよラにして 
ください。たとえ小さなゴミでも、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
ります。 

Q レベルインジケーターの上限を超 
えて補給すると、走行中に漏れて塗 
装面を損傷するおそれびあります。 
ボディに付着したとさは、すみやか 
に水で洗い流してください。 

H ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化します。 
劣化した状態で使用すると、苛酷な 
条件下ではベーノ く 一 □ ックび発生す 
るおそれがあります。 

〇 ベーパー□ック：長い下り坂や急 

な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液が沸騰 
してブレーキパイプ内に気泡が発生 
し、ブレーキペダルを踏んでち圧 
力び伝わらず、ブレーキび効かな 
くなる現象のことです。 
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エンジン ルーム 


ウオツシヤーが 

ウインドウウォッシヤー液とへッドラ 
ンプウォッシャー*液のリヴーブタン 
クは兼用です。 

A 乂災のおそれがありまず 

ゥォッシャー液は可燃性の高い液体 
です。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気を近付けたり、おくで喫 
煙をしないでください。また、エン 
ジンび熱くなっているとさには補給 
しないで < ださい。 

使用ずるウォッシャー;が 

専用の純正ウオッシャー液を水に湿ぜ 
て使用します。 


ウオッシヤー液を補給ずる 



► U ヴーブタンクに補給する前に、 
ウォッシャー液と水を適正な湿合 
比に混ぜます。 

► ウォッシャー液リヴーブタンクの 
キャップ①を開さます。 

► ウォッシャー液を補給します。 

► キャップ①を取り付けます。 


〇 ウォッシャー液には夏用と冬用の 
2種類びあります。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果があり、冬用には凍 
結温度を下げる効果があります。 

U ウォッシャー液は、リヴーブタン 
クに補給する前に別の容器で適正な 
混合比に湿ぜてください。 

n 粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあります。 

H ウォッシャー液び出なくなったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
でください。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびあります。 

〇へッドランプには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さし、純正じ(夕+のウォッシャー液を 
使用すると、レンズを損傷するおそ 
れびあります。 

〇ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水を混ぜないでください。液 
量センサーを損傷するおそれびあり 
ます。 

B マルチフアンクシヨン デイ スプレ 
イにウォッシャー液に関する故障/ 
警告メ ッ セージが表示されたとさは 
(^232 ページ）をご覧ください。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

• 純正品および承認されている製品 
のタイヤやホイールを装着す 
ると、ブレーキシステムやヴスぺ 
ンシヨンを損傷したり、事故を起 
こすおそれびあります。 

• タイヤの摩耗には十分にを意し、 

ス U ップヴイン（別冊「整備手帳」 
参照）び現われたら、ずぐに交換 
してください。タイヤの溝の深さ 
び約 3 mm じ(下になると著しく滑 
りやずくなり、事故につなびるお 
それびあ0まず。 


心 事故のおそれがありまず 

• 必ず規定の空気圧を守って<だ 
さい。燃料給油フラップの裏側に、 
規定のタイヤ空気圧を記載したラ 
ベルび貼付してあります(>191 
ぺージ)。 

• 空気圧の低いタイヤで走行し 
ないでください。タイヤび過熱 
して破裂したり、火災を起こず 
おそれびあ0ます。 

• ホイールボルトはホイールに適合 
した純正品だけを使用してくだ 
さい。純正品!;のホイールボル 
卜を使用ずると、ホイールび脱落 
して事故を起こすおそれびあり 
ふ 9 〇 


Q 純正品または承認されている製品 
じ(外のタイヤやホイールを装着する 
と、車両操縦性や□ー ドノイズ、燃 
料消費などに悪影響をおよぼすおそ 
れびあります。また、乗車人数や荷 
物び増えた場合などには、タイヤや 
ホイールと車体などび接触して、夕 
イヤや車体を損傷するおそれびあり 
ます。 

H ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたすおそれびあ 
ります。 

Q 装着するタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とち同じ銘柄のち 
のにしてください。サイズや銘柄が 
異なると、車両操縦性に悪影響をお 
よぼし、事故を起こすおそれびあり 
ます。 

H 再生タイヤを装着した場合、安全 
性の保証はでさません。 

Q 純正品または承認されている製 
品(がのタイヤやホイールを装 
着すると、道路運送車両法違反に 
なることびあります。 

P 前後同サイズのタイヤ/ホイール 
び指定されている車種で、2本だけ 
新品のタイヤを装着する場合は前輪 
に装着してください。 

P 摩耗具合にかかわらず、6年(上 
経過したタイヤは新品のタイヤと交 
換してください。 

応急用スペアタイヤち同様に交換し 
てください。 
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タイヤとホイール 


。ひどく摩耗したタイヤでは、濡 
れた路面を走行しないで < ださい。 
タイヤのグ U ップび著しく低下し、 
八イド□プレーニング現象を起 
こすおそれがあります。 

H ブレーキシステムやホイールを 
改造しないでください。また、ホ 
イールスペーヴーやブレーキダス 
トシールドを装着することはでさ 
ません。事故や故障の原因になり 
ます。 

〇タイヤ/ホイールは、オイルや 
グ U —ス類、燃料などの付着する 
おそれのない、乾燥した冷暗所に 
保管してください。 

〇 新品のタイヤを装着したときは、 
走行距離び約 100 km を超えるまで 
は速度を控えて運転することをお勧 
めします。 

タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用するか、 
タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整 
備手帳」参照）を見て、空気圧が適 
切であることを点検します。 

► タイヤに大さな傷がないこと、くざ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないことを点検します。 

必要に応じて、ステアリングを左 
ちいっぱいに切り、前輪の内側側面 
の状態わ点検します。 

► タイヤが偏摩耗を起こしたり、極端 
にすり減っていないことを点検し 
ます。スリップサイン（別冊「整備 
手帳」参照）が出ているとさは、新 
しいタイヤに交換します。 


B ほこりや水分の侵入を防ざバルブ 
を保護するため、ホイールバルブの 
キャップを必ず装着してください。 

また、市販のタイヤ空気圧計測装 
置をホイールバルブに装着するな 
ど、純正品または承認されたバルブ 
キャップ(外のちのをホイールバル 
ブに装着しないでください。 

H タイヤに空気を入れてち、すぐに 
空気圧び低下するとさは、パンク 
やホイールの損傷、タイヤバルブか 
らの空気漏れなどのおそれがあり 
ます。ただちにメルセデス*ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

B タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの摩耗を点検すると 
さは、必ずタイヤの内側わ点検し 
てください。 

P タイヤのトレッドやサイドウオー 
ルびひど<すり減ったり、傷び付い 
ているときは交換してください。 

走行時の注意 


• タイヤやホイールび損傷していると 
さは、振動や騒音が発生したり、ス 
テアリングび不自然な動さをするこ 
とびあります。このよラなとさはた 
だちにち全な場所に停車して、タイ 
ヤとホイールを点検してください。 

異常び見つからないとさわ、メルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

• 路面の段差などを乗り越えるとさ 
は、速度を落とし、注意して走行し 
てください。タイヤやホイールを損 
傷するおそれがあります。 
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• 駐車時は、タイヤやホイールが縁石 
に接触しないよラにしてください。 

また、縁石を乗り越える必要がある 
とさは、縁石に対してタイヤをでさ 
るだけ直角にしてください。タイヤ 
を損傷するおそれびあります。 

タイヤを清掃ずるとき 

• ホイールには酸性のホイールク 
U —ナーを使用しなし''でくださし、。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キディスクび腐食するおそれびあ 
ります。 

• ホイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置すると、 
ブレーキディスクやブレーキパッド 
などび腐食するおそれがあります。 

このよラなとさは、しばらく走行し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させてください。 


タイヤの保管について 


タイヤの回転方向について 


装着していないタイヤは、オイルや 
グリース類、燃料などの付着するお 
それのない、乾燥した冷暗所に保管 
してください。 


タイヤの清掃について 


A 事故のおそれがありまず 

高圧式スプレーガンを使用してタイ 
ヤを清掃しないでください。タイヤ 
を損傷するおそれびあり、事故の原 
因になります。 


タイヤ空気圧ラベル 


回転ち向び指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転するよラに装着す 
ることで、八イド□プレーニング現 
象などを発生しにくくし、タイヤの 
性能を発揮することびでさます。 

タイヤの側面に記載された回転方向 
の矢印などの指示に従って装着して 
ください。 



タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されています(>177 
ぺージ)。 

装着されているタイヤのサイズや乗車 
人数、荷物の量などに応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は 「bar (= kg / cm 2 )」 と fpsij 
で示しています。 
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タイヤとホイール 



〜+4■■•川い 

タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤサイズの代わりに、 " 16 "" や 
" R 16" などのホイール外径で表示され 
ていることちあります。 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあります。 



ホイール外径のはタイヤのサイド 
ウオールのタイヤサイズ表示に記載さ 
れています。 


心 事故のおそれがありまず 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤび過熱して破 
裂したり、火災を起こすおそれび 
ありまず。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• タイヤに空気を入れずざないでく 
ださい。空気を入れすざたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやす < な 
りまず。また、タイヤ空気圧警告 
システムび正しく作動しなくなつ 
たり、車両操縦性に悪影響をおよ 
ぼずおそれびあ0まず。 


A 事故のおそれがありまず 

市販のタイヤ空気圧計測装置をホ 
イールバルブに装着するなど、純正 
品または承認されたバルブキャップ 
外のちのをホイールバルブに装着 
しないで < ださい。 

それらを装着ずると、バルブび常に 
開いた状態になるため、空気圧低下 
の原因になりまず。 

9環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧び低いと、 
燃料を余計に消費しまず。 

n 必ず法定速度を守って走行してく 
ださい。 

B 周囲の気温び約10で変化すると、 
タイヤ空気圧は約 0.1 bar 変化し 
ます。タイヤ空気圧を点検するとさ 
は周囲の気温 I しま意してくださし、。 
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^"up to 21 Okm / h " の表示びある場 
合は、"叩 to 21 Okm / h " の空気圧 
に調整してください。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て< ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず点検を 
行なってくださし、。 

〇 走行した直後や炎天下のよラに夕 
イヤ自体び高温になっているとさ 
は、約 0.3 bar ほど空気圧が高くな 
ります。空気圧はタイヤび冷えてい 
るときに測定してください。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤの側面または 
ホイールに記載されています。 


タイヤ空気圧警告システム _ 

4輪すベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧び低下するこ 
とにより他のタイヤとの回転速度に 
差び生じると、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告メッセージを 
表 TJX します。 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

• カーブを巧びっているとさ 
• 加速または減速をしているとさ 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやすい路面を走行しているとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着しているとさ 

• 応急用スペアタイヤを装着している 
とさ 

• ルーフや車内に重い荷物を積んで走 
行しているとさ 

上記に該当しない条件で約 20 km/h 
(上の速度で数分間走行した後、異常 
び検知されると警告び行なわれます。 
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タイヤとホイール 


心 事故のおそれがありまず 

• 空気の入れすざなど、誤ったタイ 
ヤ空気圧の調整に対しては警告び 
行なわれません。燃料給油フラッ 
プの裏側にあるタイヤ空気圧ラべ 
ルを参照し、必ず規定の空気圧に 
調整してください。 

• タイヤ空気圧警告システムは、複数 
のタイヤから同量の空気び漏れた 
場合などは検知でさません。また、 
タイヤ空気圧の点検を行なラシス 
テムではあ0ません。 

• 急激な空気圧低下（タイヤに異物 
び貫通した場合など）に対しては 
警告を行なラことびでさません。 
このとさは、急ブレーキや急八ン 
ドルを避け、しっかりステアリン 
グを支えなびら、徐々に減速して 
安全な場所に停車してください。 


タイヤ空気圧警告システムの再起動 

じ(下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させてください。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• ホイールやタイヤを交換したとき 

• 新しいホイールやタイヤを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル(>191ページ）を参照 
して、すべてのタイヤが、適正な 
空気圧に調整されていることを確 
認します。 


A 事故のおそれがありまず 

タイヤ空気圧警告システムは、タイ 
ヤ空気圧び適正に調整されていない 
とさは、正常に作動しません。 

タイヤ空気圧システムを再起動ずる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► またはを押して、車両 
情報メイン画面を表示させます 
(>102 ぺージ)。 

► ^または^を押して、タイヤ 
空気圧警告システム画面を表示さ 
せます。 


タイヤクウキ 
アツケイコク 

ヴドウ 

メニユ ー ： 

R ボタン 


II 外^ヤクウキアツケイ]クサドウメこユ - : R ホ'' タン" 
と表示されます。 

〇 エンジンスイッチが2 (がの位 
置のとさは、マルチファンクショ 
ンディスプレイに"夕仆クウキアツケイ] 
クイク''ニッションオンテ'' ショウカノウ "と表示さ 
れます。 

► リセットボタン（1>97ページ）を 
押します。 
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《画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイに 
II タイヤケイ]クサイシドウ？"と表示されます。 

► m を押して、 ' i / W ' i を反転表示 
にします。 


タイヤクウキ 
アツケイコク 
ヴイシドウ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"夕仆クウキアツケイ]クサイシドウ " と表示 
されます。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システム 
び作動を始めます。 

再起動を中断ずる 

► II タイヤケイ]クサイシドウ？ II と表示されてい 
るとさに Q を押します。 

または 

►" タイヤケイ]クサイシドウ？"と表示されてか 
ら、約15秒間何も操作しないと、 
再起動は中断されます。 


タイヤ □ーテーシ ヨン 


心 事故のおそれがありまず 

タイヤまたはホイールのサイズび前 
後で異なるとさは、タイヤ□ーテー 
シヨンを行なわないでください。前 
後のタイヤを入れ替えると車両操縦 
性や走行安定性び確保でさません。 

ホイールボルトの締め付けトルクは 
13 kg - m (130 Nm ) でず。タイヤ □- 
テーシヨンを行なった後は、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場でホ 
イールボルトの締め付けトルクを確 
認してください。 

タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

5,000〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なつて< ださい。 



タイヤ□ーテーシヨンのち法 


タイヤ□ーテーシヨンを 巧なう 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えます。 
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《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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寒冷時の取り扱い 


〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることびできます。この結果、タイ 
ヤの寿命を延ばすことびでさます。 

〇 タイヤを入れ替えた後に空気圧を 
調整してください。 

〇 指定空気圧は、燃料給油フラップ 
の裏側に貼付してあるタイヤ空気圧 
ラぺ) レで確認してください。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを行なった 
あとは、タイヤ空気圧警告システ 
ムを再起動してください(>194 
ぺージ）。 


寒冷時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り 
扱いび必要です。必ず(下の注意事項 
を守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、冷却水の不凍液の濃度が適正であ 
ることやバッテリー液の量や充電状 
態に不足びないことを点検してくだ 
さい。 

エンジンオイル 

車を使用する場所のが気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用してください。 

ウォツシヤー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
ります。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になります。凍 
結防止用の塩類をまく地方の場合、1 
年に一度ボディ下回りの防鐘処理をす 
ることをお勧めします。 

積雪 

ボディやウインドウ I こ雪び積もったと 
さはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれが 
あります。 
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ドアやテールゲートの凍結 

ドアやテールゲートび凍結していると 

さは(下のよラな方法で走行する前に 

解凍するか、氷を取り除いてください。 

• 氷を取り除くとさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
ください。 

• ドアやテールゲートび凍結して開 
かないとさは、開口部周囲 f める 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
<ださい。また、キーシリンダー 
にはめるま湯びかからないよラに 
してください。 

• 再凍結を防止するため、余分な水分 
はきれいになき取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとすると、周囲の 
防水シールを損傷するおそれびあ 
ります。 

ボディ下側の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
ヴスペンシヨンなどに雪や氷塊が 
付着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステアリング操 
作びでさな<なり、事故を起こすお 
それびあります。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよラに注意しなが 
ら、雪や氷塊を取り除いてください。 


• 走行中にち、はね上げた雪や水しぶ 
さび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びあります。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊が付着していると 
さは、大さくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、ドアウイン 
ドウ、パノラミツクラメラールーフ* 
などび凍結しているとさに、無理に動 
かすとモーターを損傷するおそれび 
あります。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 
ください。 

乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操 
作するとさに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側が曇り 
やす < なります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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寒冷時の取り扱い 


雪道で動けないとき 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出口）と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気 
ガスび車内に侵入するおそれびあり 
ます。 

A 中毒のおそれがありまず 

マフラーなどび雪に埋ちれた状態でエ 
ンジンをかけていると、排気ガスび車 
内に入り一酸化炭素中毒を起こした 
り、中毒死ずるおそれびあります。 

駐車ずるとき 

寒冷時や積雪地での駐車時は(下の点 
に注意してください。 

• パーキングブレーキが凍結するおそ 
れがある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、セレクターレバーを 
EE に入れて、確実に輪止めをし 
てください。 

• できるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンが冷えすざない 
よラにしてください。 

• 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららが落ちてさてボ 
ディを損傷するおそれがあります。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ U ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動する 
と、乂災や故障の原因になります。 


ウィンタータイヤ 


雪道や凍結路を走行するとさや外気温 
度が約7でじ(下のときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで、 ABS や 
ESP ® などの効果び発揮されます。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とわ同じ銘柄のわの 
にしてください（>282ぺージ）。 

ウィンタータイヤを装着したとさは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

• ウィンタータイヤの溝の深さび約 
4 mm 下になったときは、ただち 
に新品と交換してください。 

• ウィンタータイヤの装着時に応急 
用スペアタイヤを装着ずると、車 
両操縦性や走行安定性、制動性能 
び大さく低下するのでを意してく 
ださい。 

スペアタイヤは応急的に使用し、 
でさるだけ早くウィンタータイヤ 
に戻してください。 

Q ウィンタータイヤを装着していて 
わ、雪道や凍結路面ではクルーズ 
コント□ールを使用しないでくだ 
さい。 
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スノーチ： E —ン _ 

ウィンタータイヤでち走行び困難なと 

さは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

• スノーチェーンは、 Daimler AG の 
指定品を使用してください。取り 
扱いについては、スノーチェーンに 
添付されている取扱説明書に従って 
ください。 

• スノーチてーンは必ず左ちの前輪に 
装着してください。 

• スノーチェーン装着時は約 50 km/h 
(下の速度で走行してください。 

。指定品じ(がのスノーチェーンを装 
着すると、タイヤからがれたり、車 
体に接触するおそれびあります。 

H スノーチェーンの着脱は、周囲の 
交通を妨げない、安全で平坦な場所 
で行なって<ださい。路面に雪や 
凍結びなくなったとさは、スノー 
チェーンを外してください。 

〇応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

7インチまたは18インチホイー 
ル装着車にスノーチェーンを装着す 
るときは、純正スノーチェーンのみ 
を装着し、緊急脱出用としてタイ 
ヤを直進にした状態でのみ使用し 
て < ださい。ステア U ングをまわ 
した状態で使用すると、車体と接 
触して損傷するおそれびあります。 

スチールホイール装着車にスノー 
チェーンを装着するとさは、ホイー 
ルカバーを取りがしてくださし、 
ホイールカバーを損傷するおそれ 
びあります。 


雪道や凍結路面の走行 _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやすくなっています。十分な車間距 
離を確保し、いつわより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

安全な走行と車両操縦性を確保するた 
め、(下のを意事項を守ってください。 

• 必ずウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを装着してください。 

• 走行モードを C モードに切り替え 
てください091ぺージ）。 

• クルーズコント□ールを使用しない 
でください瓜123ぺージ）。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どを避けてください。 

• ブレーキに付着した雪や水滴が凍結 
し、ブレーキの効さが悪<なるおそ 
れびあります。このよラなとさは後 
続車にま意しながら低速で走行し、 
ブレーキの効さび回復するまでブ 
レーキぺ夕 J レを数回軽 < 踏んで < だ 
さい。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。ス U ップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
0まず。 
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走行時の注意 


走巧時の注意 


エンジンを停止しての走行 


公 事故のおそれびありまず 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステア U ングの操作に非常 
に大さな力び必要になります。 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。 


ブレーキ 


公 事故のおそれがありまず 

• 滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせないで<ださい。 
スリップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれびあり 
ふ9 〇 

• 長い下り坂や急な下り坂では必ず 
マニュアルシフトで低い変速比（ギ 
ア）を選択し、エンジンブレーキ 
を併用してください。エンジンブ 
レーキを併用しないでブレーキぺ 
ダルを踏み続けたり、急ブレーキ 
を繰り返すと、ブレーキび効かな 
<なり停車でさな < なるおそれび 
あ0ます。 


A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ操作び、後続車などに危険 
をおよぼずことびないよラにを意し 
て < ださい。 


心 乂災のおそれがありまず 

ブレーキペダルの上に足を置いたまま 
運転しないでください。ブレーキパッ 
ドび早く摩耗するだけでなく、ブレー 
キび過熱して効かな<なったり、火災 
び発生ずるおそれびあります。 


A 事故のおそれがありまず 

新車時または交換した新品のブレーキ 
パッドは、走行距離び目安として数百 
km を超えるまでは制動性能を完全に 
は発揮でさません。最初の数百 km ま 
では、必要に応じてブレーキペダルを 
少し強めに踏んでください。 

H ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水がかからないよう 
にして<ださい。ブレーキディスク 
を損傷するおそれびあります。 

〇水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効さが遅れたり、悪くな 
ることびあります。このよラなとさ 
は、後続車にま意しなびら低速で走 
行し、ブレーキの効さび回復するま 
でブレーキぺ夕 J レを数回軽 < 踏んで 
ください。 

Q 高速道路を走行しているとさなど 
ブレーキを効かせずに長時間走行 
しているとさは、ブレーキの効さび 
悪くなることびあります。このよラ 
なとさは後続車に注意しながら、ブ 
レーキの効さが回復するまで、ブ 
レーキぺ夕 J レを数回軽く踏んでくだ 
さし、。 
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P 必ず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正じ(外のブレーキ 
パッドを使用すると、ブレーキ特性 
び変わつて安全なブレーキ操作がで 
さな < なるおそれがあります。 

H ブレーキシステムに高い負荷を与 
えるよラな走行をした後は、必ずメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、 

〇 クルーズコント□ールや可変ス 
ピード U ミッターの作動中、急な下 
り坂を走行したり、重い荷物を積ん 
でいるとさは、設定速度が維持でさ 
ないことびあります。このよラなと 
さは、低い変速比（ギア）を選択す 
ることによりエンジンブレーキを効 
かせることがでさます。 

〇 急ブレーキなどでブレーキに大さ 
な負担をかけた後は、しばらく走行 
を続けてください。走行風によりブ 
レーキディスクを早く冷やすことが 
でさます。 

ブレーキ警告'灯 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点なしないとさは警告なび故 
障しています）、エンジン始動後に消 
なします。 

エンジン始動後わパーキングブレーキ 
を効かせているとさは、点灯したまま 
になります。 

パーキングブレーキを解除しても消な 
しないとさや、エンジンびかかってい 
るとさに点なしたとさは、ブレーキ液 
の量び不足しています。安全な場所に 
停車し、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 


Q マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液またはブレーキパツ 
ドに関する故障/警告メツセージ 
び表示されたときは(>230ぺージ) 
をご覧ください。 


タイヤのグ U ップについて _ 

安全な走行のため、濡れた路面や凍結 
した路面では、乾燥した路面を走行す 
るとさよりわ低い速度で走行してくだ 
さし、。 

外気温度び低いとさは、路面の状態に 
十分ま意して<ださい。路面が凍結し 
ているとさは、ブレーキ時にタイヤと 
路面の間に薄い水の層び形成され、夕 
イヤのグリップが大さく低下します。 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速するとさは、タイヤを空 
転させないよラにおだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッション、駆動系部品 
を損傷するおそれびあります。 

• 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発進や急加速、急ブレーキを避けて 
ください。 

横風び強いとき 

横風び強く、車が横ち向に流されそラ 

なとさは、ステア U ングをしっかりと 

握り、いつわより速度を下げて進路を 

保ってください。 
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トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点なしてください。内部照明び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分を 
意してください。 

エンジンブレーキの活用 

下り坂が続くとさは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪<なるおそれがあります。 

〇 エンジンブレーキ：走行中にアク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジン内部の抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといい 
ます。低い変速比（ギア）のとさほ 
ど効さが強くなります。 

滑りやずい路面 

滑りやすい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキは効 
かせないで < ださい。 

水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さが遅れたり、悪くなるこ 
とびあります。このよラなとさは、後 
続車に注意しながら低速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復するまでブレーキ 
ぺ夕レを数回軽く踏んでください。 


障害物を秉り越えるとき 

障害物を乗り越えたり、未舗装路など 
の不整地を走行すると、ボディ下部や 
ホイール、タイヤなどに強い衝撃を受 
けるおそれびあります。車の損傷に 
よっては、事故を起こすおそれびあり 
ます。障害物を乗り越えるとさは低速 
で走行してください。 

スタック（立ち往生）したとき 

• めかるみなどでタイヤび空転したり 
脱輪した状態から脱出するときは、 
タイヤを高速で空転させないでくだ 
さい。脱出直後に車が急発進し、事 
故を起こすおそれびあります。 

また、タイヤを高速で空転させると 
異常な過熱び起こり、タイヤの破裂 
や乂災などの事故が起さたり、トラ 
ンスミッシヨンを損傷するおそれび 
あります。 

• スタックした状態から脱出するとき 
は、タイヤ前後の±や雪などを取り 
除いたり、タイヤの下に板や石など 
をあてびラと効果的です。 

道路冠水や車が水没したとき 

• 冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深は約 25 cm 
です。 

波が立たないよラな速度で走行して 
ください。また、周囲の車両び立て 
る波にもま意してください。 

• 豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水び入ったときは決してエンジ 
ンを始動しないでください。その 
ままエンジンを始動すると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びあります。 
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• 車び水没した場合は、水び引いたあ 
とでもエンジンを始動せずに、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
連絡してください。 


走行中に異常を感じたら 


警告 I 灯が点'灯したときやマルチファン 
クションディスプレイに故障/警告 
メッセージが表示されたとき 

ただちにち全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告なや故障/警告 
メッセージび消なしないとさは、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷を与えるおそれがあります。 

ボディ下部に強い衝撃を受けたとさ 

ただちに安全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料 
などが漏れていないか確認して < だ 
さい。漏れやボディ下部に損傷を見つ 
けたとさは、運転を中止してメルセデ 
ス*ベンツ指定サービスエ場に連絡し 
てください。損傷を放置したまま走行 
を続けると、事故を起こすおそれがあ 
ります。 

走巧中にタイヤがパンクしたり、破裂 
したとさ 

あわてずにしっかりステア U ングを支 
えながら、徐々に減速して安全な場所 
に停車して<ださい。急ブレーキや急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれび 
あります。 


駐停車ずるとさ 


駐車ずるとさの注意事項 

• マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やすいちのがある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗者びドアを開くときは、周囲に 
危険びないことを運転者が確認して 
ください。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなります。ステア 
リングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をするおそれ 
があります。 

•炎天下に駐車するときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 

• 炎天下に駐車した後は、乗車する前 
に換気をするなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は必 
ず取り除いて<ださい。車両下部の 
排水口が目詰まりを起こし、車内に 
水び侵入するおそれびあります。 

• 自動洗車機を利用するときは、ルー 
フアンテナやアダプターを取りがし 
てください （>21 2ページ）。 

• 天井高の低い駐車場などを利用する 
とさはルーフアンテナを後方に倒し 
てください。 
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車の周囲が雪で覆われているとき 

車の周囲び雪で覆われているときは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび ふ 
さびれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それびあります。 

急な坂道では 

急な坂道で駐車するとさは、セレク 
ターレバーを EE に入れ、 パー キ 
ングブレーキを確実に効かせて<だ 
さい。さらに輪止めをして、前輪を歩 
道方向に向けてください。 

假眠ずるとさ 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、ち 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こすおそれびあります。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンやマフラーが異常過熱して乂 
災の原因になります。 

後退ずるとさ 

後ち視界が十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
てください。 


雨降りや濃霧時の運輯 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨び降っていたり、濃霧び発生してい 

るとさは、路面び濡れて滑りやすく視 

界ち悪くなります。(下の点にま意 

し、いつわより慎重に運転してくだ 

さし、 

• 路面び滑りやすいので、タイヤの接 
地力び大さく低下し、通常より制動 
距離わ長くなります。 

また、見通しが悪いので歩行者や 
障害物の発見び遅れび ちに なり 
ます。いつわより速度を下げ、車間 
距離を十分にとってください。 

• 濡れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないでください。滑 
りやすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがあります。 

• 路面び濡れているとさは、クルー 
ズコント□ールを使用しないでく 
ださい。 

• 水たまりの通過後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
した後は、ブレーキの効さび悪<な 
ることびあります。このとさは、後 
続車にま意しなびら低速で走行し、 
ブレーキの効さび回復するまでブ 
レーキぺ夕 J レを数回軽 < 踏んで < だ 
さい。 

• 安全な視界を確保するため、必要 
に応じてデフ□スターやリアデ 
フォッガーを作動させてください。 
または AC モードでエアコンデイ 
シヨナーを作動させて車内を除湿 
してください。 
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• 雨降りや濃霧時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドラ 
ンプやフォグランプを点灯してくだ 
さし、ただし、へッドランプを上向 
さにすると、雨や濃霧に反射して視 
界を損なったり、対向車を眩惑する 
ので、下向さで点なしてください。 

• 濃霧のとさはフォグランプを点好 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるときは、霧び 
晴れるまで安全な場所に停車して 
ください。 


メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転するためには、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検整備を 
受ける必要びあります。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場では (下のよ 
ラな点検を行ないます。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目びあります。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検整備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施するちのです。 

次の点検整備時期を示すステッカーび 
フ□ントウインドウに貼付してあり 
ます。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

整備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 
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メンテナンス 


日常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車を使用するとさに、お客 
様ご自身の判断で実施していただ < 点 
検です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異常び発見され 
た場合は、すみやかにメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 


メンテナンスインジケーター画面 



走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
TJX します。 

メンテナンスインジケーター画面び表 
示されたとさは、メーカー指定点検整 
備を行なってください。 

〇 メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表示やエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

H メーカー指定点検整備を指定の 
時期までに行なわなかった場合は、 
保証などの対象外になることがあ 
ります。 


自動表示機能 


次のメーカー指定点検整備の約1力 
月前になると、エンジンスイッチを 
2の位置にしたとさやエンジンがか 
かつているとさに、メンテナンスイン 
ジケーター画面が自動的に表示され 
ます。 

画面は数秒後に表示前の画面に戻り 
ます。 

表示中に画面を戻すとさは、リセット 
ボタンを押します。 

〇 メンテナンスインジケーターび表 
示される時期は一定ではな<、運転 
スタイルや走行距離などにより変わ 
ります。 

エンジン回転数を適度に保ち、短 
距離短時間の運転を避けると、次 
のメーカー指定点検整備の実施時 
期までの走行距離が伸びることび 
あります。 

手動表示 


メンテナンスインジケーター画面は手 
動でち表示でさます。 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にします。 

► またはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させます。 

► ^または^を押して、メンテ 
ナンスインジケーター画面を表示 
させます。 
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表の>ツセーシ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよラに変化し 
ます。#には A から H までのアルファ 
べットび入ります。 

点検整備実施前の表示例 

II メンテナンス# 7 卜 XX ニチ" 

II メンテナンス#アト XXXX km" 

点検整備実施時期になったときの表 
示例 

II メンテナンス#ウケテクタ''サイ！" 

点検整備実施時期を過ざたときの表 
示例 

II メンテナンス# XX こチヲ ] 巧イマス" 

II メンテナンス# XXXX km ヲ]エテイマス" 

また、警告音び鳴ります。 

〇|| メンテナンス A " "メンテナンス B " など 、II メ 
ンテナンス"の後に表示される'7\'|から 
"H" のアルファベットは、次回の 
メーカー指定点検整備の範囲が、点 
検項目の少ない点検整備から総合的 
な点検整備まで、どれに該当するか 
を示すちのです。ただし、日本では 
法定点検びあるため、これらの範囲 
は該当しません。 

〇 メンテナンス A + " " メンテナンス B + " など、 
" A " から" H ' l のアルファベットの後 
に"+ " の表示があるときは、ブ 
レーキ部品交換などの点検整備が 
含まれていることを示します。 


〇 ブレーキパッドは次回の メーカー 
指定点検整備(前に摩耗の限界に 
達することがあります。ブレーキ 
パッドの交換については、メルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場で相 
談の上、じ(下のよラに対処してくだ 
さし、。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換する 

〇 バッテリーの接続を外している間 
の経過日数は、加算されません。 

メンテナンスインジケーターのリセット 

メーカー指定点検整備の実施後に、メ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
でメンテナンスインジケーターを U 
セットしてください。 

リセット後、次回メーカー指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達する距離 
または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表示します。 

Q メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常があるとさは、すみや 
かにメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 
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曰常の手入れ 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でち車を美しく保つことがでさます。 

日常の手入れには 、 Daimler AG び指 
定する用品のみを使用してください。 

詳し<はメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 中毒や乂災のおそれがありまず 

• 一部の合成ク U —ナーなどには、 
有機溶剤や可燃性物質び含まれ 
ていることびあります。カーケア 
用品を使用ずるとさは、必ず添付 
の取り扱い上のを意を読み、指示 
に従ってください。 

• 車内でカーケア用品を使用ずると 
さはドアやドアウインドウを開さ、 
十分に換気してください。有機溶 
剤による中毒を起こしたり、静電 
気び可燃性ガスに引火して乂災び 
発生ずるおそれびありまず。 

• 車の手入れをずるとさに、ガソ U 
ンやシンナーなどを使用しないで 
ください。中毒を起こしたり、気 
化ガスに引火して火災び発生ずる 
おそれびあ0まず。 

• カーケア用品は、テ供の手び届く 
ところや火気の近くに置いたり保 
管しないでください。 

9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 

妻してください。 


外装 _ 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで払い落としてくだ 
さし、 

• 少なくとも月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石により塗装面を損傷すると、 
鐘の原因になります。早めに補修を 
行なってくださし、。 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

• ミ尼や虫の死びい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどび付 
着したとさは、すみやかになさ取っ 
てください。特に、鳥のふんは塗装 
面を損傷しやすいので、でさるだけ 
早く水で洗い流してください。 

• 凍結防止剤び散布してある道路を走 
行したとさは、すみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー内を洗い流 
してください。 

• 直射曰光び強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱くなってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
ム、マグネットなどを貼り付けない 
で<ださい。塗装面を損傷するおそ 
れびあります。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入れ 
により鐘などび発生したときは、早 
めにメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場で補修することをお勧めし 
ます。 


I 
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洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほ 
こりなどを洗い流します。 

► 水に カーシヤンプーな どを湿ぜた 
洗浄液を用意し、車全体にかけま 
す。外気取り入れ口付近では少量 
にし、ダクト内に洗浄液び残らな 
いようにします。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗し乂亢します。 

► 洗車後は、すみやかに水滴をおさ 
取ります。 

洗車時のま意 

洗車をするとさは、じ(下の点に注意し 

てください。 

• 洗車をするとさはマフラーに注意し 
てください。マフラー後端に触れて 
乂傷をしたり、けびをするおそれが 
あります。 

• 水び凍るよラな寒いとさや直射日光 
が強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットが熱くなっているよラな 
とさは洗車をしないでください。 

• 虫の死がいなどは、洗車前に取り 
除いて <ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で < ださい。ブレーキディスクが 
熱いとさに急激に冷やすと、ブレー 
キディスクを損傷するおそれびあり 
ます。 


• ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐食する 
おそれびあります。 

• ホイールクリーナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置する 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれびあり 
ます。 

このよラなとさは、しばらく走行 
して、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどを乾燥させてください。 

自動洗車機の使用 


A 事故のおそれびありまず 

自動洗車機で洗車した後は、ブレーキ 
の効さび悪くなることびあります。ブ 
レーキディスクやブレーキパッドび乾 
くまでは、十分を意して走行してくだ 
さし、 

〇自走式の洗車機で洗車するとき 
は、セレクターレバーを m に入 
れて<ださい。車両を損傷するおそ 
れびあります。 

Q 自動洗車機で洗車する前に、(下 
のことを確認してください。 

• ドアウインドウとパノラミック 
ラメラールーフ*び完全に閉じ 
ていること 

• 余熱 ヒーター- ベンチ レーショ 
ン * が停止していること 

• ワイパーび停止していること 

車両を損傷するおそれびあります。 


B こ養接09が田 
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自動洗車機で洗車するとさは liTF の点 

に注意してください。 

• 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は、使 
用しないでください。ドアやパノラ 
ミックラメラールーフ*などから 
水漏れを起こすおそれびあります。 

• 車の汚れがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをしてくだ 
さし、。 

• 自動洗車機が車のサイズに合ってい 
ることを確認してください。 

• 洗車前にドアミラーを格納してくだ 
さし、。 

• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷が付さ、塗装面の光沢が失わ 
れたり、劣化を早めるおそれびあり 
ます。 

•洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
おさ取ってください。 

高圧式スプレーガンの使用 


• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧び高すざると、塗装面を損傷す 
るおそれびあります。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、ヴスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないで<ださい。水圧び 
高いため、車内に水び侵入したり、 
防水シールや塗装面を損傷するお 
それびあります。 


心 事故のおそれがありまず 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び 
高いため、タイヤを損傷するおそれ 
びありまず。 


マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、難消しク U 

アコートで塗装されています。 

非常にデリケートな塗装のため、曰常 

の手入れなどで独特の質感を損なラ 

おそれびあります。詳しくはメルセデ 

ス•ベンツ指定サービスエ場におたず 

ね < ださい。 

H 塗装面を磨かないでください。ま 
た、塗装面の手入れには、ワックス 
や研磨剤、光が剤のよラなペイント 
保護剤は使用しないでください。質 
感を損なったり、塗装面を損傷する 
おそれびあります。 

H 塗装面に巧れが付着したとさ 
は、すみやかに取り除いてください。 

D 樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしなし"'でくださし、 
質感を損なったり、塗装面を損傷す 
るおそれびあります。 

H ワックスなどの汚れび付着したと 
さは、シリコン除去剤を使用して、 
軽くたたさながら巧れをおさ取って 
ください。 

H タールなどの巧れび付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して、軽く 
たたさながら巧れをなさ取ってくだ 
さし、。 
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H 高圧式スプレーガンやスチーム 
ク U —ナーは使用しないでくだ 
さい。塗装面を損傷するおそれび 
あります。 

H 塗装の修復などは、メルセデス‘ 
ベンツ指定ヴービスエ場で行なって 
ください。 

ウインドウの清掃 


A 事故のおそれがありまず 

フ□ントウインドウを清掃するとき 
は、必ずエンジンスイッチからキー 
を抜いてください。ワイパーび作動 
してけびをずるおそれびあ0まず。 

ウインドウの外側と内側を水で湿らせ 

た柔らかい巧で清掃してください。 

"ウィンドウの内側を清掃するとさ 
は、乾いた巧や研磨剤、有機溶剤 
を含むク U —ナーなどを使用しない 
で<ださい。また、かたい物でこす 
らないでください。ウインドウを損 
傷するおそれびあります。 

U フ□ントウインドウおよびリアウ 
インドウの排水口を定期的に清掃 
してください。葉や花、花粉などび 
たまって排水を妨げることびあり 
ます。これにより、腐食による損傷 
や、電気装備の損傷につながること 
びあります。 


ワイパーブレードの清掃 


A けがのおそれがありまず 

ワイパーブレードを清掃するときは、 
必ずエンジンスイッチからキーを 
抜いて<ださい。ワイパーび作動し 
てけびをするおそれびあ0ます。 

P ワイパーブレードを引っ弓長らない 
でください。ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあります。 

U ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
くこすったりしないでください。表 
面のコーティングが損傷して異音な 
どの原因になります。 

► ワイパーアームを起こします。 

► ワイパーブレードを、湿らせた柔ら 
かい巧で軽くなさます。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 

H ワイパーアームを元の位置に戻す 
とさは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷するおそれびあります。 

ランプ類の手入れ 


へッドランプを含むランプ類は樹脂製 
レンズです。流水または水とカーシャ 
ンプーを混ぜた洗浄液で洗い流してく 
ださい。 


B こ養接09が田 
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Q 有機溶剤や強アルカリ洗剤などを使 
用したり、乾いた巧などで強くこす 
らなし"1でくださしんまた、ヘッドラ 
ンプウォッシャーは必ず専用の純正 
ウォッシャー液を使用してくださし、 
レンズを損傷するおそれびあります。 


パークト□ニックセンサー*の手入れ 



パークト□ニックセンサーのを清 
掃するときは、流水または水とカー 
シャンプーを湿ぜた洗浄液で洗い流し 
てください。 

U パークト□ニックセンサーを清 
掃するとさは、乾いた巧、目の粗い 
巧、かたい巧などは使用しないでく 
ださい。また、純正(外の手入れ用 
品を使用したり、強い力で乾拭さし 
ないでください。センサーを損傷す 
るおそれがあります。 

B パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用しないでください。 
センヴーや塗装面を損傷するおそれ 
があります。 


マフラーの 手入れ 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にヴビび発生することがあり 
ます。 

定期的にマフラーを手入れすることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻すことびでさます。 

〇ホイールクリーナーなど、アルカ 
リ性のクリーナーでマフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 

マフラーの手入れについては、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


ルーフアンテナの取り扱い _ 

自動洗車機を利用するときなどはルー 
フアンテナを取りがしてください。 

ルーフアンテナの取り外し 



① ルーフ アンテナ 
③アダプター 
⑤ブーッ 
® 固定用ナット 
⑤ベース 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B こ虜0轻 e が田 
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ルーフアンテナを取り外ず 

► ルーフアンテナのを反時計回りに 
まわし、 アダプター ③から取り外 
します。 

► ブーツ⑤を取りがします。 

n 天井高の低い駐車場などを利用す 
るとさは、ルーフアンテナを後ちに 
倒して < ださい。 

H ルーフアンテナを取り外したと 
さは、ブーツ③わ必ず取り外し 
てください。自動洗車機の水圧や 
ブラシなどでブーツが外れるおそ 
れがあ0ます。 

H テールゲートを開くとさは、ルー 
フアンテナを起こしてくださし、 
テール ゲー トとルーフアンテナが接 
触し、塗装面を損傷するおそれびあ 
ります。 

アダプターの取り外し/取り付け 

自動洗車機によっては、アダプターが 

洗車機のブラシなどに巻さ込まれ、車 

体を損傷するおそれびあります。アダ 

プターわ取り外してください。 

アダプターを取り外ず 

► ブーツ ③をめくります。 

►13 mm のスパナを用意します。 

► 固定用ナット④を反時計回りにま 
ねして、ゆるめます。 

► アダプター③を反時計回りにまわ 
し、ベース®から取りがします。 


アダプターを取り付ける 



③アダプター 
⑤ベース 
©取り付け穴 


► ベース©の取り付け穴®に、アグ 
プター③を差し込み、時計回りに 
まねします。 


このとき、アダプターび固定される 
までまわし切らないよラにします。 



⑤ブーッ 
® 固定用ナット 


► ブーツ ⑤をめくります。 

► ルーフアンテナび車の後方に倒れ 
る位置（図円内参照）にアダプタ 
一を保持しながら、 13 mm のスパ 
ナで固定用ナット ® を時計回りに 
締め付けて、固定します。 


B 三養接09が田 


ルーフアンテナび車の後方に倒れ 
ることを確認します。 
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B ルーフアンテナは、必ず後方に倒 
れる位置で固定してください。障害物 
などに接触するとルーフアンテナを損 
傷するおそれびあります。 

H 固定用ナツトは確実に締め付けて 
ください。走行中にルーフアンテナ 
が脱落するおそれがあります。 

H ルーフアンテナを必ず取り付けて 
ください。ルーフアンテナが取り付 
けられていないと、リモコンの感度 
が低下し、 U モコンが作動しなくな 
ることびあります。 


車巧 


A けがのおそれびありまず 

清掃ずるとさは、プラスチック部品 
の端部や、シート下部などにある U 
ンケージやヒンジなどの金属部分び 
露出した箇所にを意してください。 
触れるとけびをずるおそれびあり 
まず。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線びプ U ントされている車種びあ 
ります。ガラス面の内側を清掃する 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿ってなさ 
取り、傷を付けないよラに注意して 
ください。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 


• ウインドウに遮光フィルムなどを貼 
付すると、携帯電話やラジオなど 
の電波に影響をあたえるおそれびあ 
ります。詳しくはメルセデス*ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、。 

ディスプレイの清掃 

► AM / FM ラジオ & CD / DVD プレー 
ヤーの電源をオフにします。 

ディスプレイが熱くなっているとき 
は、冷えるまで待ってください。 

► 水で薄めた中性洗剤を含ませた不織 
巧でなさ取ります。 

〇ディスプレイを清掃するときにじ ( 
下のわのを使用しないでください。 
ディスプレイを損傷するおそれがあ 
ります。 

• アルコール分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力でディスプレイをこす 
らないで<ださい。ディスプレイの 
表面を損傷するおそれびあります。 


I 
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プラスチックトリムの清掃 


A けがのおそれびありまず 

エアバッグの収納部分には、有機溶 
剤を含むク U —ナーなどを使用し 
ないでください。エアバッグび正常 
に作動しなくなり、けびをするおそ 
れびあ0まず。 

〇プラスチックトリムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないでください。プラス 
チックト U ムを損傷するおそれびあ 
ります。 

H プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどが付着し 
ないよラにしてください。表面の劣 
化の原因になります。 

► 水で湿らせた不織巧でなさ取り 
ます。 

► 頑固な汚れには専用のクリーナーを 
使用します。 

表面の色び一時的に変化しますが、 
乾くと元に戻ります。 

ウッドトリムの清掃 


► 水で湿らせた不織布でなさ取り 
ます。 

► 頑固な巧れには専用のクリーナーを 
使用します。 

n 有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
き IJ 、 ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドトリムを損傷するお 
それがあります。 


シートの清掃 

H 天然皮革や人工皮革、アルカンタ 
ラ®を使用した部分には、不織巧 
を使用しないでください。頻繁に使 
用すると、これらの部分を損傷する 
おそれがあります。 

H レヴーシートは、軽く湿らせた巧 
で表面をおさ、次に乾いた巧でおさ 
取ります。革が濡れないよラにミち意 
してください。 

〇 シートを定期的に手入れすること 
により、見栄えや快適性を維持する 
ことがでさます。 

シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めた石験水を使用して 
拭:さ取ります。 

D 化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないでください。また、直射日光 
に当てたり、 80° Cii (上の温度で乾 
燥させないでください。 


B 三養接09が田 
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車載品の収納場所 . 

故障/警告メッセージ… 

トラブルの原因と巧応 . 

非常時の解錠/施錠…… 

キーの 電池交換 . 

電球の交換 . 

ワイパーブレードの 交換… 

パンクしたとさ . 

バッテリー . 

バッテリーがあがったとさ 

けん引 . 

ヒューズ . 


■か：？09-吟 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場所 


事故 • 故障のとさ 


A 乂災や爆発のおそれがありまず 

燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラにを 
意してください。火災び発生したり、 
爆発するおそれびあります。 

事故が起きたとき 

すみやかに、じ(下の処置をとってくだ 

さい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の妨げに 
ならない安全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷者がいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととちに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
ください。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷者 
の有無や負傷状態などを報告して 
ください。 

• 相手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 


路上で故障したとさ 

安全な場所に停車し、非常点滅なを点 
滅させてください。高速道路や自動車 
専用道路では、車の後方に停止表示板 
を置 < ことが法律で義務付けられてい 
ます。追突のおそれがあるため、乗員 
は車内に残らず、ただちにち全な場所 
に避難してください。 

車び動かな < なったとさ 

セレクターレバーを m に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同乗者 
や付近の人に救援を求めて、安全な場 
所まで車を押して移動してください。 
このときは、車速感応ドア□ックによ 
るキーの開じ込みに注意してください。 

セレクターレバーを m に入れられ 
ないとさは、乗員を安全な場所に避難 
させ、続発事故を防いでください。 

Q 踏切内で動けな < なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要するとさは非常 
信号用具を使用してください。 

〇 セレクターレバーを m から動 
かせないとさは、パーキング□ック 
を手動で解除でさます。詳しくは 
(杉245ページ）をご覧ください。 


■か：？？吟 


• 自動車保険会社に連絡してください。 
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非常信号用具 _ 

懐中電灯をドアポケットに装備してい 
ます。 

〇 新車時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれています。 
使用するとさは紙を取り除いてくだ 
さい。 

〇 懐中電なが十分な明るさで点 
なすることを定期的に点検してく 
ださい。 



(円内：カバーを開いたル物入れ内部） 

① カバー 
③車載工具 
⑤輪止め 
©ジャッキ 

左側リアシートバックレスト後ちの力 
ノ く一内に、車載工具/輪止め/ジャッ 
キび収納されています。 


バックレスト後部のカバーを開く 

► リアシート左側のバックレストを 
倒します （>1 61ぺージ）。 

► カバーのを上方にスライドさせて 
から、手前に引いて取り外します。 

D 左側 U アシートバックレスト後方 
のル物入れ内部は金属部分び露出し 
ています。これらの金属部分やル物 
入れに収納されている輪止めの鋭利 
な部分（図中の X 印など）でけがを 
しないよラにま意してください。 



車載工具 


► 車載工具の入った袋を取り出し 
ます。 

ホイールレンチ、ジャッキ八ンドル、 
ジャッキ用アダプタ、けん引フック、 
手袋び収納されています。 

〇 ジャッキを使用するとさは"パ 
ンクしたとき" （^254 ページ）に 
記載されているち全に関する内容を 
必ずお読み < ださい。 


■か：？ C 9 -吟 
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車載品の収納場所 



ラゲツジルーム左側のル物入れには、 
停止表示板と救急セツトが収納され 
ています。 


ラゲツジルーム左側のル物入れを開く 

► ノブのを反時計回りにまわします。 
► カバー③を開さます。 



⑤停止表示板 

④ 救急セット 

⑤ ストラップ 


救急セット 

►ストラップ⑤を外して救急セッ 
卜④を取り出します。 

〇 救急セツトの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点検 
してください。 



⑤停止表示板 
® ストッパー 


停止表示板 

► ストッパー®を押し下げなびら停 
止表示板⑤を取り出します。 



► 左ちのスタンド®をホ広げて地面に 
立てます。 

►反射板®を引さ出し、頂点®を 
かみ合わせて□ツクします。 

《停止表示板の形状び異なる場合びあり 
ます。 


■か：？？吟 
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輪止め 


応急用スペアタイヤ 


輪止めは、タイヤ交換時などに車び動 
さ出すのを防ぐ補助として使用します。 




H 口 .… WW-M 

► プレートのを上方に弓 I さ上げます。 
► 下側のプレート③を弓 I き出します。 

►ベースプレートの開口部③に、下 
側のプレート③の凸部を差し込み 
ます。 

〇輪止めを使用するとさは、タイヤ 
び図④の矢印の位置にあたるよラ 
にします。 


応急用スペアタイヤを取り出ず 

► ラゲツジフ□アボードを開いて、 
バツグホルダーに立てかけます 
(> 166 ぺージ)。 

► スクリューのを反時計回りにまわ 
してがします。 

► 応急用スペアタイヤ③を取り出し 
ます。 

H 応急用スペアタイヤを取り出すと 
さは、必ず保護のため手袋を着用し 
てください。素手で作業するとけび 
をするおそれびあります。 

〇応急用スペアタイヤを2本(上装 
着して走行しなし" i でくださし、 

Q 応急用スペアタイヤは各車種専用 
です。他車のちのは使用しないで< 
ださい。 


■か：？ C 9 -吟 












故障/警告メッセージ 


心 事故のおそれがありまず 

表示される故障や異常は、一部の限 
られた装備についてであり、また表 
示される内容ち限られています。故 
障表示の機能は運転者を支援する装 
置でず。発生した故障や異常に対処 
して 車の安全性を維持する責任は運 
転者にあります。 

車の機能やシステムに故障や異常び発 
生すると、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告やま意、対応方法など 
が表示されます。 

故障/警告メッセージによっては警 
告音び鳴ることがあります。また、重 
要度の高いメッセージは、赤色で表示 
されます。 

故障/警告メッセージび表示された 
ときは、じ(降の指示に従ってくださし、 


心 事故のおそれがありまず 

• メーターパネルや7ルチファンク 
シヨンディスプレイび故障した場 
合は、表示灯/警告巧や故障/警 
告メッセージび表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよ 
ぼずよラな故障や異常び発生した 
場合は内容び確認でさないため、 
ただちにメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 

• 走行中にステア U ングのスイッチ 
を操作するときは、直進時に行なつ 
て < ださい。ステア U ングをまわ 
しなびら操作ずると、事故を起こず 
おそれびあ 0 まず。 

• 走行ずる前には必ずエンジンス 
イッチを2の位置にして、メー 
ターパネルの表示灯/警告巧び点 
巧し、マルチファンクシヨンディ 
スプレイび表示されることを確認 
して < ださい。 

• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えたメルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場で 
行なラことをお勧めします。 


特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検整備や修理を 
行なって<ださい。不適切な作業 
を行なラと、事故や故障の原因に 
なりまず。 
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故障/警告メッセージを表示させる 

► ステア U ングの ra またはス 
イッチを押して、故障件数画面を選 
択します。 

故障や異常がある場合は、マルチ 
フアンクションディスプレイに"コ 
ショウ 2" のよラに故障や異常の件 
数び表示されます。 

故障や異常びない場合は、故障件数 
画面は表示されません。 

► ステア U ングの^またはを 
押して、故障/警告メッセージ画 
面を順番に表示させます。 

すべて表示されると、故障件数画面 
に戻ります。 


故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高いメ ッ セージは消すことび 
でさません。故障や異常の原因び解 
決するまで、故障/警告メッセージ 
び繰り返し表示されます。 

一部のメッセージは車両に記憶され、 
手動でメ ッ セージを呼び出すことがで 
さます。 

► メッセージび表示されているとさ 
に、ステアリングのや 
スイッチまたはリセット 
ボタン（1>97ページ）を押します。 

故障/警告メ ッ セージの表示が消 
えます。 

※記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
日月書作成時点のをのです。マルチファン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびありまず。 


■か：？09-吟 












文:字メッセージ 


A 事故やけびのおそれがありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


ディスプレイ 

表示 


A 巨 S 

ABS , ESP 
シ3ゥ フカノウ 
7ニュアルサンショウ 


可能性のある原因/症げおよび ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

-時的に ABS と ESP ® (エレクト□ニック-スタビ U ティ-プ□グラム）び 
作動しない状態になっている。システムの自己診断び完了していない可能性 
びある。 

1；1下のシステムち作動しない状態になっている。 

• 目 AS (ブレーキアシスト） 

• ステアコント□ール 
• ヒルスタートアシスト 
• タイヤ空気圧警告システム 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急ブ 
レーキ時などに車輪び □ ックするおそれびある。 

►わずかにステア U ングを操作しなびら、約 20 km/h 上の速度で、短い距 
離をま意して走行してください。 

メッセージび消えれば、上記の機能は待機状態になります。 

メッセージび表示されたままのとさ： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、一時的に ABS と ESP ® び作動しない状態になっている。バッ 
テ U —び充電されていない可能性びある。 

1；1下のシステムも作動しない状態になっている。 

• 目 AS 

• ステアコント□ール 
• ヒルスタートアシスト 
• タイヤ空気圧警告システム 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急ブ 
レーキ時などに車輪び □ ックするおそれびある。 

► ミ主意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 










故障/警告メッ • 



ディスプレイ 

表示 


A 巨 S 

A 巨 S，ESP 
] ショウ 

にがルサンショウ 


ESP 

シヨウフカノウ 
7二がルサンショウ 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS と ESP ® び作動しない状態になっている。 
iU 下のシステムち作動しない状態になっている。 

• 巨 AS 

• ステアコント□ール 
• ヒルスタートアシスト 
• タイヤ空気圧警告システム 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急ブ 
レーキ時などに車輪び □ ックするおそれびある。 

► を意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

一時的に ESP ® び作動しない状態になっている。システムの自己診断び完了 
していない可能性びある。 

下のシステムも作動しない状態になっている。 

• 巨 AS 

• ステアコント□ール 
• ヒルスタートアシスト 
• タイヤ空気圧警告システム 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

►わずかにステア U ングを操作しなびら、約 20 km/h 上の速度で、短い距 
離をを意して走行して < ださい。 

メッセージび消えれば、上記の機能は待機状態になります。 

メッセージび表示されたままのとさ： 

► ミ主意して走行してください。 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

電圧低下のため、 ESP ® び作動しない状態になっている。バッテ U —び充電 
されていない可能性びある。 

1；1下のシステムも作動しない状態になっている。 

• 巨 AS 

• ステアコント□ール 
• ヒルスタートアシスト 
• タイヤ空気圧警告システム 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► ミ主意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？ C 9 -吟 
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か 

AJ 

G 

I 


ディスプレイ 

表示 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

ESP 

A 事故のおそれびありまず 

] ショウ 

故障のため、 ESP ® び作動しない状態になっている。 

7ニユアルサンショウ 

1；1下のシステムち作動しない状態になっている。 

• 目 AS 

• ステアコント□ール 

• ヒルスタートアシスト 

• タイヤ空気圧警告システム 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

トランス 

マルチファンクションディスプレイのシフト位置表示に m と表示される。 

ミッション 

オートマチックトランスミッションの作動び制限されている。 

] ウシ''ョウテ'' 

► 周囲の道路や交通状況にま意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 

テンケン 

さい。 

► セレクターレバーを [ E に入れてください。 

► エンジンスイッチを 0 の位置にしてください。 

►約10秒上待ってから、エンジンを再始動してください。 

► 前進する場合はセレクターレバーを EE に入れてください。 

後退する場合はセレクターレバーを [ E に入れてください。 

► を意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッションの 
点検を受けてください。 

スタ-トパ 

セレクターレバーび m か m に入っていない状態でエンジンを始動しよ 

キ、、ヤイチ 

うとした。 

N 二 

シフト 

► セレクターレバーを [ E か EE に入れてください。 

ケンカ''イ 

車び携帯電話の電波び届かない場所にある。 

► マルチファンクションディスプレイに"乃ウケ"と表示されるまで待ってく 
ださい。 
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ディスプレイ 

表示 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

タイヤ177ツ 

タイヤヲテンケン 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧警告システムび、タイヤからの急激な空気漏れを検知した。 

►交通状況にを意しなびら、急八ンドルや急ブレーキを避けて停車してく 
ださい。 

► タイヤを点検してください。必要であればタイヤを交換してください。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を適正にしてくだ 
さい。 

► タイヤ空気圧び適正になったら、タイヤ空気圧警告システムを再起動し 
てください0194ぺージ）。 

夕仆ヲ 

テンケン 

ソノアトテ、、 

サイキドウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれたあとに、再起動び行なわれ 
ていない。 

► すべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください（1>194ページ）。 

タイヤ:[ア 

アツいチ 

に夕" 

サト、、ウ 

シテイ7セン 

タイヤ空気圧警告システムに異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

SRS 

SRS システム 

] ショウ 

] ウシ''ヨウテ'' 

テンケン 

A けがのおそれびありまず 

乗員保護装置び故障している。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

Bluetooth 

セツソ''ク巧 

AM / FM ラジオ& CD / DVD プレーヤーに、 Bluetooth ® 対応携帯電話び接続 
されていない。 

► AM / FM ラジオ& CD / DVD プレーヤーに、 Bluetooth ® 対応携帯電話を接 
続してください。 

デ、ンワォつ 

AM / FM ラジオ& CD / DVD プレーヤーの電源びオフになっている。 

► AM / FM ラジオ& CD / DVD プレーヤーの電源をオンにしてください。 


I 


















イラストメッセージ 


心 事故やけびのおそれがありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


ディスプレイ 

表示 


可能性のある原因/症状および ► 対応 


ら 一 〇、 


テールゲートび完全に閉じていない状態で走行している。 
► テールゲートを閉じてください。 



ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 
► ドアを閉じて < ださい。 


巧 


いくつかの電気システムびマルチフアンクシヨンディスプレイに情報を表示 
でさない状態になっている。下のシステムび故障している可能性びある。 

• 冷却水温度計 


• タコ メーター 


• クルーズコント□ール/可変スピード U 三ッター表示 
► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


口 

レイ軒クスイ 


冷却水量び不足している。 

► 補給時のミ主意事項を参照しなびら、;令却水を補給して<ださい（1>185ペー 
ジ）。 


ホゾ、ュゥ 

7ニュアルサンショウ 


►通常より頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で;令却システムの点検を受けてください。 




ラジェターの;令却フアンび故障している。 

►冷却水温度び約120む1；|下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走斤を続けて、点検を受けてください。 


►その場合は、山道での走斤や発進と停止を繰り返す走斤など、エンジン 
に大さな負荷をかけることは避けてください。 
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ディスプレイ 

表示 




レイ軒クスイ 
テイシヤシテ 
I ンシ''ンテイシ！ 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

;令却水の温度び高すざる。 

►周囲の道路や交通状況にま意しなびら、安全に停車して、ェンジンを停 
止してください。 

►雪やミ尼、氷などで、ラジェターへの送風び遮られていないことを確認し 
て < ださい。 

► メッセージび消えるまで待ってからェンジンを始動してください。ェ 
ンジンを損傷するおそれびあります。 

►ェンジン;令却水温度計で;令却水温度を点検してください。 

►冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちにメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

V ベルトび切れている可能性びある。 

►周囲の道路や交通状況にま意しなびら、安全に停車して、ェンジンを停 
止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトび切れているとを： 

〇走行しないでください。オーバーヒートするおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトび損傷していないとを： 

► メッセージび消えるまでェンジンを始動しないでください。ェンジンを 
損傷するおそれびあります。 

►ェンジン;令却水温度計で;令却水温度を点検してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？ C 9 -吟 












ディスプレイ 

表示 


•0 


アレ-キ A 。 ツドマモウ 


(©) 


了、レ-キ 
オイルレ/ V ' j レ 
テンケン 


樹 


A ° -キンク'' 
アレ-キ 
力がヨ 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

1；1下の原因により、バッテ U —び充電されていない。 

• オルタ ネーターの 異常 
• V ベルトの損傷 
• 電気システムの故障 

►周囲の道路や交通状況にを意しなびら、安全に停車して、エンジンを停 
止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい 

► V ベルトを点検してください。 

Vベルトび切れているとを： 

〇走行しないで<ださい。オーバーヒートするおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

Vベルトび損傷していないとを： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

バッテ U —の電圧び低すざる。 

► エンジンを始動して<ださい。 

► 必要のない電気装備は停止してください。 

バッテ U —の電圧び高すざる。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でオルタネーターの点検を受けて 
<ださい。 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

U ヴーブタンクに十分な量のブレーキ液びない。さらに、メーターパネルに 
赤色の m び点丹し、警告音ち鳴った。 

► 周囲の道路や交通状況にま意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さい。状況を問わず、走行を続けないで< ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してち問題は解 
消しません。 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。警告音ち鳴った。 
►パーキングブレーキを解除してください。 
































故障/警告メッ • 



ディスプレイ 

表示 


@ 


パ°ヮステ ] ショウ 
マニュ乃レ 
サンショウ 


敬 


ヒダリ71ウインカ- 1) 


敬 


才-トラ仆 
] ショウ 


敬 


ラ仆ショウトウ 


オイルフ°レツシヤ 
テイシャシテ 
I ンシ、、ンテイシ！ 


IV ;ハ 
オイルレへ''ル 
レ/\''ルヲ 
テンケン 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

ノてワーステア U ングび機能しない。ステア U ング操作に非常に大さな力び必 
要になる。 

ステアコント□ールの機能ち解除されている。 

►大さな力でステア U ングび操作でさるか確認してください。 

安全にステアリング操作びできるとき： 

► ミ主意しなびらメルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行してくだ 
さし、。 

安全にステアリング操作びできないとき： 

►走行を続けないでください。最寄りのメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

フ□ント左側のち向指示丹び切れている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ランプセンサーに異常びある。 

►へッドランプの点灯モードを手動点灯モードにしてください （0114 ペー 
ジ)。 

►ランプスイッチで、ヘッドランプを点灯/消丹してください（|>69ぺ一 
ジ)。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

車外ランプを消灯しないでエンジンスイッチからキーを抜さ、運転席ドアを 
開し^た。警告音ち鳴った。 

► ランプスイッチを [ JJ の位置にしてください。 

エンジンの油圧び非常に低下している。エンジンを損傷するおそれびある。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車して、エ 
ンジンを停止してください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください（0183ページ）。 

エンジンオイル量び非常に不足している。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください（0183ページ）。 

►通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、エンジンから才 
イルび漏れていないか点検してください。 


1) 車種や仕様により、車外ランプいずれかに異常び発生すると、その箇所び表示されます。 
他のランプび切れたとさは、この例！;!外のメッセージび表示されます。 


I 









































ディスプレイ 

表示 



キ-力、、 
チが、イマス 



キ-ヲ ] 如ン 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

エンジンスイッチに不適切なキーを差し込んでいる。 
► 正しいキーを使用してください。 


キーを交換しなければならない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


凶 

スピ-ドリミッタ 


クルーズコント□ールまたは可変スピード U ミッターび故障している。 
► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


] ショウ 


ソウ]ウカノウ： 


亚 

ネンリヨウ 


マルチファンクシヨンディスプレイに走行可能距離画面を表示しているとさ 
燃料の残量びほとんどない。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 

燃料の残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


リザ、-ア 


阻 

ウオッシ付キ 
ホキュウ 


へッドランプウォッシャー装備車： 

リヴーブタンクのウォッシャー液量び最低レべレまで減つている。 
► ウオッシヤー液を補給してください （>188 ぺージ） 


シテクタ、、サイ！ 
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トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

シートヒータースイッチ* 
の表示灯び点滅している。 

シートヒーターび自動的に 
停止する。 

をくの電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

► U アデフォッガーやルームランプなど、必要のない電気装備 
を停止してください。 

バッテ U —び十分に充電されると、シートヒーターは自動的 
に作動を開始します。 

エアコンディシヨナーの AC 
スイッチ店固を押してち、 
表示灯び点灯しなかったり、 

3回点滅する。 

AC スイッチ应弓を押して 
ち、除湿/;令房されない。 

故障のため、除湿/;令房機能び解除されている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

U アデフォッガースイッチ 
の表示阿び点滅している。 

U アデフォッガーび短時間 
で停止する。または作動し 
なし、 

をくの電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

► シートヒーター*やルームランプなど、必要のない電気装備 
を停止してください。 

バッテ U —び十分に充電されると、 U アデフォッガーは自動 
的に作動を開始します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


トラブ J レの原因とタオ応 


心 事故やけがのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


スイッチやボタンの表示'灯/警告'灯 


か：？©|^£ 
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トラブルの原因とタオ応 


メーターパネルの表示'灯/警告'灯 


トラブル 


(©) 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点丹する。 


(©) 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点灯する。 


么 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示口び点灯する。 
さらに、7ルチフアン 
クシヨンディスプレイ 
に故障/警告メッセー 
ジび表示される。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

A 事故のおそれびありまず 

ABS に異常びあるため、機能び解除されている。 

そのため、 ESP ®、 巨 AS 、 ステアコント□—ル、ヒルスタートアシスト、 
タイヤ空気圧警告システムなどの機能ち解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに追加で表示される故障/警 
告メッセージにを意してください。 

► を意して走行してくださし、 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 
ABS コント□ール ユニッ トに異常びある場合は、ナビゲーシヨンシス 
テム*、オートト□ニックなどび機能しない可能性びある。 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ABS の機能び解除されている。 

そのため、 ESP ®、 巨 AS 、 ステアコント□—ル、ヒルスタートアシスト、 
タイヤ空気圧警告システムなどの機能わ解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 

► U アデフォッガーやルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

電圧び回復すると、 ABS は作動できる状態になります。 

警告丹び点灯したままのとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、バッテ U —とオルタネー 
ターの点検を受けてください。 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 ESP ® び作動しない状態になっている。 

下のシステムち作動しない状態になっている。 

• ABS 
• 巨 AS 

• ステアコント□ール 
• ヒルスタートアシスト 
• タイヤ空気圧警告システム 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに追加で表示される故障/警 
告メッセージにを意してください。 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 
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トラブル 


击 


走行中に黄色の ESP ® 
表示灯び点滅する。 


SRS 


エンジンびかかってい 
るとさに赤色のエア 
バッグシステム警告丹 
び点灯する。 


走行中に赤色のブレー 
キ警告灯び点灯し、警 
告音ち鳴った。 


~W 

BRAKE 


エンジンびかかってい 
るとさに赤色のブレー 
キ警告灯び点丹し、警 
告音ち鳴った。 




エンジンびかかってい 
るとさに黄色のエンジ 
ン警告灯び点灯する。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

車び横滑りするおそれびあるか、タイヤび空転し始めたため、 ESP ® 
またはトラクシヨンコント□ールび作動している。 

► 発進するとさは、アクセルぺダルを必要1^1上に踏み么まないでく 
ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 道路と天候の状態に合わせて運転してください。 

A けびのおそれびありまず 

乗員保護装置び故障している。エアバッグやシートベルトテンシヨナー 
び不意に作動したり、事故のとさに作動しない可能性びある。 

► 注意して走行してくださし、 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 

警告灯び消灯し、警告音ち鳴り止みます。 

A 事故のおそれびありまず 

IJ ヴーブタンクに十分な量のブレーキ液びない。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車し 
て < ださい。状況を問わず、走行を続けないで< ださい。 
►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに追加で表示される故障/警 
告メッセージ（1>230ページ）に注意してください。 

ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給しても問題は 
解消しません。 

1；1下に異常びある可能性びある。 

• エンジン制御システム 
• 燃料噴射システム 
• イグ ニッシ ヨンシステム 
• 排気システム 
• 燃料システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェン 
シーモードになっている可能性びある。 

►すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


■か：？ C 9 -吟 



































トラブルの原因とタオ応 


トラブル 可能性のある原因/症状および ► 対応 


で 

フ□ントドアを閉じて 
エンジンを始動する 
と、赤色のシートベル 
卜警告灯び点灯する。 


A けびのおそれびありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない。 
► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消灯します。 


A けびのおそれびありまず 


助手席シートの上に荷物を置いている。 


►助手席シートの上に置いてある荷物を、安全な場所に収納して< 
ださい。 


圣 


シートベルト警告灯び消灯します。 

A けびのおそれびあ0まず 


赤色のシートベルト警 
告灯び点滅し、断続的 
に警告音ち鳴った。 


運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない状態で走 
行し、速度び約 25 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 


シートベルト警告丹び消灯し、断続的な警告音も鳴り止みます。 


A けびのおそれびあ0まず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約 25 km/h 
を超えた。 

► 安全な場所に停車してから、助手席シートの上に置いてある荷物を、 
安全な場所に収納して<ださい。 


シートベルト警告丹び消灯し、断続的な警告音ち鳴り止みます。 
エンジンびかかってい1燃料の残量び少なくなっている。 


^最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 


警告音 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクシヨンディスプレイに故障/警告メッセージび 
表示されている。 

►故障/警告メッセージをご覽ください(>222ページ〜）。 


パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除してください。 


車外ランプを消灯しないでエンジンスイッチからキーを抜さ、 
運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを [ A ] の位置にしてください。 
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トラブル 

可能性のある原因/症げおよび ► 対応 

エンジンスイツチを2の位 
置にすると、警告音び約6 
砂間鳴る。 

A けびのおそれびありまず 

運転席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 


事故のとさ 


トラブル 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

車両から燃料び漏れている。 

A 爆発 や乂災のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに異常びある。 

► ただちにエンジンを停止して、エンジンスイッチからキーを 
抜いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを再始動しないで<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷の程度びわからない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷箇所び見当たらない。 

► 通常通りエンジンを始動してください。 


燃料と燃料タンク 



可能性のある原因/症状および ► 対応 

A 爆発 や乂災のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを抜い 
て < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを再始動しないで<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


I 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

燃料給油フラップび開か 
なし^。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► U モコン操作またはエマージェンシーキーで解錠してくだ 
さい。 

► テールゲートを開いてください。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください(>246ぺージ）。 


燃料給油フラップは解錠されているび、開閉機構に異常びある。 

► 燃料給油フラップを手動で開いてください(>246ページ）。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 



AJ 

G 

,1 I エンジン 

- 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを 3 の位 
置にするとスターターモー 
ターの音びする。 

• エンジンの電気システムび故障している。 

• 燃料供給システムび故障している。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを 0 の位置に 
戻して< ださい。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バッテ 

U —びあびるおそれびあります。 

何度始動を試みてちエンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを 3 の位 
置にするとスターターモー 
ターの音びする。燃料残量警 
告灯び点灯していて、燃料計 
の指針び0を示している。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 
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トラブル 


エンジンび始動しない。 
エンジンスイツチを 3 の位 
置にしてちスターターモー 
ターの音びしない。 


エンジンの回転び滑らかで 
なく、ミスファイアも起き 
ている。 


冷却水温度び約120むを超 
えている。 

警告音ち鳴った。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテ 
U 一の電圧び低下している。 

► 他車のバッテ U - を電源として始動してください0263ぺ一 
ジ)。 

他車のバッテ U —を電源としてちエンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷により、 スターターモーターび 過熱している。 

► スターターモーターび冷えるまで、約2分間待ってください。 
►再度、始動操作をしてください。 

エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの電気システム、またはエンジンコント□ールユニッ 
卜の作動部分に異常びある。 

► アクセルペダルを踏みすざないでください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

燃焼していない燃料び触媒に入り、触媒を損傷するおそれび 
あ0ます。 

IJ ヴーブタンクの;令却水量び不足している。冷却水の温度び高す 
ざて、エンジンび十分に;令却されていない。 

► すみやかにま全に停車して、エンジンと;令却水を;令やしてく 
ださい。 

► エンジンと;令却水び;令えてから;令却水量を点検し、不足してい 
る場合は、補給時の注意事項を参照しなびら、；令却水を補給 
してください0185ぺージ）。 

;令却水量び正常なとさは、；令却ファンび故障している可能性び 
友な。 

冷却水の温度び高すざて、エンジンび十分に冷却されていない。 
►冷却水温度び約120む1；|下の場合は、最寄りのメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場まで走行を続けることびでさます。 

► その場合は、山道での走行や発進と停止を繰り返す走行など、 
エンジンに大さな負荷をかけることは避けてください。 


■か：？ C 9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 


才ートト□ニック 


トラブル 


トランスミッションび正し 
<変速しない。 


加速性能び悪化している。 

マニュアルシフトび機能し 
なし、 

トランスミッションび変速 
しない。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場でトランスミッ 
ションの点検を受けてください。 

トランス三ッションびエマージェンシーモードになっている。 

下の方法で走行でさる場合びあります。 

►停車してください。 

► セレクターレバーを [ E に入れてください。 

► エンジンスイッチを 0 の位置にしてください。 

►約10秒上待ってからエンジンを再始動してください。 

► 前進する場合はセレクターレバーを EE に入れてください。 

後退する場合はセレクターレバーを ER ] に入れてください。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場でトランスミッ 
シヨンの点検を受けてください。 


パークト□ニック 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

パークト□ニックの赤色イ 
ンジケーターだけび点灯し 
て約2秒間警告音び鳴った。 

約20秒後にパークト□ニッ 
クび停止して、パークト〇 
ニックオフスイッチの表示 
灯び点灯した。 

パークト□ニックに異常びあり、停止している。 

► トラブルび続くよラであれば、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でパークト□ニックの点検を受けてください。 

パークト□ニックの赤色イ 
ンジケーターだけび点灯し 
て、約20秒後にパークト〇 
ニックび停止した。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください(>211ペー 
ジ)。 

►再度、エンジンスイッチを 2 の位置にしてください。 

外部の電波や超音波び干渉している可能性びある。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください 
0132ページ)。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 
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へッドランプ 


トラブル 

可能性のある原因/症げおよび ► 対応 

へッドランプの内側び曇つ 
ている。 

外気の湿度び高くなっている。 

►へッドランプを点灯して走行してください。 

湿度や気温などの天候および走行時間に応じて、へッドラン 
プ内側の曇りび取れます。 


へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び侵入し 
てし''る。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でへッドランプの点検 
を受けてください。 


ワイパー 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

ワイパーび正しく作動し 
なし^。 

葉や雪などびワイパーの作動を妨げている。ワイパーモーター 
の作動び停止している。 

► 安全のため、エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

A 事故のおそれびあります 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択し 
てください078、80ページ）。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でワイパーの点検を受 
けて < ださい。 


■か：？ C9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

ドアウインドウび全開し 
なし^。 

ドアウインドウとドアフレームの間に障害になる物び挟まつ 
ている。 

► 障害物を取り除いてください。 

► ドアウインドウを閉じてください。 


ドア内部のガイドレールに障害になる物びあり、ドアウインド 
ウの上昇を妨げている。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 


原因び分からない場合。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを引いて<ださい 
081ページ）。 


ドア巧一 


トラブル 

可能性のある原因/症状および ► 対応 

ドア三ラーび無理に前ち/ 
後方に曲げられた。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ（[>63ページ）を、ギアび 
晒み合ラ音び聞こえるまで押してください。 

ドアミラーびはまり、通常通りドアミラーを調整できるよラ 
になります。 


キ- 


トラブル 


U モコン操作で解錠/施 
錠でさない。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

ルーフアンテナび取り付けられていない。 

► ルーフアンテナを取り付けてください(>212ページ）。 

キーの電池び消耗している。 

►再度 U モコン機能で解錠/施錠操作を行なってください。 
キーの先端を運転席ドア八ンドルに向けて、至近距離から解 
錠ボタンまたは施錠ボタンを押してください。 

解錠/施錠でさないとさ： 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください(>247 
ページ)。 

►非常時の解錠/施錠（[>244ページ）をご覧ください。 


ウインドウ 


■か：？？吟 
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トラブル 

可能性のある原因/症げおよび ► 対応 

U モコン操作で解錠でさ 
ない。 

キーび故障している。 

►非常時の解錠/施錠（|>244ページ）をご覧ください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けて 
<ださい。 

キーを紛失した。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無 
効にして < ださい。 

新しいキーの入手については、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して<だ 
さい。 

► 必要であればキーシ U ンダーわ交換してください。 

エマージェンシーキーを紛 
失した。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して<だ 
さい。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 

エンジンスイツチび 3 の位 
置までまわらない。 

ステア U ング □ ックび効いている。 

► ステア U ングを軽く左ちにまわしなびら、エンジンスイッチ 
からキーを抜さ、再度差し込んでください。 


車を使用しないとき 


トラブル 


エンジンを始動しない期間び 
約4週間じし b におよぶとさ。 



可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

バッテ U —び完全にあびると、バッテ U —を損傷するおそれび 
ある。 

►バッテ U —からケーブルを外すか、バッテ U —充電器を接続 
して < ださい。 

〇 バッテ U —の点検はメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なってください。 

車を長期間にわたって使用しないと、不具合び発生する可能性 
びある。 

►対応について、メルセデス-ベンツ指定サービスエ場におた 
ずね < ださい。 


I 
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非常時の解錠/施錠 


非常時の解錠/施錠 


エマージェンシーキー 

キーに収納されています。 

U モコンび作動しないとさに、運転席 
ドアを解錠することびできます。 

エマージてンシーキーを使用ずる 



►ストッパーのを矢印の方向に押し 
ながら、エマージェンシーキー③ 
を抜さ取ります。 

► 収納するとさは元の位置に差し込み 
ます。 


エマージ I ンシーキーでの運輯席ド 
アの解錠 _ 

U モコン操作で車を解錠でさないとさ 
は、(下の方法で運転席ドアを解錠し 
てください。 



► エマージェンシーキー③を運転席 
ドアのドア八ンドルのキーシリン 
ダーに差し込みます。 


► エマー ジェン シーキー ③を①の方 
向（時計回り）にまわします。 

► ドア八ンドルをいっぱいまで引さ 
ます。 

運転席ドアの□ックノブび上びり、 
運転席ドアが解錠されます。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシリンダーから抜さ 
取ります。 

►再度ドア八ンドルを引さ、運転席 
ドアを開さます。 

エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解錠してち、他のドア、テール 
ゲート、燃料給油フラップは解錠さ 
れません。 

〇 助手席ドアのドア八ンドルには 
キー シリン ダーは ありません。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 

燃料給油フラップを解錠ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 


■か：？？吟 
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非常時の車の施錠 _ 

U モコン操作で車を施錠でさないと 

さは、(下の方法で車を施錠してく 

ださい。 

►助手席ドアと助手席側リアドア、 
テールゲートを閉じます。 

► 運転席ドアと運転席側リアドアを開 
さます。 

► 運転席ドアのドア□ックスイッチ 
(施錠） （^50 ページ）を押します。 

助手席ドアと左ち U アドアの□ック 
ノブが下がります。 

► □ックノブが下びつていないとさ 
は、助手席ドアと左ち U アドアの 
□ックノブを押し込みます。 

►車を降り、運転席ドアを閉じます。 

► 開いている運転席側リアドアから腕 
を伸ばして、運転席ドアの□ックノ 
ブを押し込みます。 

〇 キーび車内になく、携帯している 
ことを確認してください。 

► 運転席側 U アドアを閉じます。 

► すべてのドアと テールゲー トが施錠 
されていることを確認します。 

H ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを押し込んで車を施錠し 
たとさには、テールゲートが施錠さ 
れていないことびあります。このと 
さは、車を完全に施錠することがで 
さません。メルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 


パーキング□ックの解除 _ 

セレクターレバーを [ E から動かせ 
ないとさは、じ(下の方法で動かすこと 
がでさます。 

この作業はでさるだけメルセデス-ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に依頼して < だ 
さい。 

Q セレクターレバーを動かすことび 
できたときでも、メルセデス*ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けて 
ください。 


►パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 



► カップホルダーのを上ちに取りが 
し乐す。 



► ドライバーなど③で□ック解除ボ 
タン③を押しなびら、セレクター 
レバーを FFI から動かします。 


■か：？ C9 -吟 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のもので、予告な<変更されることびあります。 
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非常時の解錠/施錠 


心 乂傷のおそれがありまず 

□ック解除ボタン③は非常に高温に 
なることびあるため、指などで直接 
触れないでください。火傷をするお 
それびあ0まず。 


燃料給油フラップの解錠 _ 

U モコン操作で燃料給油フラップを解 
錠でさないとさは、(下のち法で解錠 
してください。 


► テールゲー トを開さます。 



► ラゲツジルームち側のル物入れのノ 
ブ①を時計回りにまわして□ツク 
を解除し、カバーを開さます。 



► ル物入れ内側のトレイ③の上部を 
持ち、手前に開さます。 



► 内部にある□ックモーター⑤を時 
計回りに約60°まわしてから後方 
に引いて、□ックモーターを取り 
がします。 

燃料給油フラップの□ックが解除 
されます。 

► 燃料給油フラップを開さます。 

作業を行なった後は、メルセデス- 
ベンツ指定サービス エ場で□ック 
モーターの点検と取り付けをご依頼 
ください。 

A けびのおそれびありまず 

ラゲッジルームち側のカバーの内部 
には、金属び露出している部分や鋭 
利な部分びありまず。けびをしない 
よラにミ主意してください。 


■か：？？吟 
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キーの電池交換 


キーの電池を点検ずる 


U モコンの作動可能距離び短 < なった 
り、ボタンを押しても作動しない場合 
は、電池の消耗び考えられます。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

電池の交換はメルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。 

A 中養のおそれがありまず 

電池はテ供の手の届かないところに 
保管して<ださい。誤って電池を飲 
み込むおそれびありまず。 

ちし電池を飲み込んでしまったとさ 
は、ただちに医師の診断を受けてく 
ださい。 


9環境 


E 

鶴 


バッテ U —には有害物質び 
含まれています。環境保護 
のため、使用済みのバッテ 
U —を廃棄す ると さは、新 
しいバッテ U —をお買い求 
めになつた販売店1こ廃棄処 
分を依頼してください。 




► キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン 
を押します。 

キーの表示灯のび一回点滅すれば 
電池は正常です。 

〇 車両の近くでキーの電池の点検を 
行なラと、キーの解錠ボタンまたは 
施錠ボタンを押したとさに、車両ち 
解錠または施錠されます。 


電池の交換手順 


リチウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 





トリ 


ストッパーのを矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー③ 
を抜さ取ります。 


■か：？ C9 -吟 
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キーの電池交換 



► エマージェンシーキー③を図の位 
置に差し込み、カバー③が浮さ上 
がるまで、エマージェンシーキーを 
矢印の方向に押します。 

〇 指でカバー③を押さえないよラ 
にしてください。カバーび浮さ上が 
りません。 


► 電池の表面に巧れや脂分か付着し 
ていないことを確認します。 

► カバー③の凸部®を キーに 差し 
込んでから、カバーを押して□ッ 
クします。 

► エマー ジェン シー キー③をキーに 
収納します。 

► キーのすべての機能び作動すること 
を確認します。 



カバー⑤を取り外します。 

電池側び下になるよラにキーを手の 
上に乗せて、電池④が外れるまで 
キーを軽くたたさます。 

電池のプラス (+ ) 面が見えるよ 
ラにして、新しい電池を取り付け 
ます。このとさ、脂分を含まないさ 
れいな巧で電池を持つよラにしてく 
ださい。 


■か：？？吟 
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電球の交換 


心 けがのおそれがありまず 

• 電球を交換するとさは、防護眼鏡 
や手袋などを着用して、直接手で 
電球に触れないよラにしてくだ 
さし、 

電球は高温になるため、火傷をす 
るおそれびあります。また、電球 
の表面に油などび付着ずると切れ 
やずくなります。電球に触れたと 
さは、薄めた中性洗剤を含ませた 
柔らかい布で電球をよく拭いてく 
ださい。 

• 電球はテ供の手の届かないところ 
に保管してください。 

• 落下した0、衝撃び加わった電球 
を使用しないでください。破裂ず 
るおそれびあ0まず。 

• 電球び熱くなっているとさは、電 
球に触れたり、電球を取り外さない 
でください。電球には圧力のかかっ 
たガスび封入されているため、破 
裂するおそれびありまず。 

• エンジンを始動しているとさやエ 
ンジンびかかっているとさ、エン 
ジンスイッチび2の位置のときは、 
バイキセノンへッドランプ*の 
バルブソケットや配線に手を触れ 
ないで < ださい。 

高電圧の発生部分や高温部分びあ 
り、それらに触れると非常に危険 
です。 


• バイキセノンヘッドランプ*のバ 
ルブ交換は、必ずメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で行なって 
<ださい。その他の電球の交換に 
ついても、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に作業を依頼する 
ことをお勧めしまず。 

H 指定(外の電球を使用しないでく 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になります。 

fl 電球の交換を行なラとさは、車両 
に装着されている電球の規格を確 
認してください。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
ィにランプに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたとさは(>231 
ページ）をご覧ください。 

お客様自身で交換でさる電球は(下 
の通りです。交換でさない場合や、そ 
の他の電球の交換については、必ずメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場に 
作業を依頼してください。 


■か：？ C9 -吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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八□ゲンへッドランプ装着車 バイキセノンへッドランプ装着車 



ランプ 

ワット数 
(規格） 

① 

フロント 
方向指示な 

21 W (黄色） 

③ 

車幅な/ 

フ□ント パー 
キングランプ 

5 W 

⑤ 

コーナリング 

55 W ( H 7 


ランプ 

または H 11) 


ランプ 

ワット数 
(規格） 

① 

へツ ドランプ 
(下向さ） 

55 W 

( H 7) 

③ 

へツド ランプ 
(上向さ） 

55 W 

( H 7) 

⑤ 

車幅巧/ 

フ□ントパー 
キングランプ 

5 W 


④ 

フ〇ント 
方向指示な 

21 W 

(黄色） 


※上記の内容は、予告なく変更されることびあります。 
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テールランプ 



ランプ 

ワット数 
(規格） 

① 

テールランプ 

21 W /5 W 

③ 

リア 

方向指示な 

21 W (黄色） 

⑤ 

ブレーキ 

ランプ 

21 W 


ライセンスランプ 



ランプ 

ワット数 
(規格） 

①ライセンス 

5 W 

ランプ 




公 事故のおそれびありまず 

ワイパーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取れず、視界を妨げて事故の原因に 
なります。 

ワイパーブレードは年に2回の目安 
で交換してください。 


A けびのおそれがありまず 

ワイパーブレードを交換ずるとさは、 
必ずエンジンスイッチからキーを 
抜いてください。ワイパーび作動し 
てけびをずるおそれびあ0まず。 

B ワイパーブレードの損傷を避ける 
ため、ワイパーブレードのゴム部分 
に触れないよラにしてください。 

。ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損 
傷するおそれびあります。 

〇ワイパーアームび取り付けられ 
ていない状態で、ワイパーアームを 
元の位置に戻さないでください。 

〇ワイパーブレードを交換するとさ 
は、ワイパーアームを確実に持っ 
てください。ワイパーブレードが取 
り付けられていない状態でワイパー 
アームから手を放すと、ワイパー 
アームがフ□ントウインドウに当た 
り、フ□ントウインドウを損傷する 
おそれびあります。 


■か：？09-吟 
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ワイパーブレードの交換 


H ワイパーブレードの交換は、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めします。 


ワイパーブレードを取り外ず 



► エンジンスイツチからキーを抜さ 
ます。 


► ワイパーアーム④を起こします。 

► ク U ップ③を両側から押し込んで 
□ックをがし、ワイパーブレード 
①を③の方向にまわします。 

► ワイパーブレードのを®のち向 
に取り外します。 

ワイパーブレードを取り付ける 



► 新しいワイパーブレードのの取り 
付け部®をワイパーアーム③の 
先端④に合せます。 


►クリップ⑤び□ックされるまで、 
ワイパーブレードのを矢印のち向 
に押し込みます。 

►ワイパーブレードび、ワイパーアー 
ムに確実に固定されていることを 
確認します。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


リアワイパー 


A けがのおそれがありまず 

ワイパーブレードを交換ずるときは、 
必ずエンジンスイッチからキーを 
抜いて<ださい。ワイパーび作動し 
てけびをずるおそれびあ0まず。 

ワイパーブレードを取り外ず 



► エンジンスイツチからキーを抜さ 
ます。 

► ワイノ くーアーム⑤を起こします。 

►ワイパーブレードのを矢印③の 
方向にまわして、ワイパーアームの 
□ツクを外します。 

► ワイパーブレードのを取りがし 
ます。 


■か：？？吟 
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ワイパーブレードを取り付ける 

►新しいワイパーブレードのを、ワ 
イパー アーム ⑤に押し込んで□ッ 
クします。 

►ワイパーブレードび 、ワイパーアー 
ムに確実に固定されていることを 
確認します。 

► ワイパーブレードをワイパー アー 
ムと平行の位置にします。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


ウオッシャーノズルの調整 


公 けびのおそれびありまず 

ウォッシャー液の噴射ち向を調整ず 
るとさは、必ずエンジンスイッチか 
らキーを抜いてください。ワイパー 
び作動してけびをずるおそれびあり 
ます。 



►ウォッシャーノズルのを矢印の 
方向に動かして噴射位置を調整し 
ます。 

噴射位置はフ□ントウインドウの中 
央よりやや上の位置を目ちとしてく 
ださい。 

H 噴射方向を調整するとさに、先 
のとびった物を使用しないでくだ 
さい。ウォッシャーノズルを損傷す 
るおそれびあります。 


■か：？09-吟 


ウォッシャー液の上下の噴射方向を正 
しく調整してください。 
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八ンクしたとき 


くンクしたとさ 


心 事故のおそれがありまず 

•パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないでくだ 
さい。ステア U ングをしっか0 
握って徐々に速度を落とし、安全 
に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれびあり 
ます。また、タイヤび異常に過熱 
して、火災び発生するおそれびあ 
0まず。 


►ち全を確保でさる、かたくてすべり 
にくい、水平な場所に停車します。 

► 非常点滅なを点滅させます。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

►セレクターレバーを [E に入れ 
ます。 

► 周囲の状況に注意しながら乗員を車 
から降ろして、ただちにち全な場所 
に避難させます。 

►ステアリングを直進の位置にし 
ます。 

► エンジンを停止します。 

► エンジンスイツチからキーを抜さ 
ます。 


〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置くことび 
法律で義務付けられています。 

H タイヤを交換するときは、エンジ 
ンを始動しないでください。 

B 車速感応ドア□ックを設定した状 
態で車を押したり、タイヤ交換な 
どで車を持ち上げるとさは、エンジ 
ンスイッチを0の位置にしてくだ 
さい。車輪び回転すると車が自動的 
に施錠され、車外に閉め出されるお 
それびあります。 


パンクしたタイヤを交換ずる 


A 事故のおそれがありまず 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤ 
のサイズび異なるため、応急用ス 
ペアタイヤを装着した場合、走行 
性能び大さく変化します。十分を 
意して走行してください。 

• 応急用スペアタイヤに交換したと 
きは、必ず 80 km / hl ； rF で走行し 
て < ださい。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の 
使用にとどめ、でさるだけ早く標 
準タイヤに交換してください。 

• 応急用スペアタイヤを2本!;^上装 
着して走行しないでください。 

n 応急用スペアタイヤは各車種専用 

です。他車のわのは使用しないで< 

ださい。 


■か：？？吟 


► 車から降ります。 

► ドアを閉じます。 

► 車の後方に停止表示板を置さます。 
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〇応急用スペアタイヤを取り出すと 
きや、タイヤ交換をするときは、必 
ず手袋を着用して<ださい。素手で 
作業を行なラとけがをするおそれび 
あります。 

タイヤ交換の準備 


► タイヤ交換に必要な準備を行ない 
ます0254ページ）。 

►ラゲッジフ□アボードの下から 
応急用スペアタイヤを取り出し 
ます。 

►輪止め、ジャッキ、ジャッキ八ン 
ドル、ジャッキ用アダプタ、ホイー 
ルレンチを準備します（1>219ぺ一 
ジ)。 

n 応急用スペアタイヤを取り出すと 
さは、必ず保護のため手袋を着用し 
てください。素手で作業するとけび 
をするおそれびあります。 

► 作業中に車が動さ出すのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 

〇 輪止めは1個車載されています。 
わラ1個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
してください。 

► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をす 
るとさは、交換するタイヤの反対側 
の両輪の下り側に輪止めをします。 


ホイールカバーの取り外し（スチール 
ホイール装備車） 



い，かお 

►スチールホイール装備車は、矢印 
の位置に手を入れ、ホイールカバー 
①を取り外します。 


センターキャップの取り外し（ク □ — 
ムホイール装備車） 



► 車載のフック④を取り出します。 


► フック先端の曲びっている部分び 
センターキャップのが側を向くよラ 
にして、フックをセンターキャップ 
のホール③に差し込みます。 

►フックの円部分に指をかけ、手前 
に引いてセンターキャップ③を取 
り外します。 


■か：？ C 9 -吟 


《ク□ームホイールは、曰本仕様には装備されません。 
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H ホイールカバーやセンターキヤッ 
プを取り外すとさは、必ず手袋を着 
用して<ださい。素手で作業を行な 
ラとけびをするおそれびあります。 



"0.1 …2^1 

► ホイールレンチ⑤で、交換する夕 
イヤのホイールボルト （5 本）を約 
1回転ほどゆるめます。 

この時点では、ホイールボルトを取 
りがしません。 

H ホイールレンチを使用するとさ、 
ホイールレンチがホイールボルトか 
らがれるとけがをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷するおそれびあり 
ます。じ I 下の点に注意してくださし、。 

• ホイールレンチを確実に差し込ん 
で< ださい。 

• 足で踏んでまわさないでください。 

• 両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
ください。 


ジャッキアップずる 


心 けがのおそれがありまず 

• 車載のジャッキは、この車のタイ 
ヤ交換で一時的にジャッキアッ 
プするためだけに設計されてい 
ふ9 〇 

• 車の下で作業をするとさは、必ず 
U フトなどで車を持ち上げてくだ 
さい。 

• ジャッキは、かたくてずべりに 
くい、水平な場所で使用してくだ 
さい。また、ジャッキの下に、ブ 
□ックや木材などを置いてジャッ 
キアップしないで < ださい。ジャッ 
キアップした車び落下ずるおそれ 
びあ0まず。また、ジャッキび伸 
びていない状態では、車を支える 
ことびでさないおそれびあ0ます。 

• ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアや卜 
ランクを開閉したり、パーキング 
ブレーキを解除しないでくださし、 
車び落下ずるおそれびありまず。 

• ジャッキに不具合や損傷びあると 
さは使用しないでください。 

• 傾斜の急な斜面ではジャッキアッ 
プしないで<ださい。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的な 
けびをずるおそれびあ0まず。 

• 車び車載のジャッキだけで支えら 
れているとさは、決して車の下に 
身体を入れないでください。ジャッ 
キび外れると、車に挟まれて致命 
的なけびをずるおそれびあ0ます。 
ジャッキは車を一時的に持ち上げ 
るとさだけに使用してください。 


■か：？？吟 
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心 事故のおそれがありまず 

ジャッキヴポート外の場所には 
ジャッキを使用しないでください。 
ジャッキび外れてけびをしたり、車 
両を損傷するおそれびありまず。 
ジャッキは交換ずるタイヤに適した 
位置のジャッキヴポートで使用して 
ください。また、ジャッキを使用す 
る前に、ジャッキサポートに異物や 
巧れびないことを確認してください。 



► ダイヤル部分③を手でまわして 
ジャッキを伸ばしなびら、交換する 
タイヤに近いジャッキサポート⑤ 
にジャッキのの先端をあてます。 

このとさ、ジャッキのの先端び 
ジャッキサポート③に接してぐら 
つかない程度までダイヤル部分③ 
をまわします。 

► ジャッキ用アダプタ④をジャッキ 
のに取り付け、ジャッキ八ンドル 
⑤を 、 "AUF UP " の文字び見える面 
び手前にくるよラに取り付けます。 

〇 ジャッキヴポートは前輪の後ち、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設けられています。 


H ジャッキ八ンドル⑤は 、 "AUF 
UP " の文字び見える面が手前に< 
るよラに取り付けないと、ジャッキ 
アップでさません。 

H ジャッキはこの車のタイヤ交換じ ( 
外には使用しないでください。 

H ジャッキアップする前に乗員や荷 
物を車から降ろしてください。 

P ジャッキが正しくジャッキヴポー 
卜に入っていることを確認してくだ 
さし、。 

H 側面から見て、ジャッキび垂直に 
なるよラに取り付けてください。 

H ジャッキの底面び、確実に路面 
に接地するよラに取り付けてくだ 
さし、。 



(ち）間違った取り付けかた 


■か：？ C 9 -吟 
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が 


A 


み 


• ホイールを外したときは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検 
をして<ださい。 U ムの凹みや 
巧びりは空気圧減少の原因にな 
り、タイヤを損傷するおそれが 
あります。 

応急用スペアタイヤを取り付ける 


► ジャッキ八ンドルを繰り返し操作 
し、タイヤが地面から離れるまで 
ゆっくりとジャッキアップします。 

ジャッキアップしたとさのタイヤの 
高さは、地面から約 3 cm じ(内にし 
てください。 



►ホイールボルトをがして、ホイール 
を取りがします。 

" ホイールやホイールボルトをがし 
たとさは、じ(下の点にま意してくだ 
さし、 

• ホイールボルトに砂やおが付着 
しないよラにま意してください。 

• タイヤを地面に置くとさは、ホ 
イールの外側を下にしないで< 
ださい。ホイールに傷び付くお 
それびあります。 


A 事故のおそれがありまず 

• ホイールボルトに損傷や鐘びある 
とさは交換してください。また、 
ネジ山にはミ夫してオイルやグ U ス 
を塗巧しないでください。ホイー 
ルボルトびゆるむおそれびあり 
よ〇 

• ホイール八ブのネジ穴び損傷した 
ときは、走行しないで、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡し 
て < ださい。 

• 応急用スペアタイヤの取り付けに 
は、標準タイヤのホイールボルト 
を使用します。異なるホイールボ 
ルトを使用ずるとホイールを十分 
に固定することびでさず、走行中 
にホイールび外れるおそれびあり 
ます。 

• ジャッキアップした状態でホイー 
ルボルトを強<締め付けないで< 
ださい。締め付ける勢いでジャッ 
キび外れるおそれびありまず。 


■か：？？吟 
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► 応急用スペアタイヤのホイールお 
よび八ブの接合面に、砂や巧れなど 
びないことを確認します。 



t'W, ル 。 HCWl 


► ホイール八ブのネジ穴とホイール 
の穴の位置び合ラよラに応急用スぺ 
アタイヤを持ち上げます。 



H0 1!?■ の化ユ I 

► 5 本のホイールボルトを取り付け 
て、軽く締め付けます。 


ジャッキタウンずる 


►ジャッキ八ンドルを 、 "AB DOWN " 
の文字び見える面が手前に < るよラ 
に取り付けます。 

P ジャッキ八ンドルは 、 "AB DOWN " 
の文字び見える面が手前に < るよラ 
に取り付けないと、ジャッキダウン 
でさません。 


► 八ンドルを繰り返し操作し、ジヤツ 
キを下げます。 



► 図の順番でホイールボルトを均一 
に締め付けます。 


ホイールボルトの締め付けトルクは 
13 kg-m (130 Nm ) です。 

A 事故のおそれがありまず 

ホイールを交換した後は、ただちに 
ホイールボルトの締め付けトルクを 
確認してください。締め付けトルク 
び 13 kg-m (130 Nm ) に達していない 
と、ホイールびゆるむおそれびあり 
ふ 9 〇 


►ジャッキを縮め、車載工具や輪止め 
などととちに元の位置に戻します。 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 
行しているときは、タイヤ空気圧警 
告システムは正常に作動しません。 


■か：？ C 9 -吟 
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こリ— 


ホイールカバー*装着時の注意 

ホイールカバーをホイールに装着する 
とさは、 liTF のま意事項を守ってくだ 
さい。バルブが損傷してタイヤから空 
気び抜けたり、事故を起こすおそれび 
あります。 



ホイールカバーをホイールに装着する 
とさは、バルブのがバルブホール③ 
に通るよラに装着してください。 



さらに、バルブのがバルブホール③ 
の中/ CM こなってし"'て、ホイールカバー 
に接触していないことを確認してく 
ださい。 


こリ— 


バッテリー取り扱いの一般的な注意 

バッテリーの性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
リーが常に十分充電されていることび 
必要です。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行が多いとさは、通常より 
わ頻繁にバッテリ ー 液量などを点検し 
てください。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用してくだ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管ち法 
などは、メルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


■か：？？吟 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 










A 




0 


爆発の危険びあります。 


バッテ u —を取り扱ってい 
るとさは、乂気や裸乂、乂 
花、タバコなどを近付け 
ないで <ださい。 

バッテ U —液は腐食性があ 
ります。皮膚や眼、巧服に 
付着しないよラにま意して 
ください。 

手袋やエプ□ン、マスクを 
着用してください。 

バッテリー液び付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けてください。 

バッテリーを取り扱ラとさ 
は保護眼鏡を着用して < だ 
さい。 

テ供を近付けないで<だ 
さい。 

取扱説明書の指示に従って 
ください。 


9環境 


E 

鶴 


バッテ U —には有害物質び 
含まれています。環境保護 
のため、使用済みのバッテ 
U —を廃棄ず ると さは、新 
しいバッテ U —をお買い求 
めになつた販売店1こ廃棄処 
分を依頼してください。 


心 爆発のおそれがありまず 

爆発や乂傷を防ぐため、バッテ U — 

を取り扱ラとさは!;下のを意事項を 

守ってください。 

• バッテ U —を傾けたり横倒しにし 
ないで < ださい。 

• 金属製の工具などをバッテ U —の 
上に置かないでください。バッテ 
リーびショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —び爆発する 
おそれびあ0ます。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないでください。また、 
力一ぺッ トの上などでバッテ U — 
を弓 I さずらないでください。 

• バッテリーに触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させてください。 

• 布などでバッテ U —を拭かないで 
<ださい。静電気や火花び発生し 
て、バッテ U —び爆発するおそれ 
びありまず。 

。安全のため、バッテ U —端子をゆ 
るめたりがすとさは、エンジンス 
イッチを0の位置にして、キーを 
抜いて<ださい。電気系部品やオル 
タネーターを損傷するおそれびあり 
ます。 

バッテリーの点検や交換は、メルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。少なくとも2年 
ごとまたは20,000 km ごとに点検 • 
交換を行なってください。 


■か：？ C 9 -吟 
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こリ— 


〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを抜いてくだ 
さい。エンジンスイッチにキーび差 
し込まれているとさはわずかに電力 
が消費され、バッテ U —を消耗し 
ます。 

〇バッ テ U —端テの取り外し、バッ 
テリーの取り外し、充電、交換につい 
ては、メルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で作業することをお勧めし 
ます。 


バッテリーの位置 



バッテ U — は運転席足元のフ□ア下に 
あります。 

► コインなどでノブのを反時計回り 
にまわして□ックを外します。 

► カバー③を取りがします。 

► 内部にあるスポンジを取り外し 
ます。 


インジケーター付きバッテリー 



ケースが黒色で、上面にインジケー 
ターのびあるバッテリーは、バッテ 
リー液の補充はでさません。 

インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態が適正なとさは黒色 
に、バッテリーの交換び必要なとさは 
白色になります。 

インジケーターが白色になったとさ 
は、メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないで <ださい。 


■か：？？吟 




















パッテリーびあがつたとさ 
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たとさ 


バッテ U —の電圧び低下し、エンジ 
ンの始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ 
U —を電源として始動することびで 
さます。 

作業を始める前に、必ず(降に記載す 
る説明を読んでください。 

• エンジンと触媒び冷えているときに 
行なってくださし、 

• バッテリーび凍結しているときは 
エンジン始動を行なわないで < だ 
さい。 

•救援車のバッテリーが、 12 V バッ 
テリーであることを確認してくだ 
さし、。 

•十分な容量と太さびあり、絶縁さ 
れたクランプを持つブースター 
ケーブルを使用してください。 

A けがのおそれがありまず 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動しているとさは、バッテ U —を 
のぞさ込まないでください。万一、 
爆発したとさにけびをずるおそれ 
びありまず。 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動するとさは、バッテ U —を傾け 
ないでください。バッテ U —び爆発 
してけびをずるおそれびあ0まず。 


心 爆発のおそれがありまず 

たばこなどの火気を近付けたり、乂 
花を発生させたりしないでください。 
バッテリーび爆発してけびをずるお 
それびあ0ます。 


〇ェンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

ェンジン始動を2〜3回試みてち 
始動でさないとさはメルセデス*ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に連絡して< 
ださい。 

ェンジンを始動でさたとさも、すみ 
やかにメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なって< ださし、。 

n 急速充電器によりェンジン始動を 
行なわないで < ださい。 

n ェンジンび暖まっているとさは、 
他車のバッテ U —を電源として始動 
しないで < ださい。 

n ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているわの 
は使用しないでください。 

n ブースターケーブルびラジェター 
冷却ファンや回転べルトに巻さ込ま 
れないよラにして < ださい。 

〇 バッテリーび凍結しているとき 
は、乂気を近付けずにバッテリー全 
体を暖め （ scrcii (下）、バッテリー 
液を解凍してからェンジンを始動し 
てください。 

〇 他車のバッテリーを電源としたェ 
ンジン始動について、詳しくはメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


■か：？09-吟 
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たとを 


始動の方法 _ 

►バッテリー電圧び同じ （12 V ) で、 
バッテ U —容量が同程度の救援車を 
用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこ 
とを確認してください。 

►パーキングブレーキを効かせ、セ 
レクターレバーを [ E に入れます。 

► 救援車のエンジンを停止します。 

► 両車の電気装備をすべて停止し、 
エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

►運転席ドアを開さ、運転席足元フ 
□ア下のカバーを開きます(>262 
ぺージ)。 

► 内部にあるスポンジを取り外し 
ます。 

► 自車の@端テののカバーを取りが 
します。 


► 自車のバッテリーの©端テのに 
赤色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 救援車のバッテリー⑤の®端テ® 
に赤色ブースターケーブルの反対側 
を接続します。 

►救援車のエンジンを始動し、アイ 
ドリング状態にします。 

► 救援車のバッテリーの©端テ③ 
に黒色ブースターケーブルを接続 
します。 

► 自車のバッテリーの©端テ④に黒 
色 つ'—スターな一つ '、レの反対側を接 
続します。 

► 自車のエンジンを始動します。 
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P 救援車により接続ち法び異なるこ 
とびあります。接続前に救援車の取 
扱説明書わお読みください。 

► 自車の 0 端テ④から黒色ブース 
ターケーブルをがしたあと、救援 
車の 0 端テ③から黒色ブースター 
ケーブルを外します。 

► 自車の®端テのから赤色ブース 
ターケーブルを外したあと、救援 
車の©端テ③から赤色ブースター 
ケーブルを外します。 

► メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

〇 バッテリーびあびったり、バッテ 
U 一の接続が一時的に断たれたとさ 
は、じ(下の作業び必要になることが 
あります。 

• オーディオの再設定 
• パワーウインドウのリセット 

• 施錠時のドアミラー格納機能の 
U セット 



A 事故のおそれびありまず 

• エンジンびかかっていないとさは 
ブレーキやステア U ングの操作に 
非常に大をな力び必要になりまず。 

• けん引されるとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜かないでくだ 
さい。 

D けん引はできるだけ避けてくだ 
さい。自走でさないとさは、専門業 
者に依頼して車両運搬車で移送して 
ください。 

H けん引されるとさは、ゆっくり発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
ください。車を損傷するおそれびあ 
ります。 

H 一般道では 30 km/h (下の速度 
で、距離は 50 km じ(内に限り、けん 
引走行することびでさます。距離 
び 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用してください。卜 
ランスミッションを損傷するおそ 
れびあります。 


■か：？ C 9 -吟 
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けん引 


P エンジンを始動できないときは、 
他車のバッテ U —を電源とした始動 
を試みてください。 

P やむを得ず、他車にけん引してわ 
らラとさはじ(降に記載する説明に 
従い、最寄りのメルセデス*ベンツ 
指定ヴービスエ場に移送して < だ 
さし、。 

P けん引する距離が長くなるとさ 
は、必ずフ□ントをつり上げてくだ 
さし、 

P フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引するときは、必ずエンジンス 
イッチを0の位置にしてください。 
ESP ⑩が作動して接地している車輪 
にブレーキびかかります。また、ブ 
レーキシステムを損傷するおそれが 
あります。 

〇けん引される前に、バッテリーが 
接続されていて、電圧び低下してい 
ないことを確認してください。エ 
ンジンスイッチを2の位置にする 
ことびでさないため、セレクター 
レバーを [ E から動かせなくなり 
ます。また、エンジンが停止してい 
ると、ステア U ングやブレーキの 
操作に非常に大 さな 力び必要にな 
ります。 

セレクターレバーを [ E から動か 
せないときは、 （^245 ページ）を 
ご覧ください。 

P けん引されるとさは、車速感応 
ドア□ックを解除してください 
(杉118ページ）。車輪び回転すると 
車が自動的に施錠され、車がに閉め 
出されるおそれびあります。 


〇けん引□ープを使用してけん引さ 

れるとさは、じ(下の点に注意してく 

ださい。 

• □ープは両車ともでさるだけ同じ 
側につないで < ださい。 

• □ープの長さは 5 m じ(内とし、 
□—プの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
が□ープでつなびれていること 
を周囲に明示してください。 

• □ープに無理な力や衝撃びかから 
なし" i よラにしてくださしん 

• けん引フックじ(がには□ープを 
かけないで < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
ま意しなびら車間距離を調整し 
てください。 

• ワイヤー□—プやチェーンを使用 
しないでください。車を損傷する 
おそれがあります。 

H 押しびけは行なわないでくだ 

さい。トランスミッションを損傷す 

るおそれがあります。 


■か：？？吟 
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けん引フックの取り付け/取り外し 


けん引フックを取り付ける 


►車載工具（杉219ページ）からけん 
引フックを取り出します。 

A 乂傷やけがのおそれがありまず 

作業を行なラとさはマフラーにを意 
してください。マフラー後端に触れ 
て火傷をしたり、けびをするおそれ 
びありまず。 

フ□ントの取り付け部は、フ□ントバ 
ンノ く一の向かって左側にあります。 

U アの取り付け部は、リアバンパーの 
向かってち側にあります。 



►カバーののマーク部を押して、力 
バーを取りがします。 


けん引フックを取り外ず 


► けん引フックをゆるめて取り外し 
ます。 

► けん引フックのカバーを取り付け 
ます。 

► けん引フックを車載工具に収納し 
ます。 


けん引ずる _ 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
て、ブレーキペダルを踏みなびらセ 
レクターレバーをに入れます。 


前輪をつり上ばてけん弓 I ずるとき 

前輪をつり上げてけん引するとさは、 

じ(下のことに注意してください。 

。必ずエンジンスイツチを0の位置 
にしてください。 ESP ⑩が作動して 
接地している車輪にブレーキがかか 
ります。また、ブレーキシステムを 
損傷するおそれびあります。 

P 必ずセレクターレバーを [ W \ に 
入れてください。トランスミツシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 

► エンジンスイツチを2の位置にし 
ます。 

► ブレーキ ペダルを踏みます。 

►セレクターレバーを n のに入れ 
ます。 


■か：？ C 9 -吟 


► 内部のネジ穴にけん引フックをねじ 
込み、停止するまで締め込みます。 
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けん引 


► ブレーキ ペダルから足を放します。 

► パーキングブレーキを解除します。 

► 車速感応ドア□ックを解除します 
([>118ページ）。 

► 非常点滅なを点滅させます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、エンジンスイッチにキーを差し 
たままにしておさます。 


前後輪をつり上げないでけん弓 I ずる 
とさ 

前後輪をつり上げないでけん弓 I すると 

きは、じ(下のことに注意してください。 

A 事故のおそれがありまず 

エンジンびかかっていないとさはス 
テア U ングやブレーキの操作に非常 
に大さな力び必要になりまず。状 
況に合わせて、操作を行なってくだ 
さい。 

► 非常点滅なを点滅させます。 

〇 非常点滅なを点滅させてけん引し 
ているとさ、進路変更などのために 
方向指示なを点滅させるとさは、コ 
ンビネーシヨンスイッチを通常通り 
操作して<ださい。方向指示なの点 
減に切り替わります。コンビネー 
シヨンスイッチを中立の位置に戻す 
と、非常点滅なの点滅に戻ります。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► ブレーキ ペダルを踏みます。 

►セレクターレバーを m に入れ 
ます。 


► ブレーキペダルから足を放します。 
► パーキングブレーキを解除します。 


車を運搬ずる _ 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載するとさにち使用でさます。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
て、ブレーキペダルを踏みなびらセ 
レクターレバーを [ W \ に入れます。 

►車両を積載したあとに、パーキング 
ブレーキを確実に効かせます。 

►セレクターレバーを EF ] に入れ 
ます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、エンジンスイッチからキーを抜 
さます。 

► 車両を固定します。 

" 車両運搬車に積載して車両を固 
定するときは、固定□-プをホイー 
ルにかけます。 サスペンションや 
メンバー部分には固定□ープをか 
けないでください。車体を損傷す 
るおそれがあります。 


■か：？？吟 
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ヒューズ 


ヒューズ交換についての注意 

電気装備に異常び発生するとヒューズ 
が切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
くなります。 

A 乂災のおそれがありまず 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
でください。電気回路に負荷びかか 
り、火災の原因になります。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を依頼してください。 

じ(下のよラなときは、ただちにメ 
ルセデス*ベンツ指定ヴービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 

• ヒューズを交換してもすぐに切 
れるとさ 

• ヒューズに異常はないが、電気 
装備び作動しないとさ 

〇必ず指定された正しい容量の 
ヒューズを使用してください。電気 
装備や電気回路などを損傷するおそ 
れびあります。 


ヒューズの位置 


ヒューズボックスは運転席足元のフ □ 
ア下にあります。 



► コインなどでノブ③を反時計回り 
にまわして□ックを外します。 

► カバーのを取りがします。 



ヒューズボックス④の後ちにヒュー 
ズー覧表⑤（英文）があります。 


■か：？ C 9 -吟 
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L — ズ 


ヒューズを交換ずる _ 

► すべての電気装備を停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当するヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外します。 

►ヒューズを点検して、線部び切 
れている（溶断）とさは同じ電流値 
(色）のヒューズと交換します。 

ヒューズボックスの中には、ほこ 
りや湿気び入らないよラにしてくだ 
さい。 


ヒュースー覧 


ヒューズボックス（運転席足元のフ〇 
ア下） 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

1 

5 A 

ブレーキランプ 

2 

25 A 

U アデフォッガー 

3 

7.5 A 

イグニッション□ック、メー 
夕ーパネル 

4 

15 A 

イグニッション□ック 

5 

7.5 A 

エアコンディショナー 

6 

15 A 

ホーン 

7 

25 A 

燃料ポンプ 

8 

25 A 

ルーフユニット 

9 

40 A 

ESP ® 

10 

40 A 

エアコンディショナー 

送風フアン 

11 

30 A 

エンジンエレクト□ニクス 

12 

5 A 

マルチフアンクション 
ステアリング 

13 

25 A 

パヮーウィンドウ 

(フ□ン W 

14 

25 A 

パヮーウィンドウ 
(フ□ン h ) 

15 

25 A 

ESP ® 

16 

10 A 

診断ソケット、 

パークト□ニック 

17 

5 A 

ランプスイッチ 

18 

- 

未使用 

19 

5 A 

ESP ® 

20 

7.5 A 

エアバッグシステム 

21 

30 A 

スターター 

22 

7.5 A 

メーターパネル 

23 

- 

未使用 

24 

7.5 A 

パワーステアリング 

25 

7.5 A 

ブレーキランプ、 ESP ® 

26 

7.5 A 

トランス S ッションコント 
□—ル 


■か：？？吟 
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ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

27 

10 A 

トランス S ッシヨンコント 
□—ル 

28 

5 A 

コンパス、ランプスイッチ 

29 

30 A 

SAM 

30 

25 A 

トランス S ッシヨンコント 

□-ル、 ESP ⑩ 

31 

5 A 

ランプスイッチ 

32 

- 

未使用 

33 

15 A 

オーディオ 

34 

25 A 

パヮーウィンドウ （ U ァ） 

35 

25 A 

パヮーウィンドウ （ U ァ） 

36 

10 A 

パークト□ニック 

37 

7.5 A 

エアバッグシステム 

38 

25 A 

ライター 

39 

25 A 

フ□ントワイパー 

40 

7.5 A 

または 

25 A 

パノラミッ クラメラールーフ 

41 

15 A 

オーディオ、 U アワイパー 

42 

7.5 A 

グ□ーブボックスランプ、 

バニティ S ラー照明、オプ 
シヨン 

43 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

44 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

45 

- 

未使用 

46 

- 

未使用 

47 

- 

未使用 

48 

- 

未使用 

49 

25 A 

シートヒーター 

50 

7.5 A 

オーディオ 

51 

- 

未使用 

52 

- 

未使用 

53 

30 A 

1 2 V 電源ソケット 

54 

- 

未使用 

55 

または 

10 A 

へッドランプ/コーナリング 
ランプ（左側） 


ヒューズアンペア装置名 
番号 数 


56 

- 

未使用 

57 

- 

未使用 

58 

- 

未使用 

59 

- 

未使用 

60 

20 A 

助手席シート調整 

61 

20 A 

運転席シート調整 

62 

40 A 

へッドランプ/コーナリング 
ランプ 

63 

7.5 A 

または 

25 A 

オプション 

64 

40 A 

オプション 

65 

80 A 

パワーステアリング 

66 

60 A 

SAM 

67 

50 A 

フ□ントシート調整、 

1 2 V 電源ソケット 

68 

50 A 

または 

60 A 

エンジンフアン 

69 

50 A 

ライター、エアバッグシステ 
ム、グ□ーブボックスランプ、 
ルーフユニット、フ□ントワ 
イパー、 U アワイパー、バニ 
テイ S ラー照日月 

70 

60 A 

エアコンデイショナー、電話、 
ランプスイッチ、メーターパ 
ネル、 ESP ®、 パワーステア 
リング、エアバッグシステム、 
バックランプ、スターター、 
エアコンデイショナー送風 
フアン 


( 2009 - 07-30 -169 006 01 99 ) 



〇 仕様/装備などの違いにより、装 
備されているヒューズが異なること 
があります。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のちので、予告な<変更されること 
びあります。 
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純正部品/純正アクセサリー、車両の電子制御部品について 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意しています。 

メルセデス*ベンツ純正部品は厳格な 
基準により品質管理されております。 
点検や整備、修理のとさは必ず純正部 
品を使用してください。 

アクセサリーにつし"!ても 、 Daimler 
AG またはメルセデス*ベンツ日本株 
式会社び指定する製品だけを使用して 
ください。 

A 事故のおそれびありまず 

どんな場合でを、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用する部品に、純正部品!^外のちの 
を使用しないで<ださい。事故や故 
障の原因になります。 


9環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するため、 U サイクル部品を積 
極的に導入していまず。 

〇 純正部品外の部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇所 
に不具合び生じても、保証を適用で 
さないことがあります。 


車両の電子制御部品について 


A 事故のおそれがありまず 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、メルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なってください。 

特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ずメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。車両の使用に対ず 
る適合性に影響を与えるおそれびあ 
0ます。 

H 電子制御部品およびそれに関わる 
コント□ール ユニッ トやセンサー、 
配線類などのメンテナンス作業は、 
必ずメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品び通常より早<摩耗した 
り、保証を適用でさないことびあり 
ます。 

D 車の電子制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になります。また、関連す 
る他の装備にわ悪影響を与えるおそ 
れがあります。 

Q 車載無線機など電装アクセヴ 
リーを装着するとさは、メルセデ 
ス*ベンツ指定サービスエ場に相 
談して<ださい。装着ち法などび 
適切でないと、車の電子制御部品 
に悪影響を与えるおそれびあり 
ます。また、電気配線を間違える 
と、乂災や故障の原因になります。 
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pii (下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテン シヨ ナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
ニットやセンサー類び取り付けられ 
ています。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や飯 
金作業などを行なラと、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれび 
あります。 

• エアバッグ収納部 
• シー トベルト 
• インストルメントパネル 
• センターコンソール 
• ドア 
• シート 
-ピラー 付近 
-サイドシル付近 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


ビークルプレート 


純正部品をま文するとさに車台番号や 
エンジン番号などび必要になることび 
あります。車台番号やエンジン番号な 
どは図の箇所に記されています。 



運転席側または助手席側のセンターピ 
ラー下部に車の車台番号およびカラー 
コードを記載したニューカープレート 
①び貼付してあります。 


車台番号 



エンジン ルーム 内のフ レームに 車台番 
号③び巧刻してあります。 
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オイル•液類/バッテリー 


オプションコードプレート 


づ 



ボンネットの裏側にオプションコード 
を記載したプレート⑤が貼付してあ 
ります。 


エンジン番号 

エンジンブ□ック最下部にエンジン 
番号が巧刻してあります。 

詳し<はメルセデス • ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


オイル•液類/バッテリー 


オイル-液類に関ずる注意 _ 

オイル*液類には(下のものび含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ 液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイルな 
ど） 

• ウオッシャー;イタ 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはメルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
てください。 

詳しくは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

〇 指定品(がのオイル*液類を使用 
したときは、該当箇所だけでなく関 
連箇所に不具合び生じてち、保証を 
適用できないことびあります。 

A けがのおそれがありまず 

オイル-液類はテ供の手の届かない 
場所に保管してください。また、乂 
気のおくには保管しないでください。 

オイル-液類び目や粘膜、傷に触れ 
ないよラにしてください。万一目に 
入ったり皮膚に付着したとさは、た 
だちに清潔な水で十分に洗い流し、 
医師の診断を受けてください。 

9環境 
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オイル-液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 











オイル •液類/パツミ 


燃料 


心 爆発のおそれびありまず 

燃料は可燃性の高い物質でず。燃料 
を取り扱ラとさは、火を近付けたり、 
近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


心 健康を害ずるおそれがありまず 

燃料び皮膚や衣類に触れないよラに 
を意してください。 

燃料び皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与えます 0 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約 54尼 

警告'灯点!打時の 

残量 

約 6尼 


H 軽油を給油しないでください。少 
量でち軽油を給油すると、燃料噴射 
システムやエンジンを損傷するおそ 
れびあります。 

〇指定(外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用すると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷したり、乂災び発生す 
るおそれびあります。指定(外の燃 
料を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の対象外になります。 


H 燃料に添加剤を使用しないでくだ 
さい。エンジン内部の摩耗び進んだ 
り、エンジンを損傷するおそれびあ 
ります。 

燃料消費について 

(下のよラな状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温び非常に低いとさ 
• 市桂け也を走 t 号するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

9 環境 

C02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となりまず。 

緩やかな運転をびけ、定期的に点 
検•整備を行なラことにより、 C02 
排出量を最小限に抑えることびでさ 
よ^ 〇 


エンジンオイ J レ _ 

D エンジンオイルに添加剤を使用し 
ないでください。エンジン内部の摩 
耗が進んだり、エンジンを損傷する 
おそれびあります。 

H エンジンオイルは、使用している 
間に巧れたり劣化するだけでな<、 
消費され減少します。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給ちしくは 
交換してください。 
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オイル•液類/バッテリー 


使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 

グレードと粘廚ま、下図を参考にして、 
使用する場所のが気温度に合わせて選 
択してください。 



エンジンオイル容量 


車種 容量 

(オイルフィルター交換時） 


才ートマチックトランスミッション 
オイル 


オートマチックトランスミッションオ 

イルの交換については、別冊「整備手 

帳」を参照してください。 

〇オートマチックトランスミッショ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 

〇オートマチックトランスミッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランスミッション内部の 
摩耗び進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷するおそれがあります。添 
加剤を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象がになります。 

U オートマチックトランスミッショ 
ンオイルの漏れを見つけたり、トラ 
ンスミッションの作動に異常を感じ 
たとさは、メルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 


全車 約 5.0 尼 
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オイル•液類/パツミ 


冷却水 _ 

冷却水は時間の経過ととちに劣化し 
ますので、整備手帳に従い定期的に交 
換してください。詳しくはメルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 

また、冷却水の補給び必要なとさは必 
ず指定品を使用して補給して<ださい 
(>185 ぺージ）。 

A 乂災のおそれびありまず 

冷却水をエンジンルームにこぼさ 
ないでください。発乂ずるおそれび 
あ0まず。 


不凍液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用します。車を使用する地域の最低 
気温によって濃度を変えます。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37む 

約55% 

- 45で 


ブレーキ 液 

定期的にメルセデス.ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をしてください。詳し 
くはメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


公 事故のおそれびありまず 

ブレーキ液を補給するとさは、ゴミ 
や水分び U ヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなゴミでち、ブレーキび効かな< 
なるおそれびあ0まず。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化します。劣 
化した状態で使用ずると、過酷な条 
件下ではベーノて 一 □ ックび発生ずる 
おそれびあ0まず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰し 
て気泡び発生し、ブレーキペダルを 
踏んでを圧力び伝わらず、ブレーキ 
び効かな < なる現象のことでず。 
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1 ー ルゲートを開いたとさの高さ 


ウオツシヤーが 

ウォッシャー液は、リヴーブタン 
クに補給する前に別の容器で適正な 
湿合比に湿ぜてください。 

〇 ウォッシャー液には夏用と冬用が 
あります。夏用には油膜を防ぐ効果 
があり、冬用には凍結温度を下げる 
効果びあります。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ランプウォッシャー*液の U ヴー 
ブタンクは兼用です。 

A 乂災のおそれびありまず 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
でず。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気を近付けたり、近くで喫 
煙しないでください。 


バッテリー 


車載ノ f ッテリーの電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

74 Ah 

《バッテ U —の容量は、 

予告な<変更されるこ 

とびあります。 




積載荷物の制限重量 


ルーフ 

75 kg 

ラゲツジ ルーム 

100 kg 


〇 ルーフの制限重量には、ルーフラッ 
クやアタッチメントの重量わ含まれ 
ます。 



①テールゲートを開いたとさの高さ（外側) 


テールゲートをいっぱいまで開いたと 
きの高さは、じ(下のよラになります。 

の 1980〜1981 mm 

〇 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備やヴスペンションの状態などによ 
り、数値が異なります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 





















タイヤとホイール 


281 


タイヤとホイール 


H タイヤとホイールは必ず純正品および承認された製品を使用してください。 
詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴービスエ場におたずねください。 

ABS や ESP ® などの装備は、純正品および承認された製品を使用することで 
効果が発揮されます。 

純正品および承認された製品(外のタイヤやホイールを装着した場合は、ち 
全性の保証はでさません。 

H 純正品および承認された製品じ(外のタイヤやホイールを装着した場合は、車両 
操縦性や騒音、燃料消費などに影響を与えるおそれがあります。また、指定さ 
れたサイズじ(外のタイヤやホイー j レを装着すると、フェンダーの内側やヴスペン 
ションなどに接触し、車やタイヤを損傷するおそれびあります。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定のタイヤ空気圧を記載したラベルび貼付 
してあります (>191 ページ）。 

〇 左ちには必ず同サイズのタイヤ/ホイールを装着してください。 

〇 標準タイヤとウィンタータイヤなど、異なる種類のタイヤを同時に装着し 
ないで < ださい。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳しくはメルセデス*ベンツ指定サービスェ 
場におたずね < ださい。 


標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセツト 

B 180 

205/55 R 16 

6.0 J X 16 

46 mm 

B 180 スポーツパッケージ 

B 200 

215/45 R 17 

7.0] X 17 

49 mm 


オプションまたは仕様により、じ(下のタイヤ/ホイールが装着される場合があ 
ります。 


タイヤサイズ ホイールサイズ オフセット 

17 インチホイール 21 5/45 R 1 7 7.0] X 17 49 mm 

18 インチホイール 21 5/40 R 18 7.0 J X 18 49 mm 
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タイヤとホイール 


H ! 7インチホイールおよび18インチホイール装着車にスノーチェーンを装 
着するとさは、純正スノーチェーンのみを装着し、緊急脱出用としてステア 
U ングを直進にした状態でのみ使用してください。ステアリングをまわした 
状態で使用すると、車体とタイヤが接触して損傷するおそれびあります。 


r 応急用スペアタイヤ 

H 応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください。 

〇 応急用スペアタイヤのタイヤ空気圧は、応急用スペアタイヤのホイールに 
黄色でペイントされています。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

空気圧 

全車 

T 125 / 90 R 1 6 98 M 

3.50 B X 16 

32 mm 

4.2 bar / 

60 psi /420 kpa 


ウインタータイヤ _ 

〇 ウインタータイヤのサイズは Daimler AG び指定するもので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びあります。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

車種 タイヤサイズ ホイールサイズ オフセット 


全車 205/55 R 16 M + S 6.0 J X 16 46 mm 
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対象モデル 


B 180 
B 200 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

※この取扱説明書の内容は、2010年12月現在のものです。 
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メルセデス-ベンツ曰本巧式を社 


干]0日-8已〇日東京都港区六本木一 T 目9ま目号六本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 
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